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Ⅰ　事　 業　 報　 告
－ 1－
はじめに
富山大学では、国立地方大学の使命として教
育、研究に次ぐ第三の柱に社会貢献を掲げ、各
部局が様々な活動を展開しています。本学地域
連携推進機構生涯学習部門は、その前身であ
る富山大学生涯学習教育研究センターの発足
（1996 年）以来一貫して大学開放事業の拠点組
織としての役割を担い、大学開放事業の窓口と
して地域の生涯学習のニーズに積極的に応える
事業に取組み、幅広く学習機会を提供していま
す。
日本社会はいま、国際関係から国内の政治・
経済・憲法問題に至るまで急速に変貌しつつあ
ります。加えて現在は異常気象の極端化や地殻
変動の活発化が目に見えて進行していることか
ら、少子化と超高齢化が進む地域社会の営みも
また大きな変化を余儀なくされています。
こうした中で、地域社会における総合大学の
果たすべき役割とは、地域とのコミュニケー
ションを図りつつ、社会の変化に対応できる総
合的な知を提供することです。本学生涯学習部
門には、広く大学開放の事業を展開し、あらゆ
る世代にとって学びがいのある豊かな生涯学習
環境を構築していく使命を果たす責任が課せら
れています。この認識のもと、当部門では、大
学開放事業の基本を堅持しつつ、社会人の学び
なおし、ボランティア人材育成、地（知）の拠
点事業（大学 COC＋）などの取組を推進して
います。
2014 年度の事業では、公開講座・オープン
クラス等の通常業務を着実に推進することに加
え、富山駅前 CiC ビルでの富山大学サテライ
ト講座８回、北陸地区国立大学連合協議会「ま
ちなかセミナー」、ワークショップ「あなたの
学びをその先へ」などを実施しました。
この１年間の生涯学習部門の取組みを総括
し、今後の事業展開を一層活発にする基本材料
を報告するため、ここに生涯学習部門年報第
17 巻を刊行いたします。内容として、当部門
が実施してきた平成 26 年度事業の概括、つぎ
に、当該年度の大学開放状況に関するデータ類
「公開講座関係資料」および「大学開放懇話会
関係資料」、地域連携ならびに大学開放に関す
る資料集となっています。
本書をご覧いただき、受講生の声を聴きなが
ら学びをデザインし各種の企画を進めている当
部門の姿をご確認ください。生涯学習を基礎に
した地域づくり活動や本学の地域貢献について
何なりとご意見・ご提案をいただければ幸いで
す。併せて、今後も当部門へのご理解とご支援
をよろしくお願いいたします。
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門における
2014 年度の実施事業について
竹　内　　　章
（富山大学地域連携推進機構生涯学習部門長）
要旨：富山大学地域連携推進機構生涯学習部門事業において 2014 年度に実施した事業の概要を報
告する。今年度公開講座の開設数は71講座、オープン･クラスの公開科目数は815科目であっ
た。ここでは、本年度を通じて取り組んだ事業について概観する。
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１．生涯学習事業
①　公開講座
本学は数多くの公開講座を実施しています。
この事業は、本部門に設置された全学的な公開
講座専門委員会で企画が審議・承認され、スタッ
フの大学開放に対する深い理解・協力のもとで
実現されています。
ジャンルごとの開講数でみると、教養講座で
19 コース、語学講座で 28 コース、体験講座で
24 コース、計 71 コースが企画されました。そ
れぞれの受講者数（修了者数）をみると、教養
講座で 151 名、語学講座で 304 名、体験講座
で 202 名、合計 657 名になり、前年度よりも
34 名の増加となりました。このことについて
当部門では、前年度財政上の理由から実施でき
なかった新聞へのチラシの折込みを、今年度は
実施できたことの効果が表れたと分析していま
す。
本学の公開講座は、一般市民の学習ニーズと
うまくかみ合った企画であることから、多くの
講座が例年恒例の形で（微調整・ヴァージョン
アップも伴いながら）実施されます。語学では、
初級から中級にステップアップする講座が開設
されています。他方では新しいタイプの講座も
生まれています。2014 年度は次のような多岐
にわたる講座が新しく企画されました。
・　バルザック『あら皮』をフランス語で読
む
・　数と図形の楽しみ
・　聴き手を動かす画期的なプレゼンテー
ションに挑戦してみよう！
・　放射線と環境　　　　　　他
…
極めて多彩なジャンル・レベル設定を備えた
講座の数々について、ここで詳細に述べつくす
ことはできません。しかし、多くの一般市民が
受講していることや、本年報収録の受講生アン
ケートの結果をみると、大学の知的資源を地域
社会に還元するという目的はおおむね達成でき
ていると評価できます。
②　オープン・クラス
オープン・クラスは、正規学生に対する授業
を一般市民に開放する取組みです。
2014 年度のオープン・クラス利用は、受講
希望者が延べ 362 人（前期 204 人、後期 158 人）、
試聴等を経て実際に受講した者は延べ 284 人
（前期 155 人、後期 129 人）にのぼりました。
開放科目数は前年度 780 科目から 2014 年度
815 科目となり、延べ受講者数も前年度より 15
名程度の減少でここ数年下がり続けています。
③　講師等紹介
　本部門では学外からの講演会・研修会等の
ための講師派遣依頼に応じて、本学教員の紹介
をおこなっています。講師の選定とともに、企
画段階でも学習（研修）プログラム作成に協力
しており、2014 年度は、本部門において、約
35 件の講師等の紹介を行いました。
なお、講師等紹介には本部門を経由せず、各
学部に申し入れて実施されているケースもある
ことをお断りしておきます。
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④　サテライト公開講座
2014 年度も 8 講座が開講され、総計 784 名
の参加者が集まり、大変盛況でした。
⑤　その他の講座・イベント
・コラボフェスタ 2014
2014 年 9 月 19 日（金）、富山大学五福キャ
ンパス内においてコラボフェスタ 2014 を開催
しました。当部門は実行委員会に参加し、第 3
部では、ポスター「ワークショップに参加しよ
う！～参加・参画型学習に向けて～」を展示し、
参加者と意見交換を行いました。
・…ワークショップ
2014 年 11 月 15 日（土）、富山県民会館にお
いて「あなたの学びをその先へ－「これからの
学び」をワークショップでデザインする－」を
開催しました。グループワークのなかで、「学
んだことの「発表」の機会がほしい」など、今
後に向けての指針が与えられました。
…
・まちなかセミナー
2014 年 10 月 18 日（土）、北陸地区４国立大
学連携のまちなかセミナーを開催しました。富
山・石川・福井の各会場に相互に講師を派遣し
合う取組みです。2014 年度も、各会場でコー
ディネーターを採用し好評でした。富山会場は
「薬物依存・薬物乱用の怖さ」と題して福井大・
金沢大から講師を迎え、68 名の受講者があり
ました。富山大からも福井・石川各地に講師と
して本学教員を紹介しました。
２．学外との連携
①　平成 26 年度生涯学習推進懇話会
2014 年 2 月 12 日（木）、多岐にわたる本部
門の事業の成果や改善すべき点を把握するた
め、平成 26 年度生涯学習推進懇話会を開催し
ました。なお、1999 年度開催の第１回大学開
放推進懇話会からの通算では 16 回を数えます。
②　全国協議会
2014 年 9 月 8 日（月）～ 9日（火）にかけて、
第 36 回全国国立大学生涯学習系センター研究
協議会において、意見交換を行いました。2014
年度の当番大学は鳥取大学が担当しました。
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③　北陸地区大学間連携
2015 年 1 月 22 日（木）に金沢大学サテライ
トプラザ（於金沢市）において、富山大、金沢
大、北陸先端科学技術大学院大、福井大の各大
学スタッフによる専門委員会が開催され、2014
年度まちなかセミナーの反省・次年度の企画に
ついて意見交換がなされました。
３．広報・出版活動
①　チラシによる広告
公開講座、オープン・クラス、サテライト公
開講座について、前年度財政上の理由から実施
できなかった、従来行っていた新聞へのチラシ
の折込みを、今年度は実施しました。加えて、
富山市、高岡市を中心にした地域で、各種学習
施設や公民館等に配布依頼を行いました。
このほか、DMの形でパンフレットを郵送し、
また各地でチラシ、ポスターの配布を行いまし
た。その他の事業についても、事前に募集案内
を作成し、県民カレッジや各地の公民館等に配
布しました。
②　出版物
・公開講座、オープン・クラス、サテライト
講座チラシ及びポスター
・オープン・クラス募集要項
・「生涯学習部門年報」第 16 巻
③　メールや Web を利用した広報活動
・メールマガジン
メールマガジンは、おおよそ 450 人に対し概
ね月１回のペースで発信し、80 号を数えた。
・Web
大学開放に関する情報発信として随時Web
サイトを更新するとともに、フェイスブックを
開設している。
Ⅱ　公 開 講 座 等 紹 介
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——先生のご出身はどちらですか？
中国遼寧省の大連市です。富山県と友好県省になっています。
——そうですか。富山に来られて何年になられましたか？
18 年です。
——公開講座の受講生さんたちの様子はいかがでしょう。
積極的で、一生懸命ですね。皆さんは熱心に勉強されています。
——受講生は何人ぐらいおられますか？
今ちょうど定員になっていますから、15 名です。
——理想の受講者数というのはありますか？
語学のクラスは、やっぱり少人数の方が理想的です。でも、少なすぎると授業があまり盛り上が
らなくて、受講生のモチベーションが多少下がると思います。人数的には 14 ～ 15 名がいいかと思
います。だから今回はちょうどいいぐらいです。
——先生は、学生向けの授業と公開講座の両方をご担当されていますが、何か違いみたいなもの
はありますか？
正直、社会人の皆さんを対象にする講座は、講座の準備や展開など、普通の授業よりも大変です。
社会人の受講生はすでにたくさんの知識や情報を持っていますから、中国のことについて、いろい
ろ知っている方が多くて、簡単な知識や情報では満足しにくいです。中級クラスの受講生は、中国
語学習歴のある方ばかりで、知識が豊富です。資料の作成や情報収集とか、準備に手間がかかりま
すね。
公開講座紹介・「中国語さらなる一歩」
〜楊峰先生へのインタビュー〜
　富山大学では、70 を超える公開講座を実施し、延べ 657 人もの方々に受講していただいている
（2014 年度実績）。そのすべてについてはここで紹介することはできないが、今回は、中国語の公
開講座をご担当されている楊峰先生に対し、インタビュー形式で公開講座の様子をうかがってみた。
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——受講生の様子についてもう少し詳しくうかがってもよろしいでしょうか。
今年の 15 名の中で、現役の学生が 4人います。はたち前後かな？この子たちにとっては、多分、
中国語がマスターしたら、多少就職しやすくて、中国語検定試験に合格したら、就職にプラスにな
ると考えているかもしれません。将来、国際貿易関係の仕事に就きたいという学生もいますし、中
国へ留学に行きたい学生がいます。ここでちゃんと学んだら、役に立つと思っているでしょう。そ
れから、社会人の方も、定年退職された方もいらっしゃいます。社会人の皆さんは、良く中国に旅
行に行かれます。ほとんどの方は中国文化が好きで、語学ができるともっと自由に本が読めるし。
旅行が好きな方々にとって、講座で勉強を重ねると、旅行に行きやすいと思います。毎日中国語を
音読することが趣味とする方もおられて、私の授業を受けて毎日お家で 30 回ぐらい音読される方
もいらっしゃるそうです。多分、公開講座を受講することによって、生活の質が高くなって、日々
の生活が楽しくなっているかもしれませんね。
——今まで教えてきた中で、思い出や印象に残っていることはありますか？
皆さんと仲良くできることが、私の一番のご褒美かなと思っています。受講生は、「講座を絶対
に続けて下さい。辞められたら、私たちが勉強に行くところがなくなる」とか言われます。こんな
ことを言っていただくと、すごくやる気につながるし、心が温かくなります。
——中国語を指導されていて、ここが難しいな、と感じることはありますか？
学生の授業はスタートが一緒だからレベル的にはほぼ一緒です。これに対して公開講座の受講生
はレベルがバラバラです。でも 3、４回ぐらいやれば皆さんの語学力が大体わかります。受講歴や
学習が全然違って、10 年勉強してこられた方がおられば、1年しか勉強してない方もおられます。
合わせていくことが正直難しいです。これは指導するときに一番苦労するところです。ただ、受講
生の皆さんは中級クラスで勉強したい気持ちがありますから、たとえ 1年しか学習してない方でも、
がんばればついていく気持ちがあります。指導する側として、教科書に基づいて、中級、準中級の
レベルに合わせて授業すれば大丈夫です。もちろん個別指導も行います。
——中国語を勉強するときのポイントはどんなところですか。
語学に共通することかと思いますが、学んでいる言語を実際に使ってしゃべること、話すことで
すね。それから、私がいつも受講生に言っていますが、音読することが大事です。テキストの音読、
できれば暗記。あとは、受講生どうしでお話しすること、ネイティブの人とお喋りすること。中国
映画を見ること、中国語の歌を歌うことも大切ですね。
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——先生の授業のホームページを拝見させていただいたのですが、「ピンイン」という言葉が出
てきました。これはどういうものですか？
中国語の発音記号です。とても大事ですね。ピンインが読めなければ、中国語の勉強ができなく
て、上達しないです。
——受講生の皆さんは、実際に中国に行かれることはありますか。
はい。社会人の皆さんは、多分趣味で旅行に行かれることが多いですね。年に何回も中国へ旅行
に行く方もいらっしゃいます。現役の学生さんはこれからですね。中国に行ってみたい学生が多い
です。行き先は、中国、香港、台湾など。ほとんどが自分の力で旅行に行かれます。一人とか、受
講生どうしとか、あるいはご家族と。受講生どうしで行くことも多いです。講座で皆さんが友達に
なって、良く一緒に旅行に行かれるそうです。旅行を通じて学習意欲の向上にもつながります。
——学んだことを現地で活用されているんですね。最後に、中国語を学んでおられる方にアドバ
イスなどがありましたら。
やっぱり、実際に中国に行ってみることですね。せっかくいっぱい学んでこられたのだから、実
際に中国語を使ってみることがやっぱり大切です。あとは、独学ではなく、教室に入って勉強した
方がいいと思います。独学では得られないことがたくさんあります。ほとんどの受講生にとって、
週一回、公開講座で、仲間と会ってお話しすることも生活の楽しみの一つになっているようです。
同じ目標、似たような趣味、話があう、気も合う人達ですから。一生懸命何かについて勉強されて
いる方はとても素敵だなといつも思います。
——お忙しいところ、ご協力ありがとうございました。
＊＊＊
以上が、楊峰先生に対するインタビュー記録である。そこでいくつか浮かび上がってきた諸点に
ついて述べると次のようになる。まず第一に、公開講座の受講生がまじめで熱心な学習態度を持っ
ていることである。中には、帰宅後の入念な復習の様子についてもうかがうことができた。そして
第二に、受講生はすでに中国に関する豊富な情報を持っており、「簡単な知識や情報では満足でき
ない」という学習段階にある点である。受講生の多くが中国旅行の経験を持ち、継続的に訪問して
いる事実もあきらかになった。そうした中国語の実践経験がふだんのまじめで熱心な学習態度を維
持することに寄与している点も見逃せないだろう。第三に、受講生の中には若い学生の姿も見られ
るということである。就職や社会的活動に活かすべく、学業との両立をはかりながら学ぶ真摯な姿
が印象に残る。第四は、楊先生の包容力ある指導の姿である。学習履歴がそうとうに異なる現状に
対し、テキストを用いた指導に「プラスα」を加えた形で対応されているとのことである。そうし
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た柔軟な指導を展開していることも関係してか、受講生からの厚い信頼を得ている様子がうかがえ
た。「講座を絶対にやめないで下さい」という受講生の声がそれを物語っている。今後もこのよう
な学びの場が継続していくことで受講生の糧となり、ひいては充実した地域貢献の発展に結びつい
ていくことを願うばかりである。
（聞き手：生涯学習部門・仲嶺　政光）
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2014 年度公開講座とオープン・クラス（公開授業）
アンケート調査報告
仲　嶺　政　光
（富山大学地域連携推進機構生涯学習部門准教授）
　本稿では、公開講座、オープン・クラス（公
開授業）の受講生・教員に対するアンケートを
実施し、その実施状況の確認をおこなうととも
に、受講生のニーズの把握につとめる。その上
で、今後必要な対応とは何かをさぐっていく。
Ⅰ　公開講座アンケート
　ここでは、2014 年度における富山大学公開
講座受講者に対するアンケート集計結果を報告
する。
　今年度の公開講座受講者は延べ 657 人であ
り、アンケート回答者は 417 人であった。回収
率は 63.5％である。
１．集計結果
図表１　回答者の性別
　 人数 ％
男性 111 26.6
女性 284 68.1
無回答 22 5.3
合計 417 100
図表２　回答者の年齢
　 人数 ％
10代 1 0.2
20 代 15 3.6
30 代 44 10.6
40 代 56 13.4
50 代 100 24.0
60 代 148 35.5
70 代以上 47 11.3
無回答 6 1.4
合計 417 100
図表３　回答者の職業
　 人数 ％
フルタイム 134 32.1
パート 62 14.9
無職 184 44.1
学生 6 1.4
その他 28 6.7
無回答 3 0.7
合計 417 100
図表４　回答者の最終学歴
　 人数 ％
高校卒 76 18.2
専門学校卒 24 5.8
短大・高専卒 85 20.4
大学卒 204 48.9
大学院卒 21 5.0
その他 1 0.2
無回答 6 1.4
合計 417 100
図表５　講座の難易度
　 人数 ％
平易 12 2.9
やや平易 33 7.9
ちょうどよい 265 63.5
やや難解 88 21.1
難解 13 3.1
無回答 6 1.4
合計 417 100
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図表６　回答者の居住地
　 人数 ％
富山市 259 62.1
高岡市 51 12.2
射水市 31 7.4
上市町 13 3.1
無回答 11 2.6
滑川市 11 2.6
立山町 8 1.9
砺波市 6 1.4
魚津市 4 1.0
黒部市 4 1.0
十日町市 4 1.0
氷見市 4 1.0
かほく市 2 0.5
小矢部市 2 0.5
南砺市 2 0.5
入善町 2 0.5
岐阜県 1 0.2
船橋村 1 0.2
朝日町 1 0.2
合計 417 100
　図表１～４、６は、回答者の基本属性をみた
ものである。順に説明する。
　図表１は回答者の性別をみたものである。男
性 111 人（26.6％）、女性 284 人（68.1％）となっ
ており、女性受講者の割合が高い。
　図表２は回答者の年齢をみたものである。30
代以下が 60 人（14.4％）、40 ～ 50 代が 156 人
（37.4％）、60 代以上が 195 人（46.8％）となっ
ており、シニア層の割合が高くなっている。
　受講生の性別と年齢の関連をみてみたのが図
表７である。50 代以下の若年・働き盛り層に
は男性の割合が低く、60 代以上のシニア層で
男性の割合が増加する傾向にある。女性の場合、
中・高年層の割合が高くなっている。
また、回答者の年齢と講座ジャンルの関連をみ
てみたのが図表８である。どの年代も語学の割
合が高くなっているが、とりわけ 50 代以下に
その傾向が強くなっている。
図表７　性別×世代
　 男性 女性 合計
30代
以下
8 52 60
13.30% 86.70% 100.00%
40-50
代
24 123 147
16.30% 83.70% 100.00%
60代
以上
76 106 182
41.80% 58.20% 100.00%
合計
108 281 389
27.80% 72.20% 100.00%
図表８　講座ジャンル×世代
　 教養 語学 体験 合計
30代
以下
15 36 9 60
25.00% 60.00% 15.00% 100.00%
40-50
代
30 100 26 156
19.20% 64.10% 16.70% 100.00%
60 代
以上
43 94 58 195
22.10% 48.20% 29.70% 100.00%
合計
88 230 93 411
21.40% 56.00% 22.60% 100.00%
　図表３は回答者の職業についてみたものであ
る。何らかの職業を持つ者（フルタイム＋パー
ト）の人数・割合は 196 人（47.0％）と半数近
くにものぼっている。他方、職業をもたない者
（無職＋学生）の人数・割合は 190 人（45.5％）
となっている。
　図表４は回答者の最終学歴についてみたもの
である。多い順に、大学卒204人（48.9％）、短大・
高専卒が 85 人（20.4％）、高校卒が 76 人（18.2％）
と続いている。
　図表５は講座の難易度についてたずねた結果
である。「ちょうどよい」が 265 人（63.5％）、「や
や難解」88 人（21.1％）と続いている。おおむ
ね良好な受講状況であったことが推察される。
　図表６は回答者の居住地についてたずねた結
果である。富山市が 259 人（62.1％）と圧倒的
に多く、高岡市の 51 人（12.2％）、射水市の 31
人（7.4％）が続いている。
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図表９　受講状況
　 人数 ％
はじめて受講 97 23.3
２- ５回 205 49.2
６-10 回 84 20.1
11 回以上 30 7.2
無回答 1 0.2
合計 417 100
　図表９は、回答者の受講回数についてたずね
た結果である。最も多かったのが「２～５回」
205 人（49.2％）であり、「はじめて受講」は
97 人（23.3％）にとどまった。今後のＰＲにつ
いて課題が残ったと言える。
図表10　希望する開講時間帯
　 人数 ％
平日午前 110 26.4
平日午後 165 39.6
平日夜間 150 36.0
土曜日 139 33.3
日曜日 49 11.8
　図表 10 は、公開講座の開講時間帯について
の希望をたずねた結果である（複数回答可）。
最も多かったのが「平日午後」165 人（39.6％）、
ついで「平日夜間」150 人（36.0％）、「土曜日」
139 人（33.3％）、「平日午前」110 人（26.4％）、
「日曜日」49 人（11.8％）が続いている。
　これまで、公開講座の開講は「平日夜間」か「土
曜日」のケースが多かった。本アンケートの結
果から、「平日午後」の開講も積極的に進めて
いく必要性がありそうである。
図表11　公開講座の効果
　 人数 ％
リフレッシュの機会になった 202 48.4
知り合いが増えた 193 46.3
一人より複数で学んだ方が効果的 176 42.2
知識を活用する機会が増えた 113 27.1
自分の成長が実感できた 94 22.5
普段の生活に役立つ 63 15.1
活動範囲が広がった 62 14.9
仕事に役立つ 8 1.9
その他 12 2.9
　図表 11 は、公開講座を受講した結果抱いた
感想について多い順に列挙したものである（複
数回答可）。最も多かったのが「リフレッシュ
の機会になった」202 人（48.4％）であり、「知
り合いが増えた」193 人（46.3％）「一人より複
数で学んだ方が効果的」176 人（42.2％）が続
いている。「その他」への自由記述として次の
ようなコメントがあった。
・仕事に役立つだけでなく、日常生活にも利用
でき豊かになった
・物を造る楽しさを実感した
・たのしかったです
・楽しい !!
・少しでもわかると面白い
・覚えることは少しずつ忘れる
・体力を維持するのに役立つ
・歌う際の発声の注意事項が勉強になった
・学習のペースメーカーとして楽しく学ぶこと
ができる
・勉強に対するモチベーションが上がった
・ドラマ・放送を聞いてても少しわかるように
なった
・先生に教わることができてよかった
－ 12 －
図表12　講座の内容はわかりやすかった
　 人数 ％
そう思う 356 85.4
どちらとも言えない 25 6.0
そう思わない 5 1.2
無回答 31 7.4
合計 417 100
図表13　講座の内容は面白かった
　 人数 ％
そう思う 358 85.9
どちらとも言えない 23 5.5
そう思わない 1 0.2
無回答 35 8.4
合計 417 100
図表14　講座の進め方に工夫があった
　 人数 ％
そう思う 344 82.5
どちらとも言えない 31 7.4
そう思わない 4 1.0
無回答 38 9.1
合計 417 100
　図表 12 は、講座のわかりやすさについてた
ずねた結果である。「そう思う」と回答したの
は 356 人（85.4％）だった。
　図表 13 は講座の面白さについてたずねた結
果である。「そう思う」と回答したのは 358 人
（85.9％）だった。
　図表 14 は講座の進め方に工夫があったかど
うかをたずねた結果である。「そう思う」と回
答したのは 344 人（82.5％）だった。
　以上の３点から、公開講座はおおむね好評
だったと考えても良いだろう。
図表15　講座を知ったきっかけ
　 人数 ％
ＤＭ 185 44.4
Web サイト 130 31.2
知人を通じて 78 18.7
新聞記事 16 3.8
facebook 2 0.5
駅の広告 2 0.5
その他 29 7.0
　図表 15 は公開講座を知ったきっかけについ
てたずねた結果である（複数回答可）。これを
みると、ＤＭ（大学からのダイレクト・メール）
が 185 人（44.4％）と最も多く、Web サイトが
130 人（31.2％）、知人を通じてが 78 人（18.7％）
と続いている。現在、予算の事情からパンフレッ
トの作成・配布をしておらず、かわりに講座一
覧を記したチラシを郵送している状況にある
（Web サイトによる検索方法も同封している）。
そのせいかWeb サイトで講座を知った人の割
合が高くなっている。なお、「その他」の自由
記述には次のようなコメントが記されていた。
・大学の先生を通じて
・県民カレッジ
・講師を通じて
・富山市民プラザのロシア語教室で
・前から通っていて
・先生の他講習から
・講座で
・以前から知っていた
・先生の紹介
・講座案内のチラシ
・役場の方を通して
・ことばの教室
・新聞折込チラシ
・図書館に掲示があった
＊
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　以下では、公開講座で企画してほしい内容に
ついてたずねた結果を列挙（抜粋）する。
【教養・趣味を重視した講座】
　コンピューター、IT ／漆のような伝統技術
／ウッド（木工）／歴史、富山の歴史、郷土史、
富山藩のこと／植物（雑草、樹木等）／万葉集
／日本の古典何でも／ PC使用した年賀状作り
／短歌、俳句／植物、園芸、美術、美術史／英
語を通じた会話の機会／登山／ものの見方・考
え方、哲学講座／合唱講座（女声、混声問わず）
／音楽／韓国について学べる料理など／民俗／
薬膳料理／韓国の生活習慣／ゴルフ中級／薬学
／心理学／芸術文化に関する講座、絵画・音楽・
写真の歴史／コミュニケーション・傾聴につい
て／音楽療法・メンタルケア／日本の古典文学
／ピラティス／オカリナ、フルート／手芸／健
康に役立つもの／ワイン、チーズ／音楽鑑賞、
美術鑑賞／音楽理論／防災知識、サバイバル／
着付け／ホームページ作成／アロマオイル作り
／一般教養／自然科学／再生可能エネルギー／
スポーツなど体を子どもと動かす講座／子育て
で子供をのばすようなもの／映画史、歴史（西
洋史）／文学／庭の雪吊り講座／デジカメ／庭
木の剪定／体を使う運動／朝鮮日報・コラム等
の講読／楽しみを目標とし、知識も学べる講座
／日本の戦後～現代／家庭菜園の肥料作り／書
道／ダンス／食文化／ iPhone の便利な使い方
／医学
【資格取得を目指す講座】
　TOEFL…or… 英検の２次試験会話対策／
TOEIC テスト／英会話／野菜ソムリエ／簿記
／世界遺産講座（検定のため）／手話／宅建、
司法書士／TOPIK 又はハングル検定取得の講
座／英検 1級
【語学を充実させる講座】
　ロシア語入門編／外国人による英語圏の文化
のレクチャー／実用英会話／文法をまじえた英
会話／仏・独・露等の初・中級／ネイティブが
教えるフランス語講座（中級以上～）／仏語／
英語／中国語／初級スペイン語／ハングル・韓
国語／イタリア語／英会話を10～15人程度で、
できるだけランク別に／インドネシア、マレー
シア語／富山のコトバ／デンマーク、フィンラ
ンド語／ビジネス英会話／朝鮮語講読／ドイツ
文学の小説の原著を読む／語学も文化も学べる
講座／外国語ボランティア養成講座／旅行に役
立つ英会話講座
＊
　以下は、自由記述欄に記入された内容（抜粋）
である。
・少人数講座はとても充実していた。運営は大
変かもしれないが、今後の発展につながると思
う。受講者のレベルに応じ臨機応変に対応した
講座でよかった。
・この試みは大変良いと思うので、しっかりと
続けていただきたい。
・先生方に丁寧にご教示いただき、とても楽し
いものづくりができた。アクセサリーの繊細な
仕事が学べた。ありがとうございました。
・沈金の加飾をお願いします。
・講座の中身によって、初・中・上級等の段階
があればよい。
・初めての漆作業だったので、覚えることや知
りたいことがたくさんあり、作業内容や素材の
特性等についての説明プリント等があるととて
も心強く思った。なぜこの作業が必要なのか？
なぜこの素材 ( 油等）を使うのか？代用できる
ものはあるのか？等、興味があってもしっかり
わからないことも多くあった。
・あったかい雰囲気で学ぶことができてよかっ
た。先生方のおかげです。学生さんの補助もあ
りがたかったです。
・ものづくりができる講座を増やしてほしい。
　後期にも参加したいが、あまり興味の持てる
講座が少ないような気がするので増やしてほし
い。
・先生方、学生の皆さんの御指導がわかりやす
く楽しかった。細かく大変な技能が必要であっ
たことがわかった。いろいろなものづくりに挑
戦していきたい。
・本年は複数の講座を申し込みましたが、当講
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座以外は抽選もれで受講できませんでした。人
数枠をもう少し多く取ってほしい。又、申込み
締切日から結果報告までの期間が長く、開催日
1週間前でないと連絡がない。もっと早く連絡
頂けるといい。他の予定との関係もあり。
・石川県から参加させていただいていますが、
フランス語に関しては講座が充実していてよい
と思います。平日は駐車場がないようなので
ちょっと困っています。どこに駐車すればいい
のか案内があればよいと思います。
・今回のようなネイティブなフランス語が聞け
て楽しかったです。これからも、この様な授業
があればよいと思います。はやく上達したい気
持ちになりました。ありがとうございました。
・話すことを中心とした講座だったのでとても
良かった。今後も続けたい。
・もう少し回数を増やしてほしい。
・富山にいてこのような充実した授業を受ける
ことができ満足しています。（仏語のネイティ
ブの先生の授業）先生に感謝しこれからも続け
ていきたいです。
・再学習なのですが、楽しかったです。少し慣
れたかな、と思うこともあり、それはそれで楽
しいです。ありがとうございました。
・是非、先生の講義、年間通じて実施していた
だきたい。先生の雑学的な（？）豊富な知識を
いただいて、とても楽しかったです。
・雨の日の夜、駐車場までが暗くて、足元が見
えにくく危険です。簡単なものでいいので、照
明があるとうれしいです。
・去年と同じく授業時間は 1回 2時間とし、前
期、後期として申し込むのではなく、1年間 30
回として同じ生徒同志で授業を受けたい。
・教養・趣味の講座がもっと増えてほしいです。
　教室のそばの駐車場をもっとあけてほしい。
大学がここ（この地域）にある意義を地域に大
いに役立ててください。開かれた大学・社会に
貢献する大学を大いにアピールしてください。
・とても楽しく受講することができました。自
分の体が変わっていくことを実感できてうれし
かったです。続けていきたいと思います。
・楽しませていただいています。
・８回コースなのですが、とても身体に良い講
座なので通年で回数を増やしてほしい。
・回数がもう少し多くあってもよいなと（10
回ほど）思います。
・先生のネイティブな韓国語を聞けてとても良
いと思います。後期も是非先生に教えて頂きた
いと思っています。
・受講生それぞれの学習歴がちがうので講師は
やりにくかったのではないかと思いました。修
了証書は必要ないとの意見が生徒の大多数で
す。
・レベル別に分かれたクラスがあればいいと思
う。
・時間も回数も少なくなった理由が知りたい。
　語学は継続して長くやってこそ上達します。
・難しかったが頑張りました。
・少人数のクラスでとても良かったです。また
チャンスがあれば参加してみたいです。
・興味のある講座が、昼間に仕事を持っている
と選ぶことができずに残念に思うことがありま
す。
・毎回の宿題に追われましたが、とても楽し
かったです。刺激を受けました。もっともっと
成長したいと思うのでこれからも続けたいと
思っています。
・難しかったのですが、毎回楽しく、大変勉強
になりました。また先生の講座を受講したいで
す！
・先生はとても親しみやすく楽しく授業を受け
ることができました。他の受講生の方々からた
くさんの刺激を受け充実した時間を過ごせまし
た。ありがとうございました。
・先生の教室は是非継続して下さい。
・Thank…you…Aska…enjoyable…time…for…me.
・とても活発でよいクラスでした。It…was…a…
very…active…and…exciting…course.
とても良い刺激になりました。語学を勉強する
ことは、違った文化を知ることと改めて思いま
した。
・毎回色々なドイツの歌に接し、楽しく歌わせ
ていただいております。今回はイタリアの曲も
取り入れて頂き、楽しかったです。「講座の回
数を増やしては」という案があったそうですが、
増やしていただけるとうれしく思います。
・簡単な合唱（二重唱…）があるともっと良い
・こんな講座ならどれだけでも受講したいと思
います。（毎日の気ぜわしい生活の一服の清涼
剤となりますよ !）
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・中国語講座を継続させて欲しいです。
・楽しかった。語学以外の韓国文化なども知れ
てよかった。
・仕事の後のリフレッシュになっています。
・ずっと継続してほしい
・今年度から時間も回数も少なくなったので元
に戻してほしい。
・今年は時間が少なくなったので多くしてほし
い。
・成長できる機会を与えてくださりありがとう
ございます。これからもぜひ続けて下さい。
・駐車場がある程度確保され、安心して来るこ
とができました。
・中級ステップアップに行きたいが、水曜日都
合が悪いので、曜日がかわれば楽しかったでー
す !!
・1 講座 120 分が 90 分になり残念です。ぜひ
120 分にして下さい。回数も減ってしまい、ぜ
ひ元通り半期 15 回にもどして下さい。
・昼間の講座を増やしてほしい。１５回が１３
回になったが、元に戻してほしい。又、時間も
２時間に戻してほしい。
・韓国の歴史など、知らない事を聞くことがで
き、あっという間に 90 分が過ぎていました。
テーマに沿った話が毎回楽しかったです。
・ぜひ元通り 120 分授業にもどして下さい
・先生方がやさしく分かり易くとても良かった
です。ありがとうございました。
・The…class…was…very…inspiring.
・ゲートを通る時に、入校許可証の提示を求め
られました。必要であるなら期間を明示した許
可証を発行して頂ければと思います。
・駐車スペースを確保してほしい。
・とてもとても楽しかったです。いろんなデザ
イナー一人一人にクローズアップして、もっと
深く勉強してみたいと思いました。
・週末の休日を利用して、学ぶ機会が持てて良
かったです。音楽療法についての講座があれば
受講したいです。
・参考文献をいろいろ教えて欲しい。予習、復
習になってとっても楽しかった。疑問がいろい
ろ有るが、それらがいつすっきりするのか、次
回からがまたとても楽しみです。
・講師の説明はわかるのですが、自分の身体を
動かそうとしても思うように動かないので残念
です。
・講師の指導がとてもていねいだった。進め方
も面白く興味がもてた。
・公開講座の内容を、もっと広く市民に周知し
た方が良い。
・メンバーがあまり変わらないので、もっと新
しい人にたくさんピラティスの良さを知っても
らいたいです。宣伝をもっとしてください。
・週に一回ぐらいの講座のペースが参加しやす
いです。
・土曜より平日夜間の方が通いやすいので来年
ご検討ください。
・駐車場にもっと余裕が欲しい。
・午前の部はできれば、10:00 ～ 11:30 の時間
帯にして頂けると午後からの用事に行きやすい
です。
・中級フランス語というタイトルでしたが、内
容は初級だと客観的に思います。テキストを
もっと進めて頂きたいです。受講生の方はいろ
いろなレベルでフランス語の能力（話す、聞く、
書く）をお持ちの方がいらっしゃると思うので、
もっとそれを活かしたり、高めたりしてあげれ
るのではないかと思います。
・You…Tube の紹介が多いのですが、フランス
に関する映像をもっと紹介していただきたいで
す。
・講座が終了した後でも、講師に質問がある場
合にメアドで意見交換できる道筋があればいい
と思う。
・アットホームで毎回楽しく受講させていただ
きました。先生、大変お世話になりました。沢
山勉強になる事がありました。これからそれ
を生かし、iPad を使いこなしたいと思います。
大学院生のお兄さん、お姉さんありがとうござ
いました。…これからシニア、初心者を対象に
した講座がもっとあれば嬉しいです。
・もう少し人数をふやしてほしいです
・一年間ありがとうございます。この講座、体
力が続けば来年も参加したい。
・薬用植物について勉強させてもらいありがた
かったです。
・定員をふやしてほしい（毎年申込み→発表ま
でしんどいです）。
・21 人程度にまで増員してほしい。
・再受講したい。
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・本講座の再受講が不可なのが残念です。
・いろいろと勉強になりました。内容が工夫さ
れていてとても良かったです。
・放射能について、よく理解でき本当にありが
たく思っています。
・越人と富山の話を聞ける講座があるとうれし
い !!
・ときには講師の先生と一緒に食事をしながら
お話を聞く機会があればと思う。おいしい料理
と講義ありがとうございました。
・少人数で、細かいところがよくわかりました。
　講義だけではなく、実習が入ることで楽しく
受講することができ、自分の知識、料理の幅が
広がったように思います。ありがとうございま
した。
・毎回楽しく参加しています。今回も美味しい
料理に満足しました。ありがとうございました。
可能であれば駅前 CiC などでも講座があれば
もっと良いと思います。
・語学講座の回数、時間を長くしてほしい。
・次回、落雁。
・初めて参加させて頂いて楽しかったです。こ
しあんだけの回があっても、私は嬉しいです。
次回も参加したいです。七夕とか、二十四節季
とかに合わせたお菓子、伝統のお菓子を教えて
頂けるとうれしいです。
・和菓子をより深く学びたいと思っています。
・ムーブメント教室は大変勉強になり子育てに
役立てました。親子でよい時間を過ごすことも
できました。是非このような大学の研究を実生
活に生かせるような講座を今後ともよろしくお
願いします。
・先生のお話がとてもわかりやすくがんばれま
した。他のお母さんの話も聞くことができ、と
ても参考になりました。
・今後もこの講座のような内容のものがあれば
受講したいです。
・授業料がもっと安いと良いと思います。
・先生の講座はいつも楽しく勉強になります。
・毎々、皆に言われている事ですが、語学その
他専門的な事を学ぶ教室では、お知らせに載っ
ている難易度に沿った授業がなされる事になっ
ているはずですが、応募者のチェック体制がな
い為、同教室に多様な学力の人が混在していて、
受講者、講師共に大変やりにくく、授業の質が
低下しています。善処お願いしたいです。修了
書、認定書は意味がないので廃止して下さい。
時間と資源の無駄です。
・語学講座は、各レベルの中でも、読解・会話・
文法語彙・試験対策など四技能ごとに分かれた
クラスがあると良い。次学期の案内（いつ頃か
らどんな講座が開催されるのか etc.）を最終講
座日にもらえるとたいへん助かります。今回初
めての講座でしたが、クラスの皆さんから多く
の刺激を受け、勉強に対して多くの刺激を受け、
勉強に対してより一層の努力をしようという気
持ちになれました。今後も機会があれば是非受
講したいと思います。
・これからも受講を続けたい。難しいですが、
うまくなりたい。
・講座の時間ですが、今、1時間半になってい
ますが、2時間にして頂けたら有難いです。
・休みの間、ＮＨＫラジオ講座を聞かなかった。
　その後の授業は大変だった。毎日、毎日、聞
くことの大切さを感じました。来年度は、休み
の時も充実させて、頑張りまーす。
・実際のニュースを聞きながら文法も説明を受
けわかりやすかった。木曜以外にしていただけ
たらうれしい。時間は何時でもＯＫです。
・難しすぎるので、初級はＮＨＫラジオまいに
ちハングル講座程度にしてほしい。今やってる
のは、ＮＨＫラジオレベルアップハングルです。
ＮＨＫまいにちハングルは多数の意見を聞いて
ねり上げられています。
・誰でもわかるような説明を載せてほしい。も
う来期は決まっていると思うので、次からは初
日はおためしで来て、その後決めるのはどうか。
学力に合わないコースを受けたくない。人それ
ぞれ目的も違う。楽しく長く続けることが出来
る講座にしてください。
・韓国語を本格的に勉強し始めたばかりでチャ
レンジでしたが、なんとかついてきました。日
本語訳がついていて本当に助かりました。これ
くらいの内容ならなんとかついていきたいと思
います。
・富山市の生涯学習からの助成が受けられるよ
うに希望します。
・もう少し講座の回数を増やして、一つの曲を
時間を掛けてじっくり練習できるようにして頂
けたらと思います。
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・生活に“ハリ”がある楽しい時間です。今後
も続けたいと思います。新しい知らない曲が歌
えてうれしいです。
・とやま県民カレッジとの連携ということで、
できるだけ自分の仕事外の範囲で続けようと
思っています。夕方は 18 時だとつらいので、
19 時～、18：30 ～だと助かります。ご検討お
願い致します。
・回数がもう少し多くても良いかなと思いま
す。
・いつもなかなか男性と一緒に歌う機会がない
ので、この講座に男性の参加者が多くいらっ
しゃることが嬉しい。
・午前の時間帯を（10:00 ～ 11:30）10:15 ～
11:45 にしてもらえると助かります。また、講
座の回数が増えたのは良い面と不便な面があり
ます。
・フランス語の入門講座（初心者向け）を土曜
日（日曜日）に開催してほしい。先生のフラン
ス語講座、とても楽しいです。
・スペイン語もはじめて欲しい。ハングル入門、
初級を増やして、ハングル人を増やして欲しい。
・入門講座もあると勉強する人が増えて良いと
思う。
・時間的にもう少し早く出来たらいいです
・英語の初級の授業があればいいと思う（日中
に）。英語が少ないように思う。
・講義を聞くだけではなく、自分で何かを作り、
調べる授業はとても面白かったし、仲間と大変
さを分かち合うこともできよかったです。ただ
座って聞くだけの授業よりはやりがいがあると
思う。
・語学の講座でしたが、ポエムブックを作成し
たり、一人ずつ作ったポエムを工夫を凝らして
発表したりと、とても刺激の多いクラスで、楽
しく学ぶことができました。来年ももし同じク
ラスがあれば受講したいと思います。
・夜（平日）にもっと英語の講座があれば参加
したい。
・この講座に通っていて、韓国の文化に触れた
い気持ちが強くなり、遂に韓国に行ってきまし
た！言語だけでなく文化も学んでいたことで、
旅行中も楽しく韓国の方とふれあうことができ
ました。
・ずっと継続して、中国語講座がなくならない
事を願います。
・午前の講座（中国語）あれば嬉しいです。
・先生の素晴らしい授業を受講させていただ
き、とても良かったです。これからも続けて行
きたいと思います。よろしくお願いいたします。
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Ⅱ　オープン・クラス（公開授業）
　アンケート
　ここでは、2014 年度における富山大学オー
プン・クラス（公開授業）の受講生述べ 284 人
に対するアンケート調査の結果を報告する（回
答件数 220 件、回収率 77.5％）。
図表16　回答者の性別
　 人数 ％
男性 150 68.2
女性 57 25.9
無回答 13 5.9
合計 220 100
図表17　回答者の年齢
　 人数 ％
30代 5 2.3
40 代 7 3.2
50 代 24 10.9
60 代 108 49.1
70 代以上 74 33.6
無回答 2 0.9
合計 220 100
図表18　回答者の職業
　 人数 ％
フルタイム 52 23.6
パート 18 8.2
無職 136 61.8
その他 14 6.4
合計 220 100
図表19　回答者の最終学歴
　 人数 ％
高校卒 24 11.0
専門学校卒 7 3.2
短大・高専卒 11 5.0
大学卒 155 70.5
大学院卒 20 9.1
無回答 3 1.4
合計 220 100
図表20　回答者の居住地
　 人数 ％
富山市 131 59.5
高岡市 31 14.1
射水市 11 5.0
砺波市 8 3.6
氷見市 7 3.2
立山町 6 2.7
上市町 5 2.3
滑川市 4 1.8
黒部市 4 1.8
魚津市 3 1.4
小矢部市 2 0.9
南砺市 1 0.5
入善町 1 0.5
富山県外 4 1.8
無回答 2 0.9
合計 220 100
図表21　オープン・クラスの受講状況
　 人数 ％
初めて受講 41 18.6
2-5 回 80 36.4
6-10 回 37 16.8
11 回以上 60 27.3
無回答 2 0.9
合計 220 100
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図表22　オープン・クラスの難易度
　 人数 ％
易しかった 13 5.9
やや易しかった 16 7.3
ちょうどよい 140 63.6
やや難しかった 42 19.1
難しかった 8 3.6
無回答 1 0.5
合計 220 100
図表23　性別×年齢
　 30代以下 40-50 代
60代
以上 合計
男性
1 16 132 149
0.70% 10.70% 88.60% 100.00%
25.00% 53.30% 77.20% 72.70%
女性
3 14 39 56
5.40% 25.00% 69.60% 100.00%
75.00% 46.70% 22.80% 27.30%
合計
4 30 171 205
2.00% 14.60% 83.40% 100.00%
100.00% 100.00% 100.00% 100.00%
　図表 16 は、回答者の性別をみたものである。
その結果をみると、男性が 150 人（68.2％）、
女性が 57 人（25.9％）となっており、男性の
割合が多い。
　図表 17 は、回答者の年齢についてみたもの
である。30 代以下が 5人（2.3％）、40 ～ 50 代
が 31 人（14.1 ％）、60 代 が 108 人（49.1 ％）、
70 代以上が 74 人（33.6％）となっている。回
答者のシニア層の占める割合が高くなってお
り、60 代以上が 182 人（82.7％）を占めている。
　図表 23 は、回答者の性別と年齢をクロスし
た表である。「シニアの男性」層がきわめて高
い比率となっている。
　図表 18 は回答者の職業についてみたもので
ある。多い順に無職 136 人（61.8％）、フルタ
イム 52 人（23.6％）、パート 18 人（8.2％）、と
なっている。何らかの職業をお持ちの方が 70
人（31.8％）を占めている。
　図表 19 は回答者の最終学歴についてみたも
のである。多い順に大学・大学院卒が 175 人
（79.6％）、高校卒が 24 人（11.0％）、短大・高専・
専門学校卒が 18 人（3.7％）となっている。き
わめて高学歴傾向にあることが読み取れる。
　図表 20 は回答者の居住地についてみたもの
である。富山市 131 人（59.5％）、高岡市 31 人
（14.1％）、射水市 11 人（5.0％）となっている。
　図表 21 はオープン・クラス受講回数につい
てたずねた結果である。多かった回答は、「2
～ 5回」80人（36.4％）、「11回以上」60人（27.3％）
である。「はじめて受講」は 41 人（18.6％）に
とどまっており、公開講座の場合と同様、ＰＲ
の充実が求められる。
　図表 22 はオープン・クラスの難易度につい
てたずねた結果である。「ちょうどよい」が
140 人（63.6％）となっており、良好な受講状
況だったとみられる。なお、「やや難しかった」
という回答は 42 人（19.1％）となっている。
図表24　受講による効果
　 人数 ％
リフレッシュの機会になった 124 56.4
一人より複数で学んだ方が効果的 96 43.6
自分の成長が実感出来た 76 34.5
知識を活用する機会が増えた 75 34.1
普段の生活に役立つ 45 20.5
知り合いが増えた 43 19.5
活動範囲が広がった 32 14.5
仕事に役立つ 24 10.9
その他 33 15
　図表 24 はオープン・クラスを受講したこと
によって生まれた効果をたずねた結果である
（複数回答可）。「リフレッシュの機会になった」
124 人（56.4％）、「一人より複数で学んだ方が
効果的」96 人（43.6％）、「自分の成長が実感出
来た」76 人（34.5％）、「知識を活用する機会が
増えた」75 人（34.1％）と続いている。
　「その他」の自由記述欄には以下のようなコ
メントがあった。
・新聞の読み方・見方が変わった。
・生徒達の活性度がなく沈んでいる。質問の時
間を取るべきだ。
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・知識が深まった。
・木工具の扱い方、正に我流で適当であったが
理論的、科学的な説明と実践により、その機能
がよくわかり、目からウロコであった。
・日常的なことの経済学的裏付け。
・新知識を得た。
・ロシアに対する知識向上に役立っている。
・最新の知識を得て、満足。
・新しい知識を吸収できた。
・カレントな事項で面白かった。
・経済の数値化を学んだ。
・英文法の基礎を教えてもらって、良い機会に
なった。
・教官と知り合うことができた。
・趣味の知識を深めることができた。
・深く学ぶことが出来る。
・質の高い講義をきくことで、レベルの限度を
定めずに学ぶことが出来て、ありがたい機会だ
と思っています。
・責任のある立場の人の話が聞けて良かった。
・資格の取得。
・学ぶ意欲をサポートしてもらえる。
・より向上心が持てた。
・今時の大学生の授業態度を知ることができ
た。
・知識が深まった。
・パソコンのソフトを駆使した学習に感銘し、
より細かく学ぶことができて良かった。学ぶ方
向性が見えて良かった。
・新知識を得た。
・新知識の獲得。
・ドイツ語の理解が深まった。
・少し難しいからこそ意欲が沸き、頑張れた。
・自分の知識増強と文章講読、理解力の向上。
・復習ができた。
・趣味に役立つ。
・大勢の学生の前で発言することができまし
た。時事問題に取り組むことができました（以
前はあまり関心がありませんでした）。
・専門分野でのものの考え方に接することがで
きた。
・知識が増えた。原著にふれることができた。
・新しい知識をとり入れられた。
・教養の補充、学び方の方法。
図表25　講義の内容はわかりやすかった
　 人数 ％
そう思う 190 86.4
どちらとも言えない 20 9.1
そう思わない 1 0.5
無回答 9 4.1
合計 220 100
図表26　講義の内容は面白かった
　 人数 ％
そう思う 181 82.3
どちらとも言えない 28 12.7
そう思わない 2 0.9
無回答 9 4.1
合計 220 100
図表27　講義の進め方に工夫があった
　 人数 ％
そう思う 170 77.3
どちらとも言えない 37 16.8
そう思わない 4 1.8
無回答 9 4.1
合計 220 100
　図表 25 は、講義のわかりやすさについてた
ずねた結果である。「そう思う」と回答したの
は 190 人（86.4％）であった。
　図表 26 は講義の内容の面白さについてたず
ねた結果である。「そう思う」と回答したのは
181 人（82.3％）であった。
　図表 27 は講義の進め方に工夫があったかど
うかをたずねた結果である。「そう思う」と回
答したのは 170 人（77.3％）であった。
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図表28　ＯＣを知ったきっかけ
　 人数　 ％
ＤＭ 144 65.5
Web サイト 50 22.7
知人を通じて 42 19.1
その他 29 13.2
新聞記事 5 2.3
facebook 0 0
　図表 28 はオープン・クラスの存在を知った
きっかけについてたずねた結果である。多い
順にＤＭ 144 人（65.5％）、Web サイト 50 人
（22.7％）、知人を通じて 42 人（19.1％）となっ
ている。
　「その他」の自由記述として以下のようなコ
メントがあった。
・妻から
・施設に置いてあるパンフレット
・学ぶ機会を探して
・メール
・継続しています
・銀行の行内資料より
・チラシ
・富大OCパンフ CIC ビルにて
・チラシ（県立図書館）
・広報とやま
・市役所の生涯学習課の窓口
　以下は、自由記述の内容である。
・キャンパス構造が初めは理解しにくいです。
なにかツールがあれば、助かります。
・大変お世話になりました。難しい内容もござ
いましたが、とても意義ある内容でした。不思
議なもので、大学時代には、到底思いもつかな
い、そして、その時代では興味も持てないよう
なこと等、この歳になって、初めて“学ぶ”こ
との大切さを思いました。おそらく、いまのお
若い方でもいつかそういった思いをすることも
あろうと存じます。“今”の大切さを知る時は、
過ぎ去ってから…かもしれません。遅ればせな
がら、そして、お恥ずかしい姿をお見せしなが
ら年よりが頑張っております。そういう機会を
与えて頂けたことに心より感謝いたします。あ
りがとうございました。
・今回は大変良かったです。障害学などの講座
を開いてほしいと思います。
・日本書紀・古事記などの講座があったらと思
う。
・他にも学びたい講座（授業）がオープン・ク
ラスになっていないのが残念です。オープン・
クラスのことをより多くの人達に知ってもらえ
たらと思います。ありがとうございました。
・オープン・クラス（公開授業）や公開講座を
楽しみにしており、その都度事前にご案内いた
だければ助かります。
・今年度のオープン・クラスの数が以前より少
なく感じたのでもし可能でしたら、語学（中国
語・韓国語）で以前あったクラスの復活をお願
いします。
・留学を志す学生の多さに驚くとともに、富
山大学生の力強さを感じました。Toeic…ToeFL
関連を含め、一般教養関係の英語科目のオープ
ン・クラス化を希望します。段々、受講対象・
範囲が狭められて来ています。
・斯種の講義が「特殊」のタイトルを取る、す
なわち「通常」の授業の一つとして認知される
日が富山大学にやってくることを期待していま
す。ほぼ 100％英語の授業は富山外国語専門学
校専攻科の 1年間を 5年前に経験して以来久し
ぶりでした。その事からも富山大学経済学部が
ここまで来たかと感無量でした。このような授
業が今後もオープン・クラスの対象に加えてい
ただくことを切望します。
・「富大生と一緒に学べます」のキャッチフレー
ズ（募集要項、表紙）が泣きます。というのも、
オープン・クラスの生徒は他の人の発表の注釈
を開くのみで自分の担当箇所・発表箇所があり
ません。全回予習していましたが自分の解釈の
正否を、他の生徒の発表と先生の講義で確認す
るのみで何かもの足りないのがありました。
・日常的に生活の中で感じる地方財政について
理論的なバックグラウンドから十分説明を受け
たことにより、より深く考えることができるよ
うになった。斯種の講座のオープン・クラス化
（恒常化）を望みます。
・高校時代に世界史の一部として学んだ西洋
史、今回の授業を受けつつ改めて現行の世界史
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教科書を開いて、その奥深さについて改めて感
じました。英語でやることの意義と合わせて、
学問探究の奥深さを感じました。
・3人のリレー方式でそれぞれのスタイルを見
ることができた。パワーポイントを使う先生の
中には字や絵が小さすぎて見えないケースが
あった。ただし板書は 3人ともていねいでわか
りやすかった。地球学の違う分野を広く紹介し
ていくいい入門コースだと思う。
・オープン・クラスで参加したが、出席などを
取ることもなく、自身が参加したという証拠が
あると良かった。
・学生さんと共に学べて若返った気分になれま
した。大学２年生さんの学習状況が分かり楽し
かったです。自分はフランス語の学習歴が長い
（20 年位？）ですが、先生の授業は文法のポイ
ントを良くおさえて教えて下さるので、とても
ためになりました。機会があればぜひまた受講
させていただきたいです。
・MBA講座を受講しましたが、経営系の授業
が多いので、今度は経済・金融論を聞きたいと
思います。
・前期は中世の文書で、後期が近世の文書の予
定です。できれば、前後期を通して、一年間近
世の方がいいと思います。近世（江戸時代）の
古文書の方が面白そうです。
・大学構内の学生の自転車のマナーに気をつけ
てもらいたいと思います。例えば、車道に二列
で走行するなど。ボランティアなど何かお返し
できれば良いのですが。
・今回は民法を中心とした入門法学であった
が、他に労働法を中心とした入門法学もあった
方がよいのではないかと思う。学生は社会的経
験と思考作用が未熟な故に法律的ものの考え方
が浅い。即ち法律はその点からして、大人の日
常生活に関連することが多いとされる。その点
今回の授業は例題を通し、民法の要点をすくっ
て学生に法律になじんだところに有意義さがあ
ると考えられる。換言すれば教養科目と専門科
目の間に位置する基礎的な専門科目があった方
がいいのではないかと思う。
・講義をうけるだけで、普段の学習が不十分
だったので、自分自身の中で理解が深まらず、
反省。後期、もし受講できたら、がんばろうと
思います。
・毎回、楽しく（むずかしかったですが）受講
しました。
・大学講師にもいろんな人が居るようですが、
成績重視、就活のための勉強という面が強く、
人間性や楽しさが感じられなかった。大学の講
義を初めて受けたのですが、授業の進み方の速
さにおどろきました。
・実習系の講座についても一部公開にして頂け
ると良いと思いました。
・退職し、これからは自分の学びたいことのみ
に取り組めるよい機会でした。若い人たちの中
で、ちょっとウキウキしながら、たいへん楽し
く貴重な時間を過ごすことができ、感謝です。
・最初教室の場所が分かりづらかった。休講と
かの案内がもっと分かりやすい工夫があると良
い。オープン・クラス用の部屋があったので、
便利で使いやすかった。
・毎年お世話になっております。誠にありがと
うございます。次年度もよろしくお願い致しま
す。なお、質問ができれば、大変ありがたいと
思っております。メールでの応答が可能ならば
よろしいのですが、如何でしょうか？希望しま
す。講義は一方通行になりがちです。
・分野ごとに背景知識が十分でないと、英文が
理解できないことが多かった。
・経済の基本が十分わかっていないので、その
部分の理解が出来ないで終わったので未消化な
気がします。
・教科書の内容、演習問題の選定が良かった。
・私は国際協力の活動に関するNPOに関係し
ていますが、オープン・クラスのような開かれ
た教育を通じて、一般社会人と大学が協力・連
携できたら、国益の増進につながると思う。
・本講座のオープン・クラス受講者が少ない（小
生のみ？）しっかり PRして参加者が多くなる
ように工夫されたい。大学の地域への貢献に配
慮されているが、さらに充実してもらいたい。
・今後も様々な授業を受けられる機会があれば
嬉しいです。ありがとうございました。
・教養に越中万葉の講座がありこれまで 3年間
受講してきたが、今期から越中万葉の講座が
オープン・クラスからなくなっている。復活す
れば受講したいと思っているので、復活願いま
す。
・同講座での学生の真剣な姿に喜びを感じた。
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これからの子供達の育成に頑張って欲しい！
・大変エネルギッシュな講義であり、90 分が
短く感じられた。政治の基本的な内容もあり、
もっと多くの学生に受講して欲しいと強く感じ
ました。先生には、今後も富山で頑張って欲し
い！（学生の反応は弱い !!）
・人格主義生命倫理と個人主義生命倫理の違い
を学びました。尊厳死、終末期医療についても
考えさせられる講義ではあった。教授の活躍を
期待します。
・講座の範囲を幾分広げて頂きたい。3～ 4 年
固定されている様に感じます。明治以降の近代
文学を取り入れて下さい。
・運良くこのような機会に恵まれて、大変感謝
しています。今後もずっと続けていただきたい
です。
・経済学部に近代経済学、特に国際経済関係論、
東南アジア経済学、国際貿易論、国際金融論等
の講座が是非必要と思います。国際政治、政治
経済関係論等も必要です。出来れば、英語での
講座が欲しいです。
・講座内容はおおむね良いと思います。毎回講
読した作品の感想文は英文で書いた方がいいと
思う。4～ 5 名でのディスカッションも英語で
の機会にしたらどうでしょうか。
・講義やレポート、ディスカッションはすべて
英語で実施してもいいのではないでしょうか。
・先生の講座は大変有意義でした。有難うござ
いました。
・一時間 30 分の講義時間があまりにも短い。
学生さんにはもっと多くの本を読んでもらいた
い。先生から本を 50 ～ 100 冊程指示し、どん
どんレポートを出してもらい、半年に一人ずつ
発表してもらったら良いと思います。
・先生の講座は、富山市民大学でも受講してい
ます。とても楽しく、有意義です。有難うござ
いました。
・お世話になり、ありがとうございました。先
生、そして学生さん達が困っている時に気軽に
声をかけて下さり、楽しく通えたことに感謝し
ております。育った環境が恵まれていたのだと
感じます。授業も飽きないように工夫され、学
生の意見を尊重しておられるのには、感心しま
した。これからも又、勉強したいと思っていま
す。ありがとうございました。気持ちを相手に
伝える難しさ、いかにうまくコミュニケーショ
ンをとれるのか、学びたいと思います。（心理
学は何度か学びましたが…。）
・教授は分かりやすく、おもしろく、楽しく学
ばせていただき、本当にありがとうございまし
た。安い授業料で立派な先生に教えていただき、
感謝しています。私の人生のライフスタイルと
して、続けていきたいと思います。よろしくお
願いいたします。
・各分野で実際に活動し、責任ある立場で物事
を考えておられる方の話を、直接に聞く機会を
得ることができ、大変有意義であった。
・映像を活用したわかりやすい講座であった。
テーマがはっきりとしており、研究目標が定
まった。中世の中のキーワードを自分なりに、
知識づけしながら講座を受講できました。あり
がとうございました。
・直流回路まではよくわかりましたが、交流回
路では大変難しくなりました。電検 3種に関す
る内容のみ学習しました。
・素人でもわかるように講義するのがプロの役
目です。今回の 2人の講師はよく考え、工夫さ
れていました。
・学ぶ意欲を増長させて貰っています。ある程
度の負荷（宿題、レポート提出等）があっても
良いのではないか。
・各回ごとに講師（多彩な顔ぶれ）の方がいらっ
しゃって、どのお話も興味深く聴かせていただ
きました。有難うございました。又、次の機会
も参加できたらと考えております。（後期のカ
リキュラムが楽しみです。）
・主に新聞の見方（読み方など）について学び、
時事問題のとらえ方や追求の仕方などが参考に
なりました。特に、新聞については、三大新聞、
ローカル新聞などの同じ記事（たとえば集団的
自衛権など）を読み比べてみることの大切さを
知りました。また、資料（新聞記事～専門家の
とらえ方など）のストックについて学び、情報
収集のあり方について、今後考えていきたいと
思います。ありがとうございました。
・毎時間、映像に関する学習のテーマが明確に
位置づけられており、映画の各分野の特徴をと
らえるのに役立ったと思います。特に、映画に
関する情報が多く、概論的な取扱いでしたが、
かなりの基礎的教養が必要であると思いまし
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た。毎時間、テーマに即したDVDによる鑑賞
で楽しく学ぶことができました。初めて観る映
画も多く、時間的制限もあり十分には理解でき
ませんでしたが、映画への探究心は高まったと
思います。毎時間、ウェブによる学習情報は、
予習の資料として大いに役立ったと思います。
ありがとうございました。
・毎時間、シラバスに即して、丁寧かつ適切な
指導で、文化マネジメントの基礎を学ぶことが
できました。適宜、配布される資料（参考文献
の紹介、資料の配布）は、どれも今後の学習に
大いに役に立ちそうです。特に芸術の必要性に
ついて、指導のポイントがあり、社会とのかか
わり方などについて考える契機にしていきたい
と思います。ありがとうございました。
・興味深く楽しく学べました。
・このような機会を与えてくださりとても感謝
しております。興味のあることに少しでもふれ
ることができ、悪戦苦闘しながらも、授業が楽
しみでした。また、受講料につきましても、良
心的な設定で受講させていただけましたこと、
対応して下さったスタッフの皆様方も大変感じ
よく、ありがとうございます。同じ音楽の授業
でも、違う先生、違う専門分野の先生の授業が
公開授業として受けられると良いです。今後と
もどうぞよろしくお願いいたします。
・日本近代史の講座を増やして欲しい。
・今年、3年目となりました。学習内容面で充
実化を企てております。学生の皆さんと学習が
でき、大変感謝しております。
・対象科目が増えればよいと思います。図書館
を利用することができ、専門書を利用すること
ができました。感謝申し上げます。
・いつも大変すばらしい講義を少人数で聞いて
おり、大変にもったいないと感じております。
新聞広告、チラシが有効と考えます。今春の公
開講座のチラシは有難かったです。あれに、オー
プン・クラスについて併せて簡単に記入されれ
ばと思います。私自身、初めて受講するまで、
このような講座があることを全く知りませんで
した。
・ほとんど、受講させてもらいました、後期も
受講予定しております。町内の公民館再生につ
いて考えておりますので、この受講の単位がい
ただけるか、又立上げについてのご指導等…後
期も勉強致しに行きます。
・ほどんど毎回受講させてもらいました、後期
も受講予定しております。公民館の再生につい
て考えておりますが、この時美術の単位がいた
だけるか、又、公民館にて私が美術史について、
プログラム作成に助力できるかを知りたい。
・講座は楽しくて、ためにもなったけれど、起
承転結でいうなら「起」のみなので、もったい
ない感じがする。
・最近、毎年受講させていただき、ありがとう
ございます。内容が豊富かつ講師の方々が充実
しており、今後も受講したいと思っています。
・非常に理解しやすい講座内容でした。板書に
加えて、逐次口頭で補足される説明が大変参考
になりました。この講座は学部 4年生向けのも
のであり、平易で分かりやすいものであったの
ですが、自分の求めているものには、さらに次
のステップがあると感じました。そこで、要望
なのですが、オープン・クラスを修士課程に拡
大していただけたらとてもありがたく存じま
す。なにとぞよろしくお願いいたします。
・「演習」にふさわしい一体感のある授業でし
た。質問の時間、機会も配慮していただき、理
解を深めることができ良かったと思っていま
す。発表者への質問、討論が少なかったのは残
念でした。
・かつて経験したことがない、授業の進め方に
感服しました。素晴らしい充実した中身の濃い
内容に大満足です。先生の「現代社会論」は正
に、白熱教室でした。後期も火曜日木曜日以外
であれば、受講したいです。質問について、丁
寧に答えていただき、なお、コメントも適切で
あり、私は大変勉強になりました。先生にお礼
の言葉もございません。
・工夫された講義の進め方であり非常に知的に
刺激を受けた。学生のレベルを常に配慮して進
めていた。板書が整理されわかりやすかった。
・未知の分野の学問であったが、内容の面白さ
にひきこまれていった。・原核生物の学習を通
じ、生物に対する視点がかわった。・日常生活
での微生物の働きがわかりはじめ衛生面、薬、
食物に知識が応用できる。
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Ⅲ　オープン・クラス教員
　アンケート
　ここでは、オープン・クラスの受講生を受け
入れた担当教員に対するアンケート結果（抜粋）
を示す。
【1】担当教員向け Q&A について
・補講の連絡についての項目が、参考になりま
した。
・いろいろな状況を想定してＱ＆Ａが作られて
いるので参考になります。
・以前から気になっていたことが書いてあった
のでよかったと思います。
・受け入れ手順など、参考になった。
・参考になりました。
・あれば助かると思います
・一年目の教員には何かと便利でした。今後も
拡充されるとよいと思います。
・気になることが網羅されていてよい。
・参考になる部分もありました。
・勘違いかもしれませんが、受講生の情報がこ
ちらにありません。最初の講義でサインをする
だけの気がします。受講生の情報はヘルンシス
テムで見れるようにして欲しいです。
・よくできていると思います。
・参考になりました。
・授業以外の時間に頻繁に研究室に押しかけ
る、などの迷惑行為に遭遇した場合にどうした
らよいのかわからず、一人で悩んでしまいまし
た。もしもQ&Aの中にそのような場合の対処
についての記載があれば、もう少し早くご相談
することができたかもしれません。
・よくまとまっていると思います。
・とくにありませんが、オープン・クラスとは
そうしたものなのか、と理解が深まり、配布し
ていただいて良かったと思います。
・よくまとまっており、特に意見等ございませ
ん。
・今回は特に必要としなかったが、分かり易く
てよい。
【2】オープン・クラスの授業形態について
・熱心な方に受講していただきありがたく存じ
ます。今後も積極的に行っていただきたい。
・特に問題ないと感じます。ただ、今回は履修
生が多く、教室内で参加者の方をケアする余裕
はありませんでした。
・対象はあくまで学生（社会人含む）を原則と
すべきであろうと存じます。
・原則としては、推進することが大学の社会的
責任だと思います。
・一般市民向けに説明を丁寧にして、分かり易
くする努力をしました。ただ、授業の進行が例
年より少し遅くなってしまいました。
・毎年回答していることですが、学生にとって
も刺激になり、学習の進展にとってもよい形態
だと思います。
・教員の話を一方的に聞くだけの形態の授業と
異なり、私の授業の場合は、オープン・クラス
生も普通の学生（大半は１年生）に混じって、
小グループ（＝チーム）に入り、授業中のグルー
プディスカッションや全体での討議、チームと
しての授業外学習に加わる形式のため、異なる
年齢層や社会経験を持つオープン・クラス生は
一般学生に大きな刺激を与える貴重な存在であ
る。結果的に月曜２限に２名のオープン・クラ
ス生が参加し、別々のチームに所属して、予想
通り、クラス全体に大きな刺激を与えてくれた。
また、オープン・クラス生にとっても若い学生
との活発な意見交流は、いかにも大学で学んで
いる実感を増し、貴重な機会となったようであ
る。２名のうちの１名は、この授業をＭ・サン
デルの「白熱教室」以上だと絶賛し、受講でき
たことを大いに喜んでいた。今後も、私の授業
は受講希望学生を約半分に絞る抽選を実施する
ことが多いと思われるが、可能な範囲でオープ
ン・クラス生を受け入れたいと考えている。
・学生にとってクラスの中に社会人がいること
はよい刺激なるのと思います。特に、私の受講
生の場合、座席の最前列で熱心に受講していま
したので、周囲の学生によい見本となったよう
です。
・現役学生にとっても良い影響があると思いま
す。教員にも良い緊張感が生まれます。
・本学学生が多様性に慣れるためにも良い制度
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であると思います。講義科目では積極的に開放
してもいいと思います。
・対話型を取り入れた授業をとっていますの
で、社会人から学生はよい刺激をうけているよ
うです。
・一般論としては良いかと思います。ただし、
受講生の意識は低いです。今回の受講生は、プ
ロジェクターのスライドの前に座り、頻繁に睡
眠されていました。学生が見ています。はっき
り言って、こういった受講生は迷惑です。人生
の先輩として模範を示すべき人間が、授業中に
学生たちの前で堂々と寝る神経には、私には理
解できないものを感じます。今後も、オープン・
クラスでこういった受講生が出てくれば、オー
プン・クラスの開講は難しくならざるをえませ
ん。
・特に学生と一般市民の区別は感じませんでし
た。アクティブラーニング的にすると違いが出
てくるかもしれません。
・学生にとっても、熱心な一般市民の勉学態度
がプラスになっていると思う。
・特にありませんが、学生のみに対して伝えた
いこと＆教えたいこと、学科の連絡事項などな
ど、授業にはある程度関係はしているけど、一
般市民には関係ないことを授業でお話しする時
間があるので、そのような時は、少しやりづら
いというか、申し訳ないという気持ちがありま
す。
・学生にとっても良い刺激になると思います。
・とてもいいことだと思います。国立大学とし
て、富山県民の生涯教育に貢献していくべきだ
と思いますし、学生にとってもいい刺激になる
と思います。
・いろいろな方と学生が一緒に学ぶことは、学
生の社会勉強になり良いことだと思います。
ただ、あまりにもご自分の意見に固執し学生に
価値観を押しつけるような場合には少々問題か
と思いました。
・本学学生にとって、一般の市民がおられるこ
とは、適切に緊張感を維持するきっかけとなる
ようで、良いと思います。
・多様な人々が共に学ぶという点でよいと考え
ます。理想は、学生と一般市民との間で、思考
の活性化と意見のやり取りができるようになる
ところですが、それができるためにも、欠かせ
ない条件だと考えます。
・熱心に受講される方が多く、学生にも良い刺
激が与えられる点は、いいと思う。
・もっとたくさんの一般の方々に受講していた
だければと思います。
・年度によって受講生によって、その評価は分
かれるように思いました。今年度は残念ながら
途中から出席されなくなりました。社会人受講
生が講義に求める内容と、こちらが学生向けに
必要と思って講義する内容との間に食い違いが
あったのかもしれません。残念です。
・毎回書くことですが、約 40 年前に留学した
フランスの大学では、当時で既に当たり前のこ
とになっており、違和感はありません。（むし
ろ、フランスではじめて教室を見回した時の方
がびっくりしましたが。）学生に対して、刺激
になることもあり、長くオープン・クラスを続
けてほしいと思います。
・社会人の方ということで、それほど抵抗感は
ございません。
・現状のままでよいと思います。
・地域に住んでいらっしゃる方の参加を得るこ
とで、内容に対する刺激になります。過去の受
講生を、ここ数年ゲストティーチャーとしてお
呼びすることもあり、もっと多くの方に参加し
ていただけるとよいのにと思っているぐらいで
す。
・形態については、特に問題はないと思います。
・一般論としては、双方にとってよい形態だと
思いますが、「ヌシ」のような存在になってい
る方は、悪影響を与えています。今年の私のと
ころではありませんでした。
・講義にアクティブラーニングを導入する際、
どう対応すればよいのか？グループディスカッ
ションならば、その場で行うので講義内で対応
できるが、グループ毎に課題を与えて調べてく
る場合は、どう対応すればよいのか？
・問題は感じません。もっとも熱心な受講生で
した。
・討議型授業のため、学生とは違う属性、年代
の市民の参加は学生にとって大きな刺激にな
り、有意義です。また、参加される市民にとっ
ても現代学生たちの意見交流は有益かと思われ
ます。さらに、学生・市民参画型大学教育改革（Ｕ
Ｄ）を進める本学にとって、市民との具体的接
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点になる機会としてとても有用です。
・今度の授業は少人数でしたので、社会人のい
ろいろな経験を聞くこともできたし、また、彼
らの真面目さも在学生にはよい刺激になったと
思われます。
・受講者は、社会経験が非常に豊富であり、国
際事情、経営に対する関心が高いので、学生の
との実力差があるので、講義の水準を合わせる
のが難しい。また、学生の受講態度とは大きな
差があり、本学学生の評価が下がるのが心配で
ある。
・学生にはよい刺激になると思います。一般市
民の方がどう思っているかをうかがいたいで
す。
・一長一短はありますが、若干名でしたら問題
ないかと思います。ただし、学生向けのアナウ
ンスや学生向けに伝えたい時に、一般の方のご
理解が必要かと思います。
・講義形式の授業であれば、何も問題はないと
思います。
・3名受講しましたが、1名が途中で受講しな
くなったことが残念です。他の2名については、
学生よりも熱心に受講しており、学生にとって
も少なからず刺激になったと考えています。な
お、私の講義では毎回課題を宿題に出していま
すが、OC受講者の人たちのほうが課題の正答
率が高い傾向にありました。
・自分がお客様で学生ではないと考えていたよ
うだ。当てても、宿題も十分にやってこない。
カルチャーセンターではない。学生と同じ教室
で受講するなら学生と同じことをしてもらう必
要がある。そういう広報をしてほしい。
・良い、悪いという意味での意見は特にあり
ません。今回受講された市民の方は大変熱心
で、全く問題ありませんでした。一方、学生の
なかには意欲がみられない者もおり、そうした
ギャップは感じられました。
・オープン・クラスの受講生はしっかりとした
意思を持って受講されており態度が非常に良
く、学生に良い影響を与えていると考えられる。
反面、オープン・クラスの受講生からは学生の
講義に取り組む姿勢がどう見られているか心配
である。
・例年のことですが、学生にとっては、異なっ
た環境や動機で勉強をしてきた市民と交わるこ
とで、学習の刺激になると考えています。これ
からも、この形は続けて行きたいと思います。
・受講生には意識の高い方もおられ、学問への
取り組み方の点で、現役の学生に良い刺激をあ
たえることができると思われる。反面、学生よ
りも扱うものについて知識レベルが高かった
り、探求心が旺盛だったりして、演習形式の授
業だと受講生主体で授業が進むこともある。受
講生は慣れているため積極的に話をするが、学
生は受け身的でおとなしい。長所短所両方ある
のだが、どちらにとっても有意義な授業にして
いければと思う。
・健康がテーマだったので、生活習慣病が現実
の問題となっている世代の受講生がいることで
内容を実感しやすくなった。デメリットは特に
なし。
・今回の受講生 1名には、授業の初回に、受講
の条件は他の学生と全く同じ（課題提出等）で
あることを了解して頂いた。また、授業には真
面目に出席してくれた。受講生に対しては特別
な配慮はせず、通常の授業形態でオープン・ク
ラスが実施されることが大事だと感じた。
・本授業を重ねて何年も受講している受講者も
いますが、毎年、教材等を変えることを原則と
していますので、問題はありません。
・勘違いかもしれませんが、受講生の情報がこ
ちらにありません。最初の講義でサインをする
だけのような気がします。受講生の情報はヘル
ンシステムで見れるようにして欲しいです。
・２名の参加者がいました。両人とも熱心に受
講しており、好感がもてました。250 名以上の
クラスだったので、疎外感を持つことが危惧さ
れる。
【3】オープン・クラス全般について
・ご本人の良識等に任せるよりは仕方がないの
ですが、特定の方が、繰り返し参加するのは、
授業にも悪影響を及ぼすこともなり、よくない
と思います。
・授業改善で刺激になったかと思います。オー
プン・クラスを受け入れることは地域貢献とし
ても必要と思います。
・オープン・クラスの授業内容について、市民
に伝えるチャンネルや方法を多様化していただ
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ければ、望ましいと思います。
・シラバスには特殊な授業形態であることを
断っているが、初回のオリエンテーションで戸
惑われ、結局、受講を断念された方が別に１名
おられた。今後、私以外でもいわゆるアクティ
ブラーニング系の授業も増えると思われるの
で、まず、大学の授業が今、転機を迎えつつあ
ることを軽く案内してもらうとともに、授業科
目名だけで判断せず、シラバスで事前に内容を
確認することを御指導いただければ幸いであ
る。また、受講を決めた以上は、一般学生にとっ
て自分の存在は有益だという自信を持ち、自分
の多彩な経験や世代差による感性の違いを最大
限に活かして、自然体で授業に臨み、積極的に
発言などをするよう助言して頂けるとありがた
い。（指導、助言は文書でも十分である。）
・高齢化が進む中、生涯学習のニーズはますま
す増加すると思われますので富山大としてもそ
れに応える施策が必要と考えます。
・オープン・クラスを大学の社会貢献の一環と
してオープン・クラスを位置づける。具体的に
は、各学部でオープン・クラス開講数の目標値
を定め、より活発に授業を社会に公開するよう
にすることで、大学の資源を地域社会に還元し
ているエビデンスの一つとする。オープン・ク
ラスに関する受講生からの意見は、担当者だけ
でなく、全学的に公表してはどうでしょうか。
・受講生の意識について、事前の教育、ないし
周知をしっかりして頂きたいです。
・授業期間の途中で受講者にニーズと合致しな
い様子を示されたり、学生の興味を引くような
話題を導入したときに受講者からポジティブで
はない反応があったりして、どう対応すべきか
苦慮した。授業実施上、特別な工夫の必要はな
いとＱ＆Ａにありましたが、やはり何らかの工
夫が必要に感じました。
・MBAのことだけだが、もう少し周知する方
法を考える必要があると思っている。
・一般市民の方に講義を解放することはとても
良い試みであると思います。ただ、今回の当方
の講義は、違う曜日に開講されている別の講義
と連動しており、本講義のみで内容の理解と習
得は難しいケースにあたります。オープン・ク
ラス受講者用の情報の中に、そういった説明を
加筆出来ればよいと思います。
・特にありません。現状でよいのではないかと
考えます。
・以前はもう一クラスあったはずですが、この
数年開講されていないようです。授業の多角化
をすすめる上でも、再開してほしい点です。
・Q&Aでは受講動機については、受講生に尋
ねるようにとあるが、担当者としては予め知ら
せておいてくれた方が、1回目で話す内容を考
えるにあたって、それを考慮できるので助かる。
・授業開始時に、受講動機（目的、背景、特に
学びたいことなど）を提出していただけると、
お互いにとって実のある学習機会にできるよう
に思います。直接お尋ねするのは、特に受講者
数の多い授業の場合は他の学生とも様々なやり
とりがあって時間的に難しい場合があります。
・時間に余裕がある方で、このような機会を生
かしたいと考えておられる方は多いと思いま
す。もっと、外部に広報をして、たくさんの方々
をお受けすることができるとよいと思います。
・修了証書を希望すれば発行するとのことです
が、今回担当した授業では、途中から全く出て
こなくなった方がございました。修了証書を発
行する場合は、出席日数程度は確認した方が、
実質的なものになると思います。
・授業の前に、受講の動機が、把握できればよ
い、と思います。
・悪天候（台風など）の時、講義が行われるも
のかどうか、という基本的な情報が受講者に伝
わっておらず、講義当日に学部教務課などに受
講生が何度も問い合わせてきた。他大学では、
朝 7 時に警報が出た場合休講となる、などの
ルールが明記されているところもあるが、本学
ではその限りでなく、ＨＰなどでしっかりと伝
えるべきである（例えば、悪天候時も基本的に
は講義が行われる、など）。
・オープン・クラス受講生はヘルン・システム
にログインできないことから、ヘルン・システ
ムを利用したレジュメの配布等ができません。
該当者のみの「特別扱い」（教員による手渡し等）
が簡便な解決方法であり、実際にそういたしま
したが、該当者によってはほかのみんなと違う
扱いを受けることに抵抗を感じるかもしれませ
ん。臨時のＩＤの配布などがあってもよいかと
思いました。
・1回目の受講生抽選に戸惑われ、受講を遠慮
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された方もおられましたが、元々わずかな人数
に枠を限定しているので、遠慮の必要がないこ
とを予めお伝えしておいて下さると助かりま
す。
・一般市民の方にも他の学生と同様に、授業中
の実習などに取り組んでいただきたいのです
が、一般市民の方が「自分は学生じゃないから」
と取り組みを拒否されることがあり、他の学生
への影響が懸念されます。また、授業内容が一
般市民の方の期待したものと異なったり、学生
の興味を引くための具体例などが一般市民の方
にとっては興味がない場合があったりしたとき
の、一般市民の方のネガティブなリアクション
が気になります。
・OC受講者の中には、残念なことですが講義
についてこれない方もいます。そのような方に
どのように対応したらよいかが今後の課題かと
思います。
・意見はありませんが、気をつけるようにして
います。市民の方が受講される場合、少なくと
も一度は声をかけ、どういった希望や目的を
持って来られたのか、確かめるようにしていま
す。満足していただくためです。
・受講生からの感想を貰えれば今後の参考にさ
せていただきたいと思います。専門性が高いた
めオープン・クラスへの参加者は少ないと思わ
れますが、今後も継続していくべきだと思いま
す。
・難しいとは思いますが、午後になると駐車し
難いなどの点をクリアして、気軽に受講できる
環境が作れたらよいと思います。
【4】本学の生涯学習支援事業全般について
・大学院博士課程の入学要件を緩和すべきだ。
・本学が学生参画型ＦＤの進化形態として全国
の大学に先駆けて展開している市民も参画する
大学教育改革活動（＝ＵＤ；Ｕｎｉｖｅｒｓｉ
ｔｙ…Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ）には一人でも
多くの市民に関わってもらいたいと考えてい
る。日常的なＵＤ…Ｍｅｅｔｉｎｇ、年１～２
回の一大イベントであるＵＤトーク、学生が講
師役を務めるＵＤアカデミックサロンにも参加
を促して頂ければ幸いである。
・地域社会に貢献するために、オープン・クラ
スは、教員の手間があまりかからず貢献度も高
いと思うので、積極的に行うべきだと思います
が、教員によって考え方が異なる所が難しいと
思いました。
・大学院における生涯学習支援プログラムを考
えてはどうでしょう。
・一般市民による一般市民のための教育講座の
ために、教室を提供すると言うことがあっても
良いかもしれません。大学生も参加可能にして。
あるいは、運営主体を一般市民にして、希望の
教員複数に交渉するなどして講義スケジュール
を立ててもらうのも有りかと思います。特に、
定年退職された先生方（近隣在住）が活躍でき
る場を設けることができれば良いと思います。
・地域社会への貢献を促進することが大切で
す。地域の将来をいっしょに話し合い、取組む
ことなど、もっと突っ込んだ取組みをぜひ実施
したいと思います。
・協力できることがあると思いますので、様々
な形での情報提供を希望します。
・私が知らないだけかもしれませんが、学外へ
の広報をもう少し活発にしてもよいのではない
かと考えます。例えば、私の知る限りですが、「広
報とやま」で大学からの案内を見たことがあま
りありません。単に学内に掲示するのみならず、
市役所や県庁のロビーにポスターを貼ったり、
パンフレットを増やしておいたり、既にされて
いるとは思いますが、拡充されてはどうかと考
えます。
・サイエンスカフェのような１回または２～３
回のみの講義はどうでしょうか？
・教養科目とはいえ、かなり高度な内容ですの
で、受講者にはその旨をお伝え頂いておいたほ
うが良いと思います。
・大学のそもそもの概念（ヨーロッパで大学が
成立した事情を考えれば）からして、大学は開
かれた場であるべきで、地域の知の発信地とし
て、できることは何かを考え、学術講演会、展
示（附属図書館の小泉八雲の展示のようなス
ペースではなく）会をオープンな形で開いてい
ただければと思います。
・主たる対象者は誰であるかは、明確にしてお
く必要があると存じます。
・毎秋行っているＵＤトーク（大学教育改革に
関する意見交流イベント）へも参加を促して頂
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けると幸甚です。昨年 12 月開催分はオープン・
クラス生からの口コミもあり、市民が 3名参加
され、参加した 3名からは好評でした。
・このような取り組みは非常に良いことだと思
うのですが、そのような取り組みに参加される
一般市民の方に参加する上での留意点や大学側
が期待することを、事前にもっと説明しても良
いように思います。
・大学の生涯学習、自治体の生涯学習、様々な
講演依頼など、民間の生涯学習も含めると、か
なり飽和状態に感じます。教員は、それ以外に
社会貢献として、高大連携、小中学校など様々
な場に出ていて、かなりのオーバーワークです。
教員間での負担割合も、非常に差があるのも問
題かと思います。もちろん大幅な赤字経営は理
解できません。検討されていると思いますが、
もう少し大学として、何をすべきか、何をやる
べきか学内外で調整して頂けると助かります。
・大学が一般市民の期待に添うことは常に可能
とは言いませんが、今回は成功したように思い
ます。そうしたわけで、この種の事業には好意
的で、今後も進めるべきであろうと考えます。
・オープン・クラスも含め生涯学習支援につい
ては、積極的に広報を行って下さい。
【5】高大連携（小杉高校校外学修）につ
いて
・高校生の場合、公開科目に多少の制約がある
かもしれない。
・原則として、他のオープン・クラス参加者と
同様として、「特別の配慮」をしないことが大
切だ考えています。
・どんな形で「受入れる」のか分からないので、
自分ならやる意味や効果を慎重に考えたい。
・オープン・クラス生と同様、異質な層が混じ
ることはディスカッション中心の授業にとって
は非常に有益である。この点は高校生について
もあてはまる。また、【４】で記したＵＤにお
いても高校生は入学予備軍というだけではなく
若い一般市民という性格も帯びていると考えら
れる。開講時限という点で、恐らく５限のもの
だけが対象であり、私の場合は５限には総合科
目（新聞投稿に挑戦）しかなく、ルール上対象
外ではないかと思われるのが残念である。
・毎回、最前列の机に座り、真剣に聴講してい
ました。高校からの聴講生であることを周囲に
知られないように配慮しました。
・出前授業に出かけることなく大学をアピール
できるいいチャンスだと思いますので、少しず
つでも積極的に行うべきだと思います。
・他大学でも同様の取り組みをしていると聞い
ています。受験生確保という観点からでなく、
一人の人間を育てるという観点からも、高大連
携は必要だと思います。
・この授業は専門の知識を必要とするので、高
校生を対象とすることはできない。
・たぶん、該当者はいなかったのではと思いま
す。もし、いる場合にはその旨、事前に連絡い
ただけると良いと思います。
・趣旨や目的など、全体像を教職員に説明し
なければなりません。その上で、現状の SSH,…
SPP などと違った位置づけであり、協力すべ
きであると判断できる場合、できる範囲で協力
すればよいと思います。富山の将来を担う人材
を地元の大学がどのように育成するのか、県教
育委員会とよく協議して、大学のミッションと
して取組むことが重要であると思います。
・おつかれさまです。富山大学、富山県、富山
市、他さまざまな機関で生涯学習があり、もう
少し、同じようなものは集約して頂ければうれ
しく思います。かなりの負担増になっています
ので。
・はじめて聞きましたが、無理があるのではと
感じます。ただでさえ、高大連携で大学見学や
模擬授業などで、かなり通常業務に支障を来し
ています。大学に見学に生徒が来られても、あ
まり、やる気を感じられませんので、もう少し、
考えて頂ければ幸いです。最近、高大連携事業
は、大学の先生に丸投げ状態で、根本から考え
て直して頂きたいと思います。
・詳細な情報提供を希望します。
・富山県内の高校とは小杉高校だけではなく、
積極的に連携を進めていっていただけたらと思
います。実際に授業に参加することで、早い段
階で富山大学への進学を決意してもらえると思
いますし、教員の側もそうなるように頑張って
いくべきだと思います。優秀な高校生について
は、教員と共に専門的な研究を進めていくとい
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うようなこともできるといいかと思います。
・今回は受けもちではないので特に意見・感想
はありませんが、大学での高学年対象の講義は、
低学年時に受けた講義のベースがあった上で内
容を理解出来るものなので、高校生に対して開
放するなら、低学年の講義がより良いと思いま
す。
・私自身は、非常によいアイデアだと考えます。
学部の偏りなく、広く受け入れることを期待し
ます。その上で、可能であればもう１校２校、
数を増やされてよいかもしれません。もちろん、
正規の学生との兼ね合いもありますので、大幅
に人数は増やせないと思いますが、複数の連携
先との間で交流を持っておくことは、学問に触
れる機会を増やし、また将来の入学志望者を増
やすという点で、今後重要になってくると思い
ます。また、これも可能であればの話ですが、
定期的に大学教員が出かけて、模擬授業ではな
く本物の出前授業を行ってもよいかもしれませ
ん。ご参考くだされば幸いです。
・理系の授業に限っていえば、高校の数学、理
科の知識を前提にしているので、高校生が受講
することが有意義であるとは思いません。高校
生でも分かるようにするためには、特別な準備
が必要であり、それを大学の授業として行うこ
とには抵抗を感じます。
・授業時間は 90 分 or50 分？高校生にとって一
番つらいのは「90 分」の授業時間かもしれま
せん。
Ⅳ　おわりに
＜受講生の属性＞
　公開講座は 40 代以上の中・高年女性受講生
の割合が高く（全体の 58.9％）、オープン・ク
ラスは 60 代以上のシニア男性受講生の割合が
高い（全体の 64.4％）。この傾向は例年と変わ
らない。また、公開講座の受講生のうち大卒以
上の者は 53.9％、オープン・クラス受講生の大
卒以上の者は 79.6％となっており、全般に高学
歴の傾向がある点も同様である。とりわけオー
プン・クラスの場合においては、大学初学者と
いうよりはほとんどが「学び直し」を進める人々
の集まりであるという性格が強くあらわれてい
る。
＜受講生の講座満足度＞
　公開講座、オープン・クラス受講生は、講座・
講義をどのように評価しているのか。このこと
を把握するために、今年度アンケート調査から
「満足度」についての質問を加えることにした。
すなわち、講座・講義の「わかりやすさ」、「内
容の面白さ」、「進め方に工夫はあったか」の３
点についてたずねた結果、8割程度が好評価を
示す結果となった。「是非このような大学の研
究を実生活に活かせるような講座を」（公開講
座受講生）、「素人でもわかるように講義するの
がプロの役目です。今回の２人の講師はよく考
え、工夫されていました」（オープン・クラス
受講生）。これは大学開放の円滑な運営がなさ
れているものとして評価されるべき点であろ
う。「自分の学びたいことのみに取り組めるよ
い機会でした。若い人たちの中で、ちょっとウ
キウキしながら、たいへん楽しく貴重な時間を
過ごすことができ、感謝です」（オープン・ク
ラス受講生）。
＜公開講座受講生のニーズ＞
　公開講座受講生向けのアンケートでは、今後
開講してほしい公開講座を記す自由記述欄を設
けている。そこに記された内容は、個人的な趣
味や日常生活の知識技術、語学、健康・スポー
ツ・食文化、資格取得、あるいは「○○学」といっ
た学術的ジャンルまで多様な要求があがってい
た。「教養・趣味の講座がもっと増えてほしい
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です」との声もある。自由記述欄には、とりわ
けパソコン・デジタル関連の実習や古典・歴史
系が比較的多く記されていた。可能な限り、こ
れからの公開講座の企画に反映していきたいも
のである。
　公開講座の新規開拓に加え、受講時間・受講
回数の延長をのぞむ声も絶えない。現在、「１
回あたり 90 分・13 回」を上限とする内規があ
るが、「120 分・15 回」にしてほしい、という
要望がある。内規の改定が可能かどうか、吟味
が必要である。
　なお、公開講座の開講時間帯についての希望
をたずねたところ、「平日午後」「平日夜間」「土
曜日」「平日午前」「日曜日」の順に多いという
結果がでた。これまで公開講座を開設する際、
勤労者への配慮から「平日夜間」か「土曜日」
に開講するケースが多かったが、「平日午後」
のニーズが最も高いことが明らかになった。今
後この時間帯に講座を開講できるかどうか、検
討する必要がある。
＜オープン・クラス受講生のニーズ＞
　オープン・クラスは、原則的に、オープン・
クラス受講生向けに特段の配慮をしなくてもよ
いことになっている。よって、これまで受講生
の側の要望を事前に聴取する取り組みも存在し
なかった。だが、オープン・クラスを担当する
教員からしばしば出される要望として、受講動
機を事前に知りたい、ということがある。「受
講生の情報がこちらにありません。最初の講義
でサインをするだけのような気がします」「受
講動機については、受講生に尋ねるようにとあ
るが、担当者としては予め知らせておいてくれ
た方が、１回目で話す内容を考えるにあたって、
それを考慮できるので助かる」「受講動機（目的、
背景、特に学びたいことなど）を提出していた
だけると、お互いにとって実のある学習機会に
できるように思います」（担当教員）。受講希望
調書に動機・目的などを記入する欄を設けてそ
れを把握し、事前に担当教員に知らせる措置を
考える必要がある。
＜資格取得に向けて＞
　受講生の中には、語学を中心に資格の取得
支援を希望する方々がいる。「英検１・２級」
「TOEFL」「TOEIC」「TOPIK」「簿記」「宅建」
「司法書士」などがあげられている。「TOEIC、
TOEFL 関連を含め、一般教養科目の英語科目
のオープン・クラス化を希望します」。このよ
うな要望に対し、2015 年度からは公開講座「英
語TOEIC」を開講することになった。次年度は、
この取り組みの成果・課題を把握し、可能な範
囲で資格関連講座の拡大（レベル設定なども含
め）を進める必要性もあるだろう。
＜学習の「足踏み」状況の克服に向けて＞
　公開講座とオープン・クラスの受講生は、自
らの学びの場を大学に求めた存在である。そこ
で肝心なことは、大学側が適切な受け入れ段階
の講座・講義を開放しているか、そしてそのス
テップアップの機会をどれだけ提供できている
か、ということにある。先にみたように、公開
講座、オープン・クラスともおおむね好評であ
る。だが、他方でその中には学習の「足踏み」
とも言えるような状態があり、ステップアップ
上の課題が残されている。
　公開講座からみてみよう。例えば「英会話を
10 ～ 15 人程度で、できるだけランク別に」「講
座の中身によって、初・中・上級等の段階があ
ればよい」という声がある。これは、「同教室
に多様な学力の人が混在していて、受講者、講
師共に大変やりにくく、授業の質が低下してい
ます」という意見と対応している。特に語学講
座では、常にレベル設定の難しさが生じており、
試聴を設けることを希望する受講生もいる。そ
れは、「学力に合わないコースを受けたくない」
ためだという。このような問題に対し、2015
年度の語学系の講座では初級→中級→上級のラ
ンクを明確に設け、各人のレベルにあった講座
を提供することにつとめるよう改革をおこなっ
た。実際に、そのような段階的流れが形成され
ステップアップの問題を克服できているかどう
か、今後も調べが必要だろう。
　オープン・クラスにおいても似たような課題
がある。例年指摘されていることであるが、「特
定の方が、繰り返し［同じ授業に］参加するのは、
授業にも悪影響を及ぼすことになり、よくない
と思います」というように、同じ授業＝ステッ
プにとどまり続けるケースがみられる。本学の
公開授業は比較的大規模な開放がなされている
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ものの、「次のステップ」が用意されていない、
開講科目が縮小している、という意見もみられ
た。「起承転結でいうなら『起』のみなので、もっ
たいない感じがする」「他にも学びたい講座（授
業）がオープン・クラスになっていないのが残
念です」「今年度のオープン・クラスの数が以
前より少なく感じた」。オープン・クラス科目
の拡大はいかにして可能なのか、一考する必要
がある。
　なお、これと関連して、大学院授業の開放を
のぞむ声が受講生・教員とも存在する点も重要
である。ある受講生は、「この講座は学部４年
生向けのものであり、平易でわかりやすいもの
であったのですが、自分の求めているものには、
さらに次のステップがあると感じました。そこ
で、要望なのですが、オープン・クラスを修士
課程に拡大していただけたらありがたく存じま
す」と述べている。これに加えて教員側からも、
「大学院博士課程の入学要件を緩和すべきだ」
「大学院における生涯学習支援プログラムを考
えてはどうでしょう」との声があった。学部段
階の開講科目拡大とあわせて、大学院授業の開
放も検討が必要となっている。
＜広く相互交流促進に向けて＞
　オープン・クラス担当教員から毎年のように
出される感想として、「私の受講生の場合、座
席の最前列で熱心に受講していましたので、周
囲の学生によい見本となったようです」「学生
よりも熱心に受講しており、学生にとっても少
なからず刺激になったと考えています」などと
いう声がある。中には、過去の受講生が「ゲス
トティーチャー」として参加する事例もみられ
た。他者の多様な学び方に触れることは生涯学
習を発展的に実践する上で重要なことだといえ
るのかも知れない。
　受講生の中には、講座への参加により「教官
と知り合うことができた」ということを記した
方がいた。その他、メール等を利用して「質問
ができれば大変ありがたいと思っております」
など、知的交流を求める声もある。何らかの形
で、受講生どうし、あるいは教員も交えての意
見交流の機会が望まれているようにみえる。そ
のことで、学習動機を高め、励みになることも
多いと思われる。
　また、「メンバーがあまり変わらない」「もっ
と広く市民に周知した方がよい」「もう少し人
数を増やしてほしいです」という声もあった。
幅広いＰＲ活動によって、これらの声に応え、
相互交流を実現していくことも大事な課題の一
つだろう。現在、諸事情により公開講座のパン
フレット作成を取りやめているが、紙媒体での
ＰＲには一定の効果があると思われるので、再
検討すべきところかも知れない。
＊
　大学での学びは、必ずしも平易なものばかり
ではない。うまくついていけないケース、途中
で受講を中断するケースもある。ただ、学問の
難しさはそれ自体が魅力であるという意見もあ
る。
　「疑問がいろいろ有るが、それらがいつすっ
きりするのか、次回からがまたとても楽しみで
す」「少し難しいからこそ意欲が沸き、頑張れた」
「毎回、楽しく（むずかしかったですが）受講
しました」。今後とも、大学の持つ本格的な知識・
技術の開放を通じ、地域における生涯学習の拠
点として発展していくことが求められている。
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あなたの学びをその先へ
～「これからの学び」をワークショップでデザインする～
実　施　報　告
富山大学地域連携推進機構　生涯学習部門
平成 27 年 1 月 31 日
まえがき
　2014 年 11 月 15 日（土）、富山大学地域連携推進機構生涯学習部門では、三度目となるワーク
ショップを開催いたしました。テーマは「あなたの学びをその先へ～「これからの学び」をワー
クショップでデザインする～」といたしました。
　東日本大震災を受け、2012 年 7 月 7 日（土）、「災害が起きたらどうする？」というテーマで熟
議を開催しました。これは「地域と共生する大学づくりのための全国縦断熟議」の一環として進め
た事業です。この取り組みにより、災害が身近なものであるという認識が広まったと考えます。
　続いて、2013 年 11 月 2 日（土）「おとなの学びをワークショップで語ろう～新しい公開講座を
考える～」を開催いたしました。生涯学習を個人的な営みに限定せず、受講生どうしの横のつなが
り、学びのネットワークの構築の必要性など、活発な意見が交わされました。独学的な学びをいか
に発展させるのか、ということが生涯学習の実践者にとって切実な課題であることをうかがい知る
機会となりました。
　これらのワークショップを発展させ、さらに具体的なニーズを探索するための取り組みが今回の
事業となります。富山県民生涯学習カレッジ、富山市民大学、そして富山大学の公開講座やオープ
ン・クラスで学んでいる皆さまにお集まりいただき、活発な議論が展開されました。その中で実に
様々な要望があることを知り、今後の生涯学習の方向性を考える上でも示唆に富む声に接する機会
となりました。
　まずはその「声」がどのようなものだったのか、ということを明らかにしたのが本報告書です。
各地の生涯学習指導者の皆さまにもご覧いただき、さらなる発展のための材料とならんことを期待
しております。
　2015 年 1 月 31 日
富山大学地域連携推進機構・生涯学習部門長
竹内　　章　
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ワークショップの流れ
【はじめに】
受付　12:30 ～ 13:00
開会挨拶（地域連携推進機構長　丹羽　昇）　13:00 ～ 13:05
趣旨説明など　13:05 ～ 13:35
【ワークショップ・スタート】
・ワーク①　自己紹介と「現在の学び」を紹介します　13：35 ～ 14：05（30 分）
・ワーク②　今求められる新しい講座について提案します　14：15 ～ 14：45（30 分）
・ワーク③　今の学びを「形」にしましょう　14：45 ～ 15：15（30 分）
・まとめ　15：15 ～ 15：30（15 分）
【発表】
・各グループの発表　15：30 ～ 15：45（15 分）
【講評と挨拶】
・…講評・挨拶（富山大学長　遠藤　俊郎）　15：45 ～ 16：00（15 分）
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ワークショップ発表記録
Ａグループ
【発表内容】
①＜幸齢者＞
　最近高齢者という文言がありますが、私たちは「高い」という字ではなくて「幸い」と書きまし
た。生涯学習、人生百歳まで現役であります。一生勉強であります。論語の言葉に「これを知る者
はこれを好む者に如かず、之を好む者は、之を楽しむ者にに如かず」というものがあります。楽し
くなかったら生涯学習は続きません。継続こそ力なり、です。価値観の共有には生涯学習が一番だ
と思います。いつでも、どこでも、誰でも学べる、富山県の生涯学習は花盛りであります。そして、
アインシュタインの言葉ではありませんが、疑問を持つということは非常に大切なことです。学ん
でいると必ず疑問がわきます。これが学ぶパワー、力になるんじゃないでしょうか。
②＜学びにも体力＞
　今、高齢化が進んでおります。また、年をとって元気でいればいいんですが、どうしても、高齢
になりますと、足腰が弱ってきます。私は、今の 70 歳は、40 歳 50 歳やと。元気でいると学習が
できると。でも健康が損なわれますと続きません。まず体力づくりが大事だと。それから、健康は、
栄養、休養、運動です。ですから、文化系の学習を３つ分、体育系を３つ分と、ますます元気で生
涯学習に励んでいきたいと思います。
【今学んでいること】
　農業、外国に関心、環日本海の言語、オープン・クラス、週 1回 3 コマ、ハングル、ロシア語、
言語学／３月まで現役、歴史に興味、ＣｉＣサテライト講座／和菓子に関心、富大公開講座／学ぶ
こと大好き、源氏物語の講師、多趣味、学ぶことが生きる力、オープン・クラス良い／第九を 28 年、
メサイア挑戦、文科系と体育系の勉強、地域の仕事をこれまでやってきた（公民館、自治会）、現
在は県民カレッジで教えている
【今求められる講座】
　ホームページの講座があってもよいのでは？エクセルとワードはあるのだが／郷土の偉人にス
ポットをあてた講座（あまり知られていない人の）／健康寿命を維持するための講座が少ない／もっ
と現場と学習をつなぐ講座がほしい／若い人、中堅、シニア層が幅広く一緒に学べる内容の講座／
会員が減っている（自然減）／高齢者のひきこもり増／スペシャリストを育てるよりもジェネラリ
ストを育てる講座を／よい講座がある、それを一般の人にどう知らせるか？／あまりカタカナ語は
使わない方が…（ファシリテータなど）
【学びの未来について】
　考えているとダメ、調べて一歩を踏み出す。いろいろな講座がある、そろっている／学べば学ぶ
ほど疑問がわき、学ぶ原動力になっている。学ぶ→学んだことを周りの人に還元する／仲間づくり、
生涯学習に卒業はない／趣味があう人とは価値観も共有できる→仲間づくり／学びと運動がセット
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／現役のときから学ぶ準備をする（目標を持つ）／継続こそ力なり、完成と思えば成長なし。
【その他】
　先生が一方的に話される／バリケード世代は学び足りないという気持ち／「高」よりも「幸」／
３つの大学の先生が五福キャンパスに来てもらったり、呉西と呉東に分けて聞いたりしてもよいの
では？／ 1年に 500 冊読書、レジュメで残すと年間 300 ページ／体力が無いと好きなことが続けら
れない／文科系と体育系の趣味、両方大事／学びのある趣味が好き、たかが趣味されど趣味／息抜
きで始めたことが今につながっている（介護）／金を時間をどこにかけるのか／生活に風を吹かせ
る／生涯学習の出発点は疑問、疑問を持つと気づくようになる／面白かったら最後まで聞く、そう
いう自由がある
★ ファシリテータからの感想（天坂　仁美　富山大学公開講座講師）
１．討議の流れはどのようなものでしたか。
　参加者は 7人で全体の予定されていたワークショップ進行の通りにすすめた。
１）自己紹介と「現在の学び」
参加者とファシリテータの自己紹介について：
　自己紹介資料を事前準備し、参加者全員に配布する積極的な方がいる一方、講演を聞く程度か
なと思い、ワークショップの趣旨が十分理解出来ず、意見発表に消極的な人もいたが、全員の時
間配分に気をつけながら進行を進めた。
代表的な意見について：
　「バリケード世代 ( 学生運動が激しかった時の意味らしい ) に大学生活を送ったため学びに対し
て不燃焼の気分だったけど、現在富山大学公開講座などで若い大学生と一緒に勉強出来る楽しさ
は格別だ」
　「家族の看病など介護に息詰った時に生涯学習との出会いは生活に活力を与えてくれた」
　「健康に対する気遣い、文武両道で生きたい」
など、各講座の内容など聞けてお互いに関心を持つ様子であった。
２）今求められている講座についての提案：
　生涯学習に参加歴が長い人と過去には参加した経験があるけど今年度は参加してないなど生涯
学習に対する経験がまったく違う中でも一致した意見があった。
講座内容面　　：健康に関する講座は、室内だけでなく、野外学習の提案があった。
　　　　　　　　ホームページ開設の講座⇒すぐに学習効果が期待出来る。
　　　　　　　　富山出身者の研究会などの講座の提案があった。
講座開設場所面：富山市集中型なので別の場所でも語学など人文系の講座が欲しい。
３）まとめと発表
　とても積極的な発表者が 2人いたので、それぞれ分担して発表することを提案したが、スムー
ズにことが運び、また、それぞれも満足した様子であった。
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２．本ワークショップの感想をお願いいたします。
１）進行面：記録を心配していたが、大学院生（現役先生）に大変上手にまとめてもらった。
　全体の流れが計画されていたことから、具体的な時間配分、優秀な記録者などにより、非常
に進行しやすかった。
　「なぜカタカナ言葉を好んで使うのか、ファシリテーターの意味は何か、進行者・司会者な
どの言葉ではダメなのか」について説明した後、意味がわかりにくいカタカナ言葉は、携帯電
話（ネット）で調べて質問者に見せるなどして対応した。
２）生涯学習意味と必要性の再認識：人間であるからこそ学ぶ意志と情熱があると感銘をうけた。
３）事務局の緻密な準備により、スムーズに進行できたこと、また、参加者も自由活発に発言・提
言していたと思う。
Ｂグループ
①＜大人の寺子屋＞
　キーワードとしては、大人の寺子屋というのを出しました。何でこれを出したかというと、地域
を学ぶ講座がほしいねと。まず先輩に聞いて知り尽くして、実生活に役立てたいと。コミュニティ
のネットワークがない中で、特にサラリーマンやってると地域と関わりがない。サラリーマン卒業
して、まぁ生活者となりますと、どうしたらいいかな、ということで実際にネットワークを組んで
やれればいいなと。講座だけじゃなくてネットワークを組んだ人と。それから、富山大学を中心と
して、小学校、中学校、公民館とかを中心として広げていくと。というのが一つ。
②＜学びの実践～異文化交流へ～＞
　もう一つが、学びの実践、異文化交流へと。これは私もよくやっているんですけど、留学生と学
びたいというニーズがありまして、一回だけでなくて、定期的に関わりがあれば使いたい、という
のがありました。その中で、外国のボランティアとか。入門から初級、中級、上級の場を設置して
いただけると非常に助かると。以上です。
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【今学んでいること】
　富山大学で韓国語、講座内で話すだけなのでなかなか会話力がつかない／一新塾、制作など社会
のニーズ／日創研経営研究会、ビジネスの学習、仕事に役立っている／ボーイスカウト、野外体験、
ノンキャリア教育／エドガーケイミー、アリスベイリー、神智学、宇宙の理論、スピリチュアル／
韓国語、韓国ドラマが楽しく見れる／少子高齢化・社会保障について、読売新聞よりの紙面より考
察して知識を得ています／高志の国文学館、もっと富山のことを知りたい、よいところが多くある
ことを伝えたい／川柳、傾聴、人間の心理／最近、睡眠講座を受講した。もっと深く知りたい！／
理科教育について研究／ 20 代に学んだ内容と大きく変化していることもある／学んだことを、職
場仲間に広める責任を感じている
【今求められる講座】
　ビジネス講座、仕事の成功法、売り上げ達成法、ランチェスター戦略、財務、マーケティング／
富山の歴史を学ぶ講座／富山の魅力を見つける講座→発信へ／スマートフォンを使いこなす講座
（iPad の講座はありましたが…）／情報社会、インターネットの活用法、ＩＴ社会の未来／高齢者
のためのパソコン講座／地球環境問題～人類の未来～／少子高齢化の日本はこれからどうなるか／
老年期の過ごし方、老後の生活、人口減少による食事の変わり方、人生の第二ステージの準備講座、
会社の卒業にあたっての準備、お金、転職、地域／自分史、家族史、家系図をつくる講座、家族の
歴史を次世代に伝える／スピリチュアル講座／文学にみる人間～日本人の特性～／フィナンシャル
講座、ライフステージとお金の貯め方、年金運用法／空き屋の活用法を考える、各分野の講座受講
者がチエを出し合っては？／親学講座、親になる前に親について学ぶ／人生の達人に学ぶ、スキル・
人生に学ぶ、そして人生に活かす／地域と学ぶセカンドライフ講座／「先輩に聞く」、実体験を聞
くだけで刺激と参考になる／留学生と一緒に学ぶ語学講座／外国語ボランティア養成講座（韓国語
など、観光案内含む）／「語学講座実践編」、留学生との交流、海外への富山ＰＲビデオ作成／土・
日、外国語の入門・初級・中級・上級講座の設置
★ ファシリテータからの感想（森　悦郎　富山県民生涯学習カレッジ）
１．討議の流れはどのようなものでしたか。
・流れについては、概ねスムーズに進んだように思います。
・アイスブレーキングの時間をもっとしっかり取るべきだった。入り込むのに時間がかった。
・発言しやすい雰囲気がうまく作ることができなかった。
・「わからない」「わたしにはむずかしい」との発言で、発言しづらいメンバーもいたが、
　院生の機転で、その方も付箋に自分の考えを記入することができた。
・付箋に自分の思いを書いてもらい、他のメンバーと共有した。ワーク①で、あえてカテゴリー
分けを行わなかった。それでよかったのか、自信がない。
・ワーク②とワーク③ですが重なる部分が多く、発表では未来を意識せず、具体的な姿について
の発表になった。ファシリテーターの力量不足で申し訳ありませんでした。
・ワーク②についてより多く、自由な発想を認めるように促すべきだった。ワーク③への高まり
につなげる大事なワークであることを意識すべきだった。
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２．本ワークショップの感想をお願いいたします。
・それぞれのメンバーの力量が高く、熱い思いをもっていて、いろいろな意見を聞くことができ
た。
・他のグループ意見が聞こえて、話を進める刺激にはなった。しかし、シニア層が多くメンバー
の発言が聞き取れないとの意見も聞かれた。
・キーワードにまとめるワークは大変よかった。それぞれのグループの特長が出てよかった。
・大学院生が、補助ファシリテーターとして活躍していださり助かった。藤田先生が指導された
のだと感じました。
・本日参加されたメンバーは、発表して、学びを深める段階の方が多く、あのような意見になっ
たのだと思う。
・いろんなレベルの意見を包括できる講座やカリキュラム作りは大変だと思います。
よろしくお願いします。
Ｃグループ
①＜若年層・中間層・シニア層の交わる富山型生涯学習を！＞
　まず、どういう講座がいいかということについては、若年層、中間層、シニア層、広い対象を前
提にした富山型生涯学習をお願いしたい。ただ、これにはハードとソフトの部分が十分検討されて
いないんですけど、一つ目、ソフトについては、我々シニア層が知っている歴史ですとか、地元にずっ
と伝承されている話ですとか、それを何とか若い世代に伝えたい、というのが案です。逆に、我々
シニア層からは、若い世代が知っているスマホの使い方だとか、うまく交流できる形でできないだ
ろうか。ハードについてはですね、三つの世代の時間帯をカバーするのが難しいことと、もう一つ
はアクセスです。富山大学に来るには、今日も車をとめるのにずいぶん苦労しました。この場所に
限らず、もっといい場所があるんではないかという話が出ていました。
②＜自らの学びや知識を発表することの出来る場がほしい！＞
　で、二つ目、これが一番大事なことでして、自分が、自らがこう、講座なりで勉強するんですが、
そういう風にして得られた知識を、どこかで発表する場がぜひほしい。たとえば富山大学ではオー
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プン・クラスをやってますけど、一方通行だけではなくて、受講生が学んだことを、どこかで発表
する場、たとえば市民大学で。実は私市民大学の受講生ですので、日常調べたことを公開、大学祭
で発表する場をつくっていただきました。そんな感じで、富山大学祭なり、皆さんに知っていただ
く場をつくっていただくと、生涯学習というのが楽しくできるのではないか、という提案でござい
ます。
【今学んでいること】
　パソコン／合唱／朝活／教育における新たな評価方法の検討／日本海学／ ips 細胞／学校教育／
韓国語／歴史／韓国文化／富山の文化／古文書／郷土の歴史／売薬の歴史
【学びに対するニーズ】
　リーズナブルに／自己表現、発表の機会／生涯学習の機会を多く設けてもらいたい／身近な学び
の場、知のシンクタンクの紹介を／若者やシニア層、中間層との交流の場を／発表する場がほし
い！／身近な文化の伝承／知や技術の継承／継続的な学びの場をつくってもらいたい／実習で学び
の成果を確認する場、一流のガイド／富山型生涯学習を／若い人から新鮮なことを学びたい／会場
をもっと考えて用意してほしい（交通機関）／若い人に参加してほしい、参加出来る講座を／忘れ
られそうな文化を次世代に／時間帯、夜に若い人を／流行に敏感な講座を／パソコン操作を一人前
になりたい！／家でのんびりしているよりも、外に出て講座を受けよう！／自からの興味や関心を
深めたい！／孫にはっぱをかけられた／買った情報端末を活かしたい！／自分の好きなことを好き
なだけ勉強したい
【学びに対する疑問や不満】
　自分の学びが本当に深まっているのかわからない／学びをどこまで深めればいいの？／学びたい
ことと開かれている講座のニーズがあわない／講座を折角開いているのに、その日に様々なイベン
トが重なって駐車場がない／博物館や美術館の料金が高い／会場へのアクセスが悪い、駐車場が少
ない！／市電乗り場まで遠い、公共交通機関の便が悪い／車社会の富山では移動で車を使うことが
多くなる／講座の全体の日程を知ることのできるパンフレットをたくさん置いて！／来たときに、
どんな講座が開いているかを知ることができたらいいのに！／人それぞれのやり方、やる気との兼
ね合いが難しい／学ぶって楽しい！／同じ講座を受けている人から刺激を受ける／自らのやる気に
応じた学びから、自分から他人へ学びを還元する学びへ／若者と自分の趣味を分かち合いたい！／
自分が認められない、評価されないことが受け入れられない、芸術系はいつでも何才でも評価され
るが…
【学びの未来について】
　海外旅行で語学を活用／水墨美術館で説明員をしている／地域の様々な歴史を集積・発表したい
／自分のために、学んだことを活かして楽しむ／縄文広場で説明員をしている／土地の人の持って
いる知識を集めて、何らかの形にしたい／ボランティアで語学を活用／市民大学祭をもっと盛り上
げたい／クラス会で自らの学びを整理して話す／富山大学祭で講座の学びを発表するのもあり！／
まとめ：発表の場をつくろう、知の学びの還元・交流、若者・中間層・シニア層が交わる「富山型
生涯学習」を
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★ファシリテータからの感想（齊藤　大紀　富山大学人文学部）
１．討議の流れはどのようなものでしたか。
　討議の流れは、おおむねシナリオ通りに進み、①自己紹介、学んでいることの紹介、②望ましい
学び、新しい講座の提案、③次なる学びのプランの順で進んでいった。
　①の自己紹介では、パソコン講座初心者から市民大学参加 6年目のベテランまでおり、参加者が
バラエティに富んでいることがわかった。②の新しい学びでは、さまざまなレベルにある参加者の
発言を聞いたうえで、徐々に「生涯学習で学んだことの発表の機会を求める」という点に集約して
いった。参加者はそれぞれのレベルにあった形で学習成果の発表を強く希望していた。③の新しい
学びでは、②の「発表の機会」の確保という結論をふまえて、次世代の前での発表、次世代ととも
に学ぶ、知識・文化の伝承の必要性といった議論になり、「若年層・中間層・シニア層がともに学
べる生涯学習の必要性」という結論を得ることができた。これについては、さらに具体的に議論に
なり、スマホ講座などのシニア層が若年層から学ぶテーマの講座の設定、幅広い層が参加できる時
間帯の設定、駐車場の確保などアクセス面での改善という意見が出た。
２．本ワークショップの感想をお願いいたします。
　それぞれの参加者からそれぞれの生涯学習にかける思いを聞くことができ、有意義かつ楽しいひ
とときを過ごすことができた。これはおそらく議論をリードできる市民大学のベテラン参加者（製
薬会社退職者）がおり、まとめることを意識して意見を提示してくれたためかと思う。中には耳が
遠いため、議論に十分に参加できない参加者もおられたが、途中で補聴器の使用に気づき、大きな
声で話しかけるとともに、それ以降なるべく積極的に意見を述べてもらえるように水を差し向ける
ようにした。
　ワークショップの議論の成否は、どのような参加者に当たるかによることを強く感じた。
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Ｄグループ
①＜実学・交流→歴史＞
　学習を続けるということはおもしろいこと、継続するということですから、これはやはり実学に
結びついた方がいいなと。そして、新しいことを勉強するには何がいいか。これは過去からの、歴
史を勉強するのが最大の方法だろうと。たとえばなじみの少ない数学や物理学、化学、こういった
ものも案外歴史でやるとわかりやすい。歴史の学習方法をぜひ取り入れようと。そして、次にですね、
この教室の学習だけでなくて、たとえばゼミナールのような格好で、一方通行でない、生徒側から
も発言の機会、講座を一緒につくっていくんだという、ゼミナール形式をとってもらいたい。ある
いは、研究旅行をやってもいいんじゃないか。こういうのをやればいいんじゃないかと。それから、
細かくなりますけど、講座のあり方を根本から見直そうと。たとえば何回やるのがいいのか。1回
の時間をどうするか。あるいはいつやるか。土曜日の午前中は人が集まりやすいか。そういったこ
とまで掘り下げてもいいんじゃないか。議論の結果、歴史ということでいろんな学習ができると思
います。ここで、紙をいただきましたけど、いろんなジャンル、いろんな講座がありますけど、た
とえば魚のさばき方。そういったものを取り上げてもいいんじゃないかと。
②＜社会奉仕・国際的な視野＞
　大学と実業界とあります。しかし、ほとんど交流がありません。この交流をもっとやる。小学校
中学校でやっている、総合学習。先生だけでなく外からも。発表したいという声もありましたけど。
最後に、国際的な視野をみようと。その国の歴史や文化も勉強しようと。そういうことを講座につ
なげていただきたい。ぜひご検討願いたいと思います。以上です。
【今学んでいること】
　英語、スピードラーニング、外国人と話したいな／睡眠・栄養・住環境／韓国語を学んでいます（富
大）／入ることのない大学構内に入れ、たのしく、学食での昼食は楽しみです／教養部門、特にジャ
ンルを決めていない／韓国語、互いの文化がわかる、友好のカギ／和菓子づくり、日本文化を知る、
食の奥深さを知る／俳句（創作）日本の心の歌：市民大学で、フランス文化とフランス語入門、ド
イツ語歌曲：富大で／法律・俳句・言語／囲碁・将棋講座
【今求められる講座】
　英語・中国語、なるべく安く学びたい／魚のさばき方、包丁の使い方／結婚前講座／母親学／６
限の時間、土曜の午前中／語学・歴史／哲学、簡単な言葉、難しいものを簡単に／交流、先生と生
徒、生徒間の交流する講座／広く浅く、短期間で学習するには○○史がよい、例えば「化学」は過
去からの流れを知るとわかりやすい、数学や物理なども同じ／入門的なゼミナール、専門性を追究
するのではなくて、気楽に参加を楽しむ話し合いの場／日常生活に役立つ数学へ／入門と専門の間
の講義、一部入門法学もありますが、限定されております、もう少し社会法（労働法関係）にもあっ
た方がよいのではなかろうか／月１回か２回バスで例えば猪谷関所、八尾の和紙文化を学ぶ…と富
山のアチコチへ行く講座／ピンピンコロリ…元気にいられる、筋肉を鍛えるトレーニング講座／デ
ジカメを持ちバスで各所の景色撮影会／交流ゼミナール、やさしい法律教室、生活密着型／生活の
中の数学／大人のピアノ講座／ヨーロッパ美術旅行、奈良・京都旅行、楽しい仏像鑑賞講座／コン
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ピュータわからない講座／語学研修旅行／留学生との交流
【学びの未来について】
　自分なりにレベルの高い（？）判断力を身につける、その時その場に応じる判断力／熱中できる
もの、社会奉仕できるもの／日本という「枠」を飛び越え、国際的な活動／お母さんむけの生涯学
習／総合学習に先生以外の人も活用できませんか／英語の論文をバンバン読んで、自分でも英語の
要約を書きたい、仕事でビジネスの幅を広げるため、旅先で現地の人と交流する！／新しいことを
するのに年齢制限をかけない／法律・俳句、日常生活にいかしたい／家族、隣人、地域へ寄与／趣
味・娯楽、生涯の楽しみ／家庭菜園用の土地があるのでよい堆肥づくりを学ぶ／自分の視野を広げ
る知識の引き出しをいっぱいつくる！／身体を鍛えたい…夫と一緒にトレーニングジムに入会しま
す／孫の守り…予定なので今の育児書を読み学ぶ／学んだことでアクションを起こすこと、学んだ
ことを伝えること
★ファシリテータからの感想（三宮　千佳　富山大学芸術文化学部）
１．討議の流れはどのようなものでしたか。
　皆さんそれぞれ、日頃感じていることを率直にお話しされたと思います。それぞれ意識が高く、
自分自身の課題に対して真面目に取り組んでいらっしゃることがわかりました。
★学習の動機、方向性
＊女性陣２名は、韓国語の学習により、異文化理解を進めていきたいという希望。
＊男性陣はそれぞれ。大学に行けなかったので、退職を機に、勉強をしたいと思った、という
方や、自分は理系だから、自分に足りない文系の勉強をしてみたいと思った、という方もいま
した。
　→皆さん、自分に欠けていると思うこと、知らないことを勉強し、いくつになっても成長し
たい、という志を持っていました。
★新しい講座の希望　テーマは実学、交流
＊歴史を学べる講座　「〇〇史」
　文系のものだけではなくて、「数学史」「物理史」「化学史」なども入れてほしいということ
でした。理系科目が苦手な方も、歴史だと幾分易しいから楽しく学べるとのことです。
＊母親学
　子供たちの教育をするためには、何より母親に学んでもらい、学んだことを子育ての場で子
供に話してもらうのが一番とのことです。理系離れが言われていますが、母親が上記の「数学
史」などを学び、数に対する知識を持ち、折に触れて子供にも話をしていく、というような日
常の営みが、理系への興味をつくっていくから、とのことです。
＊結婚前講座
　退職をしたお年寄り向けの教養講座だけではなく、若者向けの講座もどうかとのご意見があ
りました。いろいろな年代の方と結婚について話し合うというのも。
＊ゼミナール形式の導入
　講義を聞くだけではなく、先生や受講生と話し合いながら研究していけるような形式の授業
がほしいとのことです。勉強をもっと深めていきたいという希望があるようです。
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＊研修旅行
　現地で、先生から話を聞きながら、体験的に学びたいとのことでした。
＊語学のクラスの充実
　時間が少ないから、もっと回数を増やし、さらに一回当たりの時間も長くしてほしいとのこ
とでした。また、大学の夏季春季の休業期間中は学生に合わせて講座もなくなるが、ぜひ開講
してほしいとのことです。
★学びの意義
　やはり皆さん学ぶだけではなく、それをもって社会奉仕、社会参加をしたいという希望をもっ
ていらっしゃいました。行動を伴っていきたい、という希望です。
２．本ワークショップの感想をお願いいたします。
　最初は、いろいろと不安でしたが、世代が違う参加者の皆さんから貴重なご意見を賜り、いろい
ろなことを勉強させていただき、楽しい時間となりました。富山大学は、このような県民の皆さん
に支えられているのだということも実感でき、励みになりました。いい経験になりました。ありが
とうございました。
Ｅグループ
①＜地域の良さを知ろう＞
　まずは地域の良さを知ろうと。富山県というところは非常にいいところです。富山は海の幸の宝
庫。それで、最初に出たのは、雨晴から見る立山がすばらしい。それから、日本初の水族館がある。
最近きれいになったよね、という話もありました。高岡方面では大伴家持の万葉集がありますね。
それから、立山砂防がすばらしい。あれは世界遺産候補になっていますよと。実は私知らなかった
です。それから食べ物。これが富山の王道だろうと。水、米、魚。言わずもがなですね。ぶり、カ
ニ、白エビ、ホタルイカ、鮎、特に庄川のものがいい。富山というのはおいしいところだと。私的
には日本一、世界一だと思っています。
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②＜伸びる喜び達成感＞
　伸びる喜び達成感。ということでキーワードを取り上げました。達成したら「やった！！」とな
ります。少しでも日々成長していく、それが達成感につながる。それがすなわち生きがいになり、
自己肯定、自己満足というのが非常に大事なことだと。自己実現を歩んでいきましょう。先ほどの
発表にもありましたが、楽しくないと続かない。おもしろくないとちょっとね。それからおしゃれ
をしていい緊張感をもって生きていきましょうと。そういうことで、伸びる喜び達成感、というこ
とで発表させていただきました。
【今学んでいること】
　市民大学の講座を有効活用し日常の生活に応用しています／映画が好きです、仏映画をわかる様
に仏語入門講座／中国語初級講座、教科書の予習・復習を丁寧にやっているつもりですが、覚えら
れない、課題のテーマ、例えば「冬」とか「北京に旅行」など、教科書以外の印刷プリントも出来
ればあった方がいいと思う／多趣味、韓国、旅、ファシリテーション（年４回程度）、笑いが課題
／最近とじこもりがちとなり、これではいけないと思い富山大オープン・クラスで宗教学を受講中
です／県民カレッジにて高志の国文学講座、富山についての講座（土木、産業など現地研修も含め
て）／日本海学講座、年数回の講座に参加、考古学から環境まで幅広いですが、地元のことがよく
わかります／富山市民大学にて受講（年 10 講座）、伝統美をさぐる、落語を味わう、
【今求められる講座】
　郷土出身の学識経験者の有効活用／富山の魅力の発信をもっとできれば良いと思う／富山大学ゆ
かりの先生が講師になって、富山で講演してもらう、三国志、唐・奈良時代、大伴家持／万葉集の
講座（県や高岡市と提携）／サテライト講座などで初心者・高齢者にわかりやすくするためにパワー
ポイントの内容をより平易に表現するように努めてほしい（配布するレジュメも簡単にまとめたも
の）／飲食店で使える、外国人観光客の接客の為の外国語講座／わかりやすい暑さ対策、富山大学
の教授は、専門的な説明が多く、年寄りにはわかりづらい、わかりやすく理解できるようにしてほ
しい、例えば「朝顔の棚を作るだけで気温が２度ほど下がる」ことをお話ししてほしい／ミュージ
カル「洗濯」を題材にして講座／「ふるさとに誇りをもとう」講座、富山市は富山藩のことをマイ
ナスイメージでとらえている。２代藩主の正甫公のことをもっと誇りにして、ひろめてはいかがで
しょうか、金沢市だと、前田氏の墓はどこにあるか知っているし、市民もお参りしています／お手
玉、剣玉のような伝承遊びを伝える講座／新幹線を利用、富山にもっと人を呼ぶ／歌舞伎の楽しみ
方、見方／地域学＜歴史と県民性＞、自分の足元を良く見つめてみること、ふるさとの子守歌、遊
びを調べてみる／富山の伝承、語り継がれていることを学習／（語学）ネイティブの方を授業の中
に１名入れて、会話形式の授業を進めるのも一方法だと思います／県民性をよく学ぶ機会がほしい
／リタイヤ後の時間を楽しむ、人とのつながり、見て聴いて知る楽しみ／
【学びの未来について】
　自分の住むところを良くしたい／全員の願いをかなえるシステムづくり／笑う、楽しむ／顔と顔
のみえる人の関係性、地域のつながり／「笑い」を学べ、楽しめる講座／高齢者社会、一人暮らし
が多い、生きる楽しみ、生きるということ／自分の性格の改善を求めて、地域内部の活路を希望し
ます／そろそろ、終活にも目を向けたいと思っています／人とのつながり、考え方の違いによる自
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分の成長、家から出る、出かけることの大切さ、元気、身支度する、見られること／「学び合い」
「問題解決学」、教師になって、現場で起こる問題や職場がかかえる問題の解決に役立てたい／周り
や人の環境を豊かにする／学んだことを地域の人たちに伝えることを考えてみたいと思った、今後
何らかの機会をとらえて実行にうつしたいと考えます／市民大学の講座と大学のサテライト講座と
の連携（情報交換）、地域連携推進機構と市民大学事務局との生涯学習の内容やあり方について情
報交換会を実施されたらお互いに充実したものが見いだせるのではないだろうか？／韓国語を深め
る、韓国へ行き自分を喜ばす／中国語を学んで、歴史を読み返し、日本と中国の再評価をしたい／
おすすめの落語を聴いて笑いについて考えてみます／毎日、一言日記をつける、前日の事も書く（ボ
ケないために）／学ぶことで人生の活性化をはかる、シニアライフを豊かにし、ボランティアグルー
プなどで伝える／自己啓発への目ざめ、学んだことの喜び、知識から実践へ（地域文化の伝承、あ
り方を求めたい）／落語はまず「生」を聴く、出向く（ＤＶＤでもよい）
★ ファシリテータからの感想（楊　峰　富山大学公開講座講師）
１．討議の流れはどのようなものでしたか。
　それぞれの議題について、まず、付箋紙に書いてもらってから、順番に発表してもらいました。
一人の発表が終わるたびに、皆さんの意見・感想を求めて、更に議論が深まりました。最後にファ
シリテーターとして、皆さんの意見をまとめて、付箋紙を画用紙に張りつけました。
２．本ワークショップの感想をお願いいたします。
　受講生の皆さんはとても元気です。学習意欲や生活の質を向上させる意欲が非常に高く、面白
ければ、役に立てば、どんなことでも挑戦したい気持ちが大変強かったようです。
　分かりやすくて、楽しくて、毎回笑えるような講座なら受けたい、という皆さんの声がほとん
どでした。どこかの学会で発表されるような素晴らしく作られた Power…point の授業用資料はや
めてほしいというお話は一番印象的でした。やっぱり、授業の内容設定や進み方などがとても大
事だなと思いました。
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Ｆグループ
①＜脱・カルチャースクール＞
　ファシリテータの清水先生と７人で構成されています。富大のオープン・クラスとか公開講座で
学んでおります。三人の方が語学をやってらっしゃって。そのメンバーで発表させていただきます。
「楽しく」という前段に反するような、「脱・カルチャースクール」と名付けました。楽しさもそこ
そこに、脱カルチャースクール。富山大学のですね、たくさんの知識、いろんな教養という、この
知識のお裾分けをオープン・クラス、公開講座で、ぜひ。メンバーから出た意見を少しずつ紹介し
ます。一つ目に、オープン・クラスのパンフレットの中に難易度とか書いてあるんですけど、受講
してですね、物足りない、もしくはついていけないというのもある。もう少し難易度の細かい細分
化、もしくは内容について書いていただきたい。次に、講演会形式でですね、登録しなくてもいける、
というような講座もお願いしたい、ということがあります。それから、ちょっと深いんですけども、
人生観を知るような、そんな講座も。あと、メンバーの何人かは、歴史について学びたい、講座が
少ないんじゃないかという意見もありまして、特に明治後半から昭和・平成までですね、歴史を学
ぶこともなかった、知ることもなかったと。そういう講座もお願いしたいという意見がありました。
それで、どういう形にしていくか、ということについては、講座、オープン・クラスなどで発表を
一つの目標にしてやるというのが一つの手段ではないかという意見がありました。それで、まとめ
ですけど、生涯学習とは、何かをする、何かを達成する、学び続けていくことが生涯学習だと。
【今学んでいること】
　森林インストラクター→気象予報士→化学の世界（オープン・クラス）／生涯を通して獲得する
おいしさ、フランス語（時間がない、土曜の昼）／本年度より油絵をはじめた／
【学びに対する疑問や不満】
　講座内容のレベルが幅広い、冊子のレベルあいまい、自己申告レベル？／受講疲れ、やりたいこ
とがたくさんある中で…語学のみでなく、文化や地理などを学ぶ、学ぶ楽しみになる／語学講座で
は一般的な教科書を使うのではなく、テーマを決めたり読み物を一冊決めて研究解読する形にして
ほしい／公開講座修了証は要らない、税金のムダ／オープン・クラスにもっとたくさんの講座を開
放して欲しい／富山らしい講座、全国共通はダメ、新幹線開業に向け／仕事・子育て・行事のため
講座に参加できなかった、１週間動画で公開（受講生のみ）／富大コンビニ授業化、大学インフラ
の極大化／バルク授業（大もあり小もあり）／外国語講座がありますが、同一の講師だけではなく、
現代の問題等をフレッシュに語れる若い講師（学生でも）の話を聞きたい／先生とランチ／募集時
の難易度／講演会形式のクラスも作れば良いと思う／
【今求められる講座】
　エイジレス講座、リーダー養成、高齢者、中高年の先生方の講座／エイジレスライフの確立、高
齢期の生活で社会に還元している人々／いきいき講座、未来へつなぐ／おもてなし講座、宿泊・長
期滞在について／ iPad 使用、活かす社会へ／学びのニーズに対応、不快学びをしたい、仕事と両
立したい、大学らしい学びを／事前に申し込みしていなくても、時間のあいたときに気軽に参加で
きる講座／土曜講座、発表の場（テストではなく）／創造できる学習が良いと思う、地域に還元さ
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れるもの、未来につながるもの／外国の本・資料を翻訳して日本に紹介したい、商業ベースではな
い形で／中国語中級、中国街運営するお店づくり／イタイイタイ病／置き去りにされた学び・日本
近代史／
【学びの未来について】
　地域の会合に活かす／再び理科を学んでみたい／日本に来られた中国の人々への助けになる／
★ ファシリテータからの感想（清水　まさ志　富山大学公開講座講師）
１．討議の流れはどのようなものでしたか。
　いずれのワークにおいても、まずそれぞれの方に発言内容を付箋に書いていただき、それをみ
んなに見せる形で発言してもらいました。参加された方々が積極的に発言してくださり、また他
の方の話にも耳を傾けてくださったので、大変雰囲気の良い討議となりました。
　ワーク①では、中国語、韓国語、フランス語の受講者がいらっしゃったため、語学のレベル設
定の不明瞭さが問題になりました。また仕事に携わる方にとって講座の時間帯がなかなか合わな
いという意見が出ました。また市で講座を企画してらっしゃる立場の方は、なかなか参加者が集
まらないという悩みを述べてくださいました。
　いずれの方も学習意欲の高い方々でしたので、ワーク③に関しては短時間で終了しました。語
学を学習の方は、学んだ成果を翻訳や在住の外国の方の手助けに活かすという明確な目標を持っ
ていらっしゃいましたし、また気象予報士の資格試験を目指していらっしゃる方もいました。さ
らに学習内容を発表する機会を求める声が多かったです。
　一番議論が活発だったのはワーク②でした。「脱カルチャー・スクール」という観点から、大
学ならではの専門的で創造的な内容を期待する声がありました。また講座を欠席した人に対して
フォローが欲しいという声もありました。具体的な講座内容としては、自らの生きてきた時代を
見つめ直すためにも明治以降の日本近現代史を学びたいという意見が多かったです。
２．本ワークショップの感想をお願いいたします。
　前回もファシリテーターを担当させていただいた経験から、今回はなるべく具体的な内容に踏
み込む議論を目指し、Ｆグループではかなり成功したと感じました。こうしたワークショップに
参加する方はみなさん「意識の高い」方なので、講座に対して少数で専門的な内容を求める声が
強くなるのは当然かもしれません。ただ市でこうした講座を企画する立場の方が、意識の高くな
い人にも足を運んでもらうにはどうしたらいいのかという悩みを漏らしていたのも印象的でし
た。大学だからといって少数で専門的な内容の講座ばかりになるのは、地域の生涯学習という観
点から考えるとやはり十分ではないでしょう。その点に関しては、参加者の方からも、有名講師
を招いて多人数を集める講座を開設することで、専門的で少人数の講座を維持できるようにする
とか、また専門的な内容の講座を単発で開講するといった方法の提案がありました。私からしま
すと、やはりインターネットと SNS の積極的な活用が必要だと感じます。講義的な内容はイン
ターネット上で公開することで時間と場所の制約から免れ多様で専門的なコンテンツを確保でき
ますし、その分実際の講座はより演習的な内容が可能になります。そのためには個々の講座に登
録するだけではなく、生涯学習部門に登録する形で、様々なサービスを受けられるシステムが必
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要かと考えます。また学んでいる人々を積極的につなげ、学習成果を公開する場を確保するため
にも、SNS にリアルタイムで情報を発信して共有していく必要があるでしょう。さらに地域に
密着しながら国際的に発信していく観点からも、今や SNS の活用は欠かせないものだと考えら
れます。こうしたことは年配の方には苦手意識があるのも確かですが、今回のワークショップに
参加されている方が、そうしたことも学びたいという気持ちを表明されていたので、受講登録を
されている方を対象に使い方などを指導する機会を設けてみてはどうだろうかと考えます。
Ｇグループ
①＜大学が中心となって、ネットワークをつくる＞
　ちょっと議論の幅が広がりまして、その中で。今いろんな学びの場があるんですが、富山大学さ
んがやっているオープン・クラスとか、サテライト講座、あるいは市民大学、あるいは各地の図書
館がやっている学習コーナーとか、いろいろあるんですが、連携が悪いんではないかと。というこ
とで、意外と知らない人もいる。その中で、それぞれやっている学びの場、講座をですね、富山大
学さんが全体のネットワークなりをしていただくのがいいんではないかと。富山大学さんがやるか
なり専門的なものから、どちらかというと市民を中心としたものまで、連携した方がわかりやすい
ねと。
②＜生涯学習、受け身の学びではなく参加する学びの場を！＞
　次のキーワードとして、受け身の学びではなくて、参加して学ぶ楽しさを味わうと。専門的なも
のになるとどうしても受け身になりますが、たとえば講座が終わったあと、皆さん帰るんではなく
て、たとえば時間をとって話をすると。そういう横のつながりがあってもいいんじゃないか。それ
から、専門的なことではなくて、幅のある学びの中で、たとえば町内会、コミュニティ、そういう
ものの中でお互いが好きなことを発表する。そういうのがあってもいいのではないか。要するに出
来るだけコミュニティの中で連携をするというか。それぞれが発表できるということが、その人が
輝く場があるというか。国際的な視野とはちょっと違いますが、コミュニティを中心とした学びを、
ということです。
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【今学んでいること】
　韓国語／オープン・クラス英語、経済学関連、公開講座コンピュータ／心理学入門、世界史／食
生活の改善／コミュニケーションの仕方、自己管理、ミーティング／ iPad、読書／鉢づくり、老
いを学ぶ／県民カレッジで「ふるさとの文学入門／高志の国文学館主催の文学講座／健康・長寿
【学びに対する疑問や不満】
　県、市、大学、誰かが音頭をとって考える／語学の学習なので学ぶ機会をたくさん作ってほしい、
１年間に 26 日しかなくて、１時間 30 分では話せるようになりません／県民カレッジ、受講者が限
られたメンバーが多い（認知度が少ない？）／富山市内の講座が多いが市外から車で来る人は駐車
場で苦労／オープン・クラス、開放度合いを大きく、授業の範囲を広げる、内容を広げる、先生を
広げる（外国人の先生の授業）／統計のとりかたを学びたいが、学ぶ場所がない…／教えてくれる
人がいなくても何となくできる（iPad）／個性の強い集団であるが進行に一考と思う／内容が専門
的でわかりにくいところあり／高齢になって事故が心配（自転車なので）／窓口業務ちゃんとする
／公開講座も「お試し」期間があるとよい／大学が音頭をとって、市民が利用しやすいように／ど
ういう講座なのかわかる講座／専門的なことを講師が一方的に話すのでなく皆で学び合う／講座受
けている人、横のつながりが持てるように／
【今もとめられる講座】
　大学、県民、市民、関係者で一体となって／やさしいだけでなく、負けない、自分を守る／終活
講座／ iPad の仲間づくり、教え合う（授業形式もよいが）／TOEIC、TOEFL 関連科目の公開、
ネイティブの先生による授業／経済…基礎＆特殊講義／介護について
【都合の良い日時】
　平日はいつでも／平日、時間はいつでもＯＫ／土・日の何時でも／平日、日中も可／夜ダメ／平
日 10 時～ 15 時、1.5h 以内／平日夕方、土日午後／土日以外の午後から／土曜午後 2時間程度／現
役サラリーマンは土日又は平日の夜、定年後の人は平日も可
【学びの未来について】
　しつけ、エチケット、あいさつなど体系的に学び実際に広めたい／一般住民に伝授／町内会・コ
ミュニティーで得意なことを実践する／コミュニティの場で横のつながりが必要／誰かの役に立つ
ため、自分のレベルアップだけのため／ＮＰＯ、公民館／専門知か、一般知か／こもってしまわな
いように出てきてほしい／組織・ネットワークをつくるか、自分が楽しむか／大学は入りにくい／
大学は専門、身近なこととは別／「生涯学習」、専門的な知識を学ぶ場（ex. 富山大学）～地域・コ
ミュニティ、幅広いが受け身ではなく／学びのリーダー、誰もが輝く場を
★ ファシリテータからの感想（仲嶺　政光　富山大学生涯学習部門）
１．討議の流れはどのようなものでしたか。
　まずワーク①、皆さんがどんな学びを実践されているのかをじっくり把握するため、自己紹介
に時間を割きました。お話しをうかがっていると、サテライト講座、県民カレッジ（文学）、公
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開講座、オープン・クラス、外国語専門学校、富山市民大学、食生活改善普及の取り組み、介護
の実践、などがあげられました。
　多様なメンバーでしたが、すぐに打ち解けた雰囲気になったと思います。ただ、少し時間オー
バーだったのが反省点でした。
　ワーク②、大学に対する要望・期待がきわめて高いことを感じました。既存の公開講座・公開
授業のさらなる拡大、他の生涯学習機関との連携・ネットワークづくり、「大学が音頭をとって」
など、様々な意見が交換されました。今後地道に取り組んでいく必要があることを実感させられ
ました。
　ワーク③は、少し抽象的なテーマだったので意見が出てくるかどうか心配でしたが、参加者の
皆さまの協力的な姿勢のおかげで重要なご指摘をいただくことができました。
２．本ワークショップの感想をお願いいたします。
　自分の学びについて語ることにはどんな意味があるのだろう、ということを思いながらワーク
ショップの当日を迎えました。常日頃の生涯学習の日々について、様々なご意見・ご要望がある
ことに気づかされ、とても貴重な体験をしました。
　参加者の方の中から、「大学は敷居が高くて入りにくい」「専門的すぎてわからない」という声
がありました。それは従来からよく聞く大学像ではありますが、ただ、その敷居の高いとされる
大学まで出向いていただき、活発な議論に参加されている様子をみると、大学と市民との関係は
着実に変化しているのだな、と思わされるところもありました。
　全体として、実りの多い行事だったと思われました。
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ワークショップを終えて
　以下の記述は、各グループの発表内容（ビデオ撮影の記録による）、およびワークで生み出され
た情報（付箋紙に記された内容）をもとにした分析の記録である。
１．学び続ける「幸」齢者、「学ぶって楽しい！」
　「新しいことをするのに年齢制限をかけない」——ワークショップ参加者が生涯学習に積極的に
取り組んでいる方々であることを反映しているせいかもしれないが、加齢ということに対しポジ
ティブに受け止める意見がみられた。すなわちこれは、高齢者を「幸」齢者というふうに読み替え
る表現に端的に示されている。「人生百歳まで現役であります、一生勉強であります」。
　ここには、老いに対する新しい見方が示されていると考えられる。様々な人生経験を積んでから
の学びには、若い世代にはない固有の活力があることを感じさせる。「生涯学習に卒業はない」と
言い切る力強い意見もみられた。
２．ローカル／グローバルな学び
　各グループの付箋紙情報の列挙の中に示されているように、ワークショップ参加者の学びは実に
様々なジャンルに及んでいる。「魚のさばき方」「スマートフォンの使い方」などの個人的な知識・
スキルから「宇宙の理論」まで幅広い。
　一方には「地域を学ぶ講座がほしい」というローカルな学びの要求がある。「土地の人の持って
いる知識を集めて、何らかの形にしたい」——生涯学習は地域社会を重要な基盤としている。大学
進学や「会社勤め」によって、いったん地域を離れる局面が訪れることも多くあるだろう。しかし
定年退職後、彼ら・彼女らは再び地域に帰っていくことになる。そこで、どういう形で地域に根ざ
した生き方が可能なのか、ということが問われてくる。学びを介してローカルなネットワークにど
う参入できるか、ということが課題となるのである。
　しかしながら他方、具体的な学びの内容をみてみると、外国語の学習、それを活かし「留学生と
学びたい」「外国のボランティア」「海外への富山ＰＲビデオ制作」などグローバルな傾向を持つ学
習ジャンルも多くあげられており、「地域の中」の学びにはとどまらない様子もうかがえた。この
ような両面性も生涯学習の今日的特徴としてあげることができるだろう。
３．「発表する場がほしい！」
　ワークショップ参加者は生涯学習の実践者であり、現在進行形でそれらに取り組んでおられる。
学んだことが即個人的なことがらの何かに役立つことも多いであろう。「もっと現場と学習をつな
ぐ講座がほしい」というように、「実学」重視の声もある。
　しかし、生涯学習の実践は他者との関わりを広げていくことを促すものでもある。すなわち、学
んだ内容を他者に伝え、交流したいという気持ちにさせられることもある、ということである。「学
ぶ→学んだことを周りの人に還元する」「学んだことを職場仲間に広める責任を感じている」「シニ
ア層が知っている歴史とか、地元にずっと伝承されている話とか、それを何とか若い世代に伝えた
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い」というように、学びというものが本来的に開かれた関係性を促すものである、ということも示
されているのである。また、「自分の学びが本当に深まっているのかわからない」というような不
安を解消する、という動機もあるだろう。
　その一つの形として、学んだことの「発表」の機会をもつことをあげることができる。「講座な
りで勉強するんですが、そういう風にして得られた知識を、どこかで発表する場がぜひほしい」、
あるいは具体的には「例えば富山大学でオープン・クラスをやってますけど、一方通行だけではな
くて、受講生が学んだことを、どこかで発表する場、例えば市民大学で」などの意見がある。「そ
れぞれが発表できるということが、その人が輝く場がある」という声も重みをもちつつある。
４．大学を拠点とした生涯学習——学びの不完全燃焼をのりこえる
　学びたい、学んだことを活かしたい、学んだことを誰かに伝えたい、これらの学び・その発信の
パワーはどこからあふれ出してくるのか。その一つの理由に、ワークショップ参加者の多くが若い
時代に十分に学ぶ機会を得ることができなかったのではないか、ということが考えられる。
　いくつかの意見を拾ってみると、「バリケード世代に大学生活を送ったため学びに対して不燃焼
の気分だった」という声があった。それだけでなく、「20 代に学んだ内容と大きく変化していると
ころがある」という高度情報社会に固有の事情もあげられる。
　そうした中、大学に対する期待は着実に高まっている。富山県は生涯学習県として知られ、学び
の機会が豊富な土地柄と言われるが、各生涯学習機関の横の連携が十分ではない、という意見もあっ
た。大学は、従来からの大学開放事業を推進し学びをサポートしていくことに加え、各種機関と手
と手を取り合いながら、とりわけ彼ら・彼女らの学びを発表し語り合う場をどういう形で提供・実
現できるかが問われる。
　ワークショップ参加者の中からは「脱・カルチャースクール」というキーワードもあげられてい
る。知の拠点としての大学らしさ、ということを念頭におきつつ、その特性をふまえながら、新た
な一歩を探ることの必要性を感じさせるワークショップであった。
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アンケート結果から
　本ワークショップの参加者に対するアンケート結果から、いくつかの点について述べる。
　まず、ワークショップの満足度をみると、78％の方が「満足」であると回答している。また、
81％の方が「今後に活かしたい」と回答している。このことから、本ワークショップはまずまずの
成果をあげたと言ってよいだろう。「身にしみるまとめの発表に感激しました」との意見もあった。
その他、「参考になるコメントがあった」が 78％、「学びに対する認識が変わった」が 70％となっ
ており、今後への波及効果も期待できるとみなしてよいだろう。例えば「ワークショップで気づい
たこと」に対する自由記述では、
▲…自分の思いを強く持った方々が多く参加されていた。
▲…すごく学ぶ意欲が高い高齢者が多くて驚きました、そして、そういう方の発言は、本当に心に
残りました。
▲…県内各地から、各界各層で活躍している方の話を聞けてよかったです、学問あり、趣味あり、
健康運動あり、など参加者全員が啓発され、感激しました。
▲…オープン・クラスを受けておられる方のお話しを聞いて、若い学生さんと一緒に受けてみたい
と切に思いました。
などという回答があった。本ワークショップが豊かな相互交流の場として機能していたことがうか
がえる。
　そのことにとどまらず、学びの「その先」を見すえた回答もあった。
▲…皆さんが何か他に活かしたいという人達が多いこと。
▲…新幹線開通、観光富山の役立ちのため、富山市を案内できる機会に役立てたい（英語を話す機
会の活用）。
▲…今語学を学んでいるので、「外国語ボランティア養成講座」は今後へ活かすことにもつながると
思っています。
▲…富山大学オープン・クラスで学んだことの発表の場を与えてほしい、との意見がありました。
▲…オープンクラス受講生の「学ぶ喜び」「体験話」「学びの収穫」を報告するのも良いのでは。
▲…生涯学習…このようにやっていますとの「宣伝」発表会があってもよいだろう。受講生との交
流会…茶話会をやったらどうだろう。
　このような様々な要求・要望にこたえていくことが、生涯学習の拠点としての富山大学を築き上
げていく第一歩となるように思われる。
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あとがき
　終わってみればあっという間の３時間でした！
　大学は、単独の公開講座を運営するだけでなく、地域の生涯学習環境の整備を担う中核として発
展していこうとしています。このたび、様々な場で学んでいる方々に集まっていただけたのは、本
当にうれしい限りでした。準備にご尽力いただいた皆さま、ならびに当日ご参加いただいた皆さま
には、深く感謝申し上げます。
　今回のワークショップは終了しましたが、本当に大事なのは「その先」のところだと言えます。
大学が中心となり、地域の生涯学習振興にどう寄与することができるのか。皆さまからいただいた
生の「声」をもとに、今後とも前進を続けて参りたいと思います。
Ⅲ　論　　　　　集
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Ⅰ．はじめに
　今日、グローバル化・少子高齢化が進行する中で、これまでの日本経済の展開過程において生じ
た「地域間格差」は、多くの地域で産業や教育・医療・福祉など様々な領域で地域課題・住民の生
活課題として立ち現れている。
　こうした様々な地域課題・生活課題の解決には、地域において積極的に「人材育成」を図る必要
がある。しかしそのためには、大学と行政（試験機関なども含めて）や企業・農協・ＮＰＯ等の連
携によるネットワークを構築することが求められる。すなわち、多様な組織・機関・個人が連携し、
多様な情報を共有することで、地域課題について正確な状況認識を形成し、それを基礎とした課題
解決のための社会的協同として実践することが求められる１）。とりわけ住民の積極的な参加・参画
が重要であり、そこで地域生涯学習を展開するネットワークが不可欠となる。そうしたネットワー
クの構築には、住民の労働・生産・生活過程を重視しなければならない。
　こうした状況にあって、社会教育・生涯学習に関わる専門職員の力量形成の問題を重視する必要
がある。住民一人ひとりの「学び」をどのように育むのかという場合、専門職員と住民との相互規
定的な関係の中で、住民の「学習－実践」とどのように関わりをもつのか、ということが問われて
きている。
　この間、多くの自治体では、社会教育・生涯学習行政において「行革」の名の下に予算や人員が
削減されてきたが、「平成の市町村合併」によってその傾向に拍車がかけられつつある。しかし、
真に「地域再生」のために取り組んでいる地域では、住民の自主的・自立的な学習の積み重ねや、
目的意識的な地域のネットワークづくりの志向があり、さらに様々な行政部門や企業・ＮＰＯ、そ
して大学との「社会的協同」が追求されている。
　実践例としては必ずしも多くはないが、そうした課題について学習し、実践に取り組む住民を育
むことを目標として、住民の参加・参画型学習活動を視野に入れて、大学が多様な「大学開放」の
事業を展開するようになってきている。そうした実践例をふまえ、「大学開放」の事業のプログラ
ムの在り方を探究する。
　これまで「大学開放」の事業としては、地域住民を対象とした事業として、「公開講座」や「授業公開」
などが実施されてきた。その多くの場合、大学側が主導して企画してきた。しかし、今後の「大学
地域住民の参加・参画型学習活動と
大学開放事業プログラムの可能性
藤　田　公仁子
（富山大学地域連携推進機構生涯学習部門副部門長）
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開放」の事業は、地域課題や住民の生活課題と切り結ぶことを志向し、地域住民の参加・参画を位
置づけることが必要とされているのではないか。
　大学の持つ機能（「研究・教育・社会貢献」として集約される社会的役割）を十分に発揮した形で、
地域再生という課題に対して、行政・企業・住民・ＮＰＯ等との社会的協同で追求した大学開放プ
ログラムを開発していくことが求められている。
　以上のような問題意識の下に、この小論をまとめてみたい。
Ⅱ．多様な地域課題・生活課題と住民の学習活動
（１）地域課題・生活課題への取り組み
　グローバル化・少子高齢化が進行する中で、医療・福祉・教育等々の領域で多様な地域課題や生
活課題が生じており、社会教育・生涯学習の領域では住民一人ひとりの「学び」が一段と重要な課
題となってきている。
　自治体では、財政事情の悪化などから、施設の統廃合や職員・予算の削減等の事態が進行してい
るが、社会教育・生涯学習の部面でも、こうした課題の克服に向けて取り組む「人材の育成」とい
うことが重要になってきている。換言すれば、地域課題・生活課題に関する理解の深まりが、課題
克服のための取り組みの重要な要件となる、ということである。例えば、防災の取り組みや地域福
祉の充実といった課題では、「住民の参加・参画型学習」の重要性を指摘することができる２）。
　富山大学においても、「防災・減災」等をテーマとして、大学と行政や地域・企業・ＮＰＯとの
連携による「地域生涯学習ネットワーク」の構築を志向した、教育プログラムの開発に関する実証
的・実践的研究を行ってきた３）。
　地域では「限界集落」が増加し、さらに自治体それ自体も成立しなくなるほどの人口減少が予想
されている。
　今後、持続的な発展を、それぞれの地域における事情に即していかに追求していくのか、また、
国家的なビジョンとして「持続可能な発展」をどのように描くのか、ということが問われてきている。
　そうしたことも視野に入れて、地域課題・生活課題に対して、行政・企業・住民組織・ＮＰＯな
どが、ネットワークを形成し、組織的に対応する必要がある、ということが明らかになってきてい
る。そして、「課題解決を目指す人材の育成」ということも重要な課題となってきている。
（２）課題認識の共有から「実践」の共有へ
　課題解決に向けては、地域において組織化されたネットワークを中心として、住民同士の情報共
有、そして住民と行政部門・企業・社会関係団体、ボランティア・ＮＰＯ等との情報共有が必要と
なる。さらに、その共通の認識を基盤として、住民の参加・参画によるより具体的な「事業」の企
画や「実践の共有」（社会的協同の追求）が求められてくる。
　ここで、文部科学省が政策的に推進してきた事業（公民館等を中心とした社会教育活性化支援プ
ログラム）から、いくつか特徴的な点について触れておきたい。
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　その１として、伝統的な生活文化の継承を図ることを軸として、地域の活性化を目指す、という
ものがある。
　地域で継承されてきた伝統的な生活文化は多くが消え去る傾向にあり、その継承を図ることが重
要な課題となってきている。五所川原市では、民話や童歌、遊びなどが、今日では若い世代に継承
されなくなってきている。そこで、町内会や住民の有志が中心になって、地域で継承されてきた生
活文化を記録し、保存しようとする活動がなされてきた。こうした取り組みは各地で行われている。
　あるいは、地域の自然や景観も含め、変容していく地域を保存しようとし、その一環として地域
の自然・歴史・文化などを集約した「カルタ」を作成し、そのカルタ遊びを通じて地域についての
住民の理解を深め、さらに住民同士の交流を促進しよう、という試みも追求されてきている。
　その２として、首長行政部門や企業などとの連携を追求するものがある。
　地域において、「限界集落」の増大、あるいは集落機能の危機的状況といった事態が進行する中で、
他地域からの人口の移動を図る、あるいは観光業の振興により外部からの観光客を招き入れようと
いう試みもある。
　こうした取り組みは、自治体の産業部門を始めとする行政の果たすべき役割が大きいのではある
が、「首長行政」と「教育行政」の連携、さらに、企業やＮＰＯ等との組織的連携を視野に入れて
取り組みを強めている例が多い。
　また、住民を対象として講座を開催し、講座終了後、受講者が地域の中で、実践的に地域課題・
生活課題の克服のために活動する、ということを位置づけている例も多い。
　その３として、ボランティア活動の積極的な育成ということである。学習成果の活用を視野に入
れることが大切である。
　公民館や博物館・図書館などが、「地域課題・生活課題に取り組む人材の育成」というコンセプトで、
地域づくり・地域活性化の課題克服に向けて、中心的役割を果たすことが期待されている。近年、「平
成の市町村合併」の結果として、社会教育施設の専門職員・予算の削減が進行している。「指定管理者」
への運営の委託も進められている。そうした状況にあるからこそ、社会教育施設・社会教育専門職
員の果たすべき役割はいっそう重要なものになっている、ということである。
　地域におけるネットワークづくりの必要性について、高齢社会化にともなって生じている課題に
ついて触れておきたい。認知症患者が増大する中で、徘徊する患者も増加してきているのだが、自
己認識ができなくなった認知症患者の中には、警察に保護されても家族のもとに戻れない、という
例もある。あるいは、交通事故等に遭遇する例も決して少なくない。
　こうした中で、認知症患者の徘徊に対応するため、地域の中で様々な組織・団体がネットワーク
を組織する自治体も増加してきている。福祉行政が中核となり、社会福祉協議会や町内会など、地
域の様々な組織・団体に働きかけて、ネットワークを組織して、患者の保護のために努力している
のである。
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Ⅲ．住民の学習ニーズと生涯学習
（１）高齢者の状況と生涯学習
　以下では、地域住民とりわけ高齢者の学びと生涯学習との関わりについて触れてみたい。なお以
下の部分は、兵庫県立大学によるアンケートへの筆者の回答を中心としてまとめたものである４）。
　地方自治体・公民館などが実施している高齢者を対象とした事業（例えば高齢者大学等）では、
参加者は自己の興味関心（いわば「私益」）に拘泥し、地域の共通の課題（「共益」と「公益」）な
どに取り組むような「主体性」を育むことが困難だ、という意見が一部にある。
　しかし、高齢者の場合でも、個人の多様な成長発達の可能性、というものを重視したい。
……一人の個人が、「趣味」や「健康」などのように、一見すると個人の範囲・問題意識の枠の中だけ
で学習機会を求め、行動する場合もあるのだが、同じ個人が、より社会的な性格の強い課題につい
て興味関心を抱き、「公益」に貢献することがあり得る、と考える。例えば、高血圧の症状にある
個人が、自己の疾病について理解を深め、自らの生活習慣の改善に努めると同時に、医療・保健行
政などが実施している「減塩運動」に取り組むといった、より社会的事業に参加したり、地域課題
の克服を目指す実践に参加しようとする、ということも考えられる。そこでは、住民一人ひとりの
興味関心・実践力の向上という課題が設定されると同時に、地域における社会教育・生涯学習専門
職員の果たすべき役割、ということも問題になるのではないか、と考える。
　「防災」や「地域活性化」の課題に取り組む人材育成といったことについて考えた場合、「仲間作り」
を発展させて「地域貢献活動」の実践を育む、という展開が考えられるのではないか。つまり、地
域住民に共通する「防災」や「地域活性化」の課題も、従来の町内会や地域婦人会・老人クラブな
どの社会組織と関わりを持たせることで共通の課題意識の形成が容易になる、ということが考えら
れる。また、様々な地域における住民組織と行政や企業・ボランティア・ＮＰＯ等との「協働・協同」
が求められるのだが、そうした「公益」が「共益」を基礎として形成される、あるいは育成される、
と捉えるべきではないか。勿論、具体的な事業として公民館の講座などを想定した場合、講座の受
講者一人ひとりの条件（これまでの学習歴、職業歴、取得している技能・資格など）に即して、個
人が社会貢献するように教育プログラムを設定する、ということも考えられる。また、講座参加者
同士が、「ワークショップ」といった共同学習の方法を取り入れることにより、「仲間作り」を図り
ながら「地域貢献活動」の具体的な実践を追求する、ということも考えられる。
　このように考えると、「共益」と「公益」との概念的区別は一定の有効性を有するとはいえ、生
涯学習の事業に即してみると、機械的な区別は必ずしも実践的なものとは言えないのではないか、
と考える。
　従来、高齢者の教育学習課題としては、「趣味」や労働・生産活動から切り離された「生きがい」
等の領域を重視する傾向が強かった、と言えるのではないか。現役を引退した高齢者であるから、
労働・生産への従事は困難だから、それとは切り離された「社会参加」として、ボランティア活動
などが一面的に重視される、といった傾向である。
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　しかし、高齢者が持っている可能性は多様であり、また、現役時代に蓄積した知識・経験・技能
などを、それまで所属していた企業や行政などとは異なる場面で発揮する、ということは十分考え
られる。また、新たな挑戦も追求し得る。
　こうした文脈で捉えると、コミュニティ・ビジネスなども含めて、多様な領域において「実利
（報酬）」を追求する教育プログラムの開発は可能であり、また、今後は積極的に追求すべきである、
と考える。
……周知のように、今後 15 ～ 64 歳人口が確実に減少すると予想される一方、高齢者が定年後も就労
したいという気持ちであることが指摘されている。そこには、日本の労働市場や年金制度の問題（65
歳以降に受給できる年金の金額が少ない）という問題があるのだが、高齢者自身継続して働くとい
うことで「社会参加」し続けたい、という意識が強いことも事実である。労働力不足ということでは、
建築・保育・看護・福祉の領域が取り沙汰されているが、こうした領域に限定することなく、広範
に就労する場を確保することが可能なのではないか、と考える。そこでは、週 40 時間の勤務体制
を弾力的なものとすることや、高齢者の就労の前提となる職業訓練が実施されるべきである。ある
いは、起業ということも、ＮＰＯを含めて積極的に展開可能である、と考える。
　生涯学習は労働・生産・生活の様々な場面で展開されるべきものであり、高齢者においても同様
である。高齢者にあっては、疾病の発症が増え、しかもその度合いも重くなる、ということも事実
である。しかし、漸次労働能力が低下する傾向にあるとはいっても、個人差が非常に大きく、労働
能力を保持している人は多い。また、たとえ疾病を抱えながらも、就労という形で「社会参加」し
続けることが労働力の質を確保する、日常生活における身体的機能の保持につながる、ということ
も考えられる。
　ところで、社会教育・生涯学習の領域では、これまで「就労」や「ビジネス」との関わりで教育
プログラムを積極的に開発してきた、ということはできない。
　近年、「地域課題・生活課題に取り組む人材の育成」ということが実践的に議論されるようになっ
てきているとはいっても、人口減少・高齢化への対応として地域で積極的に経済活動を発展させよ
う、その人材を育成しようとする取り組みは、決して多くはない。今後は、以上のような視点もふ
まえて、高齢者の主体的な「社会参加」の場面として、「報酬を得る」場面も積極的に設定すべき
である、と考える。
（２）学習者の学習ニーズとリーダー性
　次に、「リーダー性の育成」という課題について考えてみたい。筆者は、「リーダー性」は基本的
に「主体性」の一部を構成するもの、として捉えている。
　生涯学習においては、個人の成長発達が最も基本となる課題である。したがって、社会教育・生
涯学習の専門職員の果たすべき役割は、個人のニーズに応えながら個人の成長発達をサポートする
ことである、ということになる。とはいえ、個人の労働・生産・生活過程の内実は多様であり、個
人は様々な形で「社会」と関係性を持って存在しており、労働や生活を営む場面において、「社会性」
を育むことが必要とされている。例えば、企業という組織において自己の労働能力を発揮すること
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である。あるいは、地域生活において、住民として多様な社会組織との関わりの中で生活していく
ことが求められる。そうした中で、リーダー性を獲得する、リーダー性を向上させる、ということ
も求められてくる。企業のなかでは、プロジェクトのリーダーとなったり、中間管理職としての能
力が必要とされてくる、といったことである。地域生活においても、町内会や地域婦人会といった
組織、あるいはボランティア・グループやＮＰＯといった組織の中で、自己のおかれたポジション
において求められるリーダー性の獲得・向上ということである。保護者という立場にあっては、Ｐ
ＴＡ等も含まれる。こうした様々な労働・生活の中で取り結ぶ社会関係・組織の中で、求められる
ものとしてリーダー性の獲得・向上があり、生涯学習の重要な課題の一つである、と考える。
……日本社会では、とりわけ企業や行政においては、組織文化として「長いものには巻かれろ」とい
うものが根強く存在し、トップダウン方式が良い、という価値観も支配的なように思う。しかし、
真に組織が十全な機能を発揮し成果を上げていくためには、組織を構成する個人の一人ひとりの個
性・興味関心が尊重され主体性などが発揮されるとともに、それらが組織体として集合的に結集さ
れ、質的に向上させていくことが必要である。こうした文脈において一人ひとりに「リーダー性」
が求められてくる、と考える。企業活動に即して考えると、組織として編成する労働・生産のプロ
セスに個人として係わる場合、全過程を把握すると同時に、与えられた自己のポジションでの役割
を十全に果たしていく、ということである。その内実は、個人の与えられたポジションによって、
具体的に異なってくることになる。更に、観光業などを具体的に考えると、自己が所属している企
業（例えば個別のホテル）というレベルでの課題だけでなく、地域におけるホテル業や観光業、さ
らに全国的・世界的空間の広がりの中で、経済や政治・文化などについても視野に入れて、自己の
与えられた役割を捉え直す、ということが必要とされてくる５）。
……地域での高齢者におけるリーダー性ということを考えた場合、既存の組織として「老人クラブ」
などの社会組織の構成員としてのリーダー性が考えられる。あるいは、町内会という組織や、福祉
団体における構成員としてのリーダー性、等々が考えられる。これらについても、基本的には上述
の視点が必要とされている、と考える。
　次に、個人が学習した成果を生かす「社会的な活躍の場」の創出、ということについて考えてみ
たい。
　まず、「社会的な活躍の場」については、労働・生産・生活のあらゆる場面で追求し得ると考え
ている。具体的な活動領域としては、産業・教育・医療・保健・福祉等々、多様である。
　「社会的な活躍の場」の創出という課題は、今後いっそう重要なものとなってくる、と考える。
同時に、社会教育・生涯学習の領域だけの問題として捉えるのではなく、様々な領域の行政・企業・
社会組織・ＮＰＯ等によって取り組まれるべき課題である、と考える。例えば、行政との関連では、
審議会の委員等に、公募という形で住民の参加・参画が図られるようになってきている。「まちづ
くり」などでも、多様な住民組織が行政と「協働・協同」して取り組まれるようになってきている。
社会教育施設の「指定管理者」への委託においても、住民組織が受託するケースが増加してきてい
る。今後、行財政をめぐる環境が一層悪化することが予想される中で、一方では行政の側からの必
要性から、他方で住民の「社会参加」の拡大・深化という側面から、住民の「社会参加」の場面は
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拡大していく、と考えられる。
　地域課題・生活課題に取り組むためには、地域において様々な社会組織の自主的な活動及びネッ
トワーク化した中での協同・協働が必要とされてくる。関連して、次の点に触れておきたい。
……第一に、地域に存在する多様な地域課題・生活課題に共通の理解が深められることが必要である。
今後高齢化が進行することで、医療・健康・福祉などでの課題が深刻化することから、具体的に地
域でどのような問題が生じてくるのか、ということについて共通の認識を形成することが必要とな
る。
　第二に、そうした課題に、行政や企業・社会組織・ボランティア・ＮＰＯ等が取り組んでいるこ
とに理解を深めることが重要である。関わり方は異なっていても、地域課題・生活課題の克服に向
け多様な主体が取り組んでおり、そうした個人や組織・団体などとの連携によってこそ課題克服が
可能になる、ということを理解することが重要である。
　第三に、自己実現の一環として、そうした課題に主体的に係わることの重要性・意義・やりがい
などについて、一人ひとりが理解を深めることが求められる。孤立した状況にあっては、地域課題・
生活課題に積極的に取り組もうとする主体性をいかに育むか、ということが問題となる。しかし、
一旦自己実現の活動として理解された時、「活躍できる場」を具体的に切り開くことが課題となるが、
それは住民・行政・企業などの「協働・協同」によって創出する可能性は大いにある、と考える。
（３）生涯学習の捉え方をめぐって
　これまで、日本では社会教育・生涯学習において労働・生産をどのように位置づけて捉えるのか、
という議論は必ずしも十分になされてきたとは言い難い。また、生涯学習については、「一生涯に
わたる学習」という捉え方はしていても、実際には限定された領域での教育政策や実践が取りざた
される傾向が強く、とりわけ「若年者の雇用の促進」といった課題は、生涯学習との関わりでは十
分議論されてこなかった。例えば、「キャリア教育」についてまとめられた中央教育審議会答申「学
校教育におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」（平成 23 年）においても、生涯学習と
の関わりについて言及しているのだが、学校教育に重点がおかれ、結果として生涯学習の視点は弱
く、行政担当者や…研究者のなかでも、積極的な検討や実践的な研究に弾みがついたとは言い難い。
　こうした傾向にあるのは、いくつかの要因が考えられるのだが、その一つとして、社会教育・生
涯学習に係わるものの中に、従来からの縦割り行政の弊害がある、と考える。職業人としての労働・
生産に関することは基本的には厚生労働に関する行政の管轄である、農業生産に係わるものは農林
水産省の管轄である、といった捉え方が強く支配していた。教育行政内部に限定しても、初等教育
と中等・高等教育、社会教育・生涯学習の行政間の連携は極めて弱いものと考える。以上のような
状況が、総合的な教育政策の立案・推進を十分に成立させることを阻み、研究動向にも反映してき
た、ということが指摘できるのではないか。
　他の要因の一つとして、研究者の中での「たこつぼ化」という傾向が強かった、ということが挙
げられるのではないだろうか。外国の文献・研究動向の紹介を中心に行う、公民館施設における講
座や住民の学習活動に限定して研究を行う、ボランティア・ＮＰＯ活動に限定して研究を行う、等々
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である。
　他にも様々な要因が考えられるのだが、こうした点の克服を前提にした場合、次のような生涯学
習についての将来像が考えられるのではないか。
　第一に、人間の「生涯にわたる成長発達」を基軸に据え、その成長発達段階に即した政策や実践・
研究を積み上げていく、ということである。「児童生徒」や「青年期」、「高齢者」といった成長発
達段階に固有の課題もあるのだが、同時に「生涯」との関連を統一して捉えることが必要とされる。
　第二に、それぞれの成長発達の課題に対して、労働・生産・生活に即して現状と課題を捉える視
点である。成人期を考えた場合、今日では４割が非正規雇用であるという、労働市場の特質がある。
また、企業内教育が多様に実施されている。厚生労働省やＮＰＯなどが教育事業を実施している。
　第三に、社会的存在としての人間を捉える視点である。「児童生徒」という社会的存在に即して
みれば、通学するのが基本である。もちろん、「不登校児童」の存在も重要なのではあるが、まず
は通学し学校という社会的施設において学習することが主要なものとなる。しかし、「家庭」との
関わりが、大きく学習や人格形成などに影響してくる。また、「地域」も、「児童生徒」の「遊びの場」
や「生活文化を継承・発展させる場」として機能している、といった具合である。「高齢者」に即
してみても、現役から退いたとしても、多様な「社会参加」が必要とされ、本人もそれを志向して
いる、という実態がある。そこには、現役時代の「家庭生活」や「地域での生活」の内実の問題も
影響しているのだが、新たな「人間関係構築力」や自己の持つ経験・知識・技能などを活かした、
新たな「社会参加」が求められている、といったことである。つまり、ボランティア・ＮＰＯ活動
だけでなく、地域での活動や「学び直し」など、多様な内容・形態での「社会参加」を捉える視点
である。
　第四に、行政（大学も含む）・企業・社会組織・ボランティア・ＮＰＯ等が、連携して生涯学習
の推進を図る、という視点である。行政の役割として、公民館・図書館・博物館といった社会教育
施設の建設・運営の他に、様々な政策の立案・施行という役割がある。その場合、住民の参加・参
画が前提となる。また、地域課題・生活課題に取り組む人材育成といった課題を想定した場合、企
業や社会組織・ボランティア・ＮＰＯ等との連携も不可欠なものとなる。例えば、地域の活性化・
人口増加を図るという地域課題を想定した場合、保育所・幼稚園といった施設の整備から、若者の
就労の場の確保が前提となるのであり、そうした課題には行政・企業・社会組織・ボランティア・
ＮＰＯなどとの協働・協同が必要であり、生涯学習ネットワークの組織化が必要となってくる。
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Ⅳ．「大学開放」の事業と「住民の参加・参画」
（１）「大学開放」の事業への期待
　グローバル化・少子高齢化が進行する中で様々な地域課題や生活課題が生じ、大学の果たすべき
役割は大きくなってきている。そうした課題について学習し、実践に取り組む住民を育むことを目
標として、また、社会教育・生涯学習専門職員の力量向上を図りながら、住民の参加・参画型学習
活動を視野に入れて、大学が多様な「大学開放」の事業を展開するようになってきている６）。そう
した実践例をふまえ、「大学開放」の事業のプログラムの在り方を検討してみたい。
　この間、筆者も講師として弘前市の公民館関係職員の研修に９年間継続して関わってきたのだが、
弘前市における公民館の活動事例として、「国際交流」を掲げているものがあることを紹介してお
きたい。船沢地区公民館では、「世代間国際交流事業」を実施している７）。
　船沢地区は、通勤兼業農家が多いのだが、農業生産を基盤とした地域社会としての特質が強く残
存し、伝統的な住民組織が比較的よく機能している。地区公民館の運営に当たって、農協や社会福
祉協議会、地域婦人会などで「協議会」を構成し、その組織代表が公民館の運営に参加・参画して
いる。弘前大学の協力を得て、留学生と地域住民とが交流する事業を企画・実施しているのである。
　弘前市立中央公民館でも、国際交流事業として「国際交流ふれあいパーティー」を実施してきた
のだが、その準備の過程を大学の正規の授業を活用し、学生と市民ボランティアの協同作業が積み
重ねられてきた８）。いずれも、大学が持つ「リソース」の、「地域への開放」という側面を持つこ
とを確認しておきたい。
　次に、富山大学における事例について触れておきたい。
　富山大学では、文部科学省の要請を受けて 2012 年に「熟議」を実施した。「防災・減災」を基本
テーマとして、行政の担当者や地域住民組織の代表、学生、さらにＮＰＯ関係者などが参加した。
　この事業への取り組みの中で、大学が地域との関わりを積極的に持つことの重要性が明らかに
なった。すなわち、「防災・減災」という意味では、地域住民からすれば大学は地域の中で広大な
面積を占める「緊急避難所」としての役割が期待されているのであり、また、学生や教職員は、災
害時において救援活動などを行うボランティア・スタッフとしての期待も高い。こうした地域から
の期待は、大学内部だけで議論すると、ややもすれば見失いがちである９）。
　「大学開放」に関わって次の点を確認しておきたい。
　大学が果たすべき社会的役割として「研究、教育、社会貢献」ということが言われるが、その内
実が問題となってきている。大学で行われている研究活動、即ち経済・教育・医療・福祉など、様々
な領域における研究活動を基礎として、大学の「社会的存在意義」は形成されている。
　今後の「大学開放」の在り方を考えた場合、いわば「異次元の大学開放」が必要とされている、
と言えるのではないか。現在、高齢者を中心として、「学び直し」が取り沙汰されている。また、
中学や高校時に「不登校」になった人の「学び直し」も実践的課題として議論されている。しかし、
今後は、行政や企業などで働く、まさに「現役世代」のための教育や研究の「開放」が必要とされ
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てくるのではないか。
　また、職業人からの、「有給休暇」や退社後の時間・土日を中心とした学習のニーズも今後確実
に増大するものと考える。
　もちろん、各企業や行政部門において、多様な職員研修（ＯＪＴ）が実施されていることも事実
である。今日、「人材育成」を重視する企業も多い。しかし、職員研修や個人の自己啓発を考える場合、
次節で述べるような視点が重要となってくるものと考える。そして、そうした文脈において、大学
の果たすべき役割が一層重要になってくる、と考える。
（２）「大学開放」事業プログラムの可能性
　地域課題・生活課題の所在を明らかにし、さらに行政・企業・ＮＰＯ・住民組織等の「協働・協
同」による課題克服の方向性を実践的に探究する上で、「公開講座」や職員研修などの事業も含め、
確実に多様な「大学開放」事業が展開されてきている。
　大学の果すべき役割として、今後、地域住民一般を対象とした「学習機会の提供」はもちろん、
多様な地域課題・生活課題の克服に向けて、課題解決に取り組む「人材育成」ということが重要な
課題となってきている。先に挙げた、「防災・減災」もそうした課題の一例である。
　今後、多くの自治体で急激に人口減少することが予想されているが、人口減少を食い止めるには、
何よりも若者が就労できる条件を整え、子どもを生み育てる環境を充実させていくことが必要であ
る。「就労の場」を具体的に創造・拡大していくには、多様な産業領域において、技術革新や企業
の努力も含め、産業の活性化が追求されなければならない。地域の自然・歴史・文化などの「資源」
を活用した、「地域活性化」を図る多様な取り組みが期待されるところである。その意味では、研
究を行う大学への期待は大きい。また、研究成果を活かした起業や技術革新・新しい商品の開発な
どには、企業や行政、さらにＮＰＯ等で働く人々への「教育」の課題がある、ということになる。
　ところで、日本の労働者の雇用形態は、約４割が非正規雇用であり、女性の場合には約６割にも
なっている。
　今後、少子化の進行によって労働力人口の絶対的減少が予想される中で、政府は外国人労働者の
積極的受け入れを打ち出しているが、その前に、日本人労働者の雇用条件の改善や労働力としての
質の向上が積極的に図られるべきである。
　地域生涯学習のネットワークの構築という課題でも、大学が積極的な役割を果たし得る、と考え
る。「熟議」の例や船沢地区公民館の例などからも、社会教育・生涯学習の推進を図る上で、教育行政・
社会教育施設・地域住民組織などがネットワークを形成することの意義は明らかである。こうした
ネットワークに大学が参加することで、そのネットワークの運営はより強固な、実効性のあるもの
になる可能性が拡大する。
……「大学開放」のプログラム開発にあたって、次の４点を指摘しておきたい。
　第一に、多様な形態・内容の学習機会の提供が挙げられる。多くの大学が、自然科学・社会科学・
人文科学の領域において研究活動を展開している。その研究課題の設定・方法論・研究成果は、様々
な形で地域住民の「学習機会」として企画する、換言すれば教育プログラムとして設定することが
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できる、と考える。従来の「公開講座」や「授業公開（富山大学ではオープンクラス）」、「履修証
明制度」などもある。
　第二に、正規授業を公開するオープンクラスでは、基本的には学生向けの授業である。一部の大
学では、社会人の受講者への配慮がなされ、開講時間や授業内容が多様に設定されているところも
ある。今後は、発想を全く変えて、地域住民のニーズに対応した「教育学習の場」である大学にお
いて、様々な「コース」や「カリキュラム」の開発・設定が必要とされてくる、と考える。
　その場合、大学の「研究に基礎づけられた教育機能」を重視する必要がある、ということを指摘
しておきたい。
　第三に、研究機能の「開放」である。企業や行政・ＮＰＯなど、多様な組織・団体・機関などに
対して、積極的に「開放」される必要がある、と考える。現在は、「知の私的所有」が大原則であ
るが、今後はより「社会化」される必要がある、と考える。
　第四に、「大学－地域連携型」の大学開放事業の展開である。「ネットワークの構築」ということ
とも関連するが、大学が「地域」（ここでは、行政・企業・ＮＰＯ・社会組織・個人などの総体）
と積極的に連携していくことが重要である、ということを確認したい。
　以上のような「大学開放」の事業展開には、大学側だけの努力が問題になるのではない。むしろ、
「現役世代」の労働条件や雇用条件の改善が必要とされる。さらに、「大学で学ぶ」ことについての、
企業や行政などの積極的位置づけ・条件整備が不可欠である。あえて言えば、「日本社会の在り方」
をどのようにデザインするのか、という問題である。外国では、「パートタイム学生」も多く、また、「働
くこと（就職・就業）」と「学ぶこと（進学・修学）」との垣根が日本ほど高くはない。授業料や奨
学金等の問題も含めて、根本的に「大学で学ぶ」ということを再検討し、積極的に位置づける必要
がある。
Ⅴ．結び
　今後の「大学開放」の在り方として、「地域課題解決に向けて取り組む人材の育成」という課題
と結びつけ、大学において蓄積された様々な領域の研究成果を活用した事業プログラムの開発が必
要とされている。
　グローバル化・少子高齢化が進行する中で、様々な地域課題や生活課題が生じている。そうした
課題について学習し、実践に取り組む住民を育むことを目標として、さらに社会教育・生涯学習専
門職員の力量向上を図りながら、住民の参加・参画型学習活動を視野に入れて、大学が多様な「大
学開放」の事業を展開するようになってきている。そうした実践例をふまえ、「大学開放」の事業
のプログラムの在り方を、一方では具体的な教育プログラムとして、他方では日本社会の将来展望
を切り開く大学像を構築する、という視点から探究することが求められている。
　「地域再生を図る人材の育成」の課題については、自治体や公民館などで取り組んでいる「地域
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づくり」を目指した事業を推進しているが、現状では、行政・企業・民間諸団体・ＮＰＯ・住民に
おいて共通の認識と実践（社会的協働・協同）が求められる。こうした文脈の中で「人材育成」を
行う「教育プログラム」を開発することが、大学を基軸として探究される必要がある、と考える。
　さらに、行政や企業・諸団体・ＮＰＯ・住民とのネットワークづくりと「社会的協同」の実践が
どのように行われているのか、また、どのような条件に規定されているのか、ということを明らか
にする必要がある。
　
＜注＞
１）鈴木敏正は「社会的協同」について、組織や団体・機関・個人などが相互に独立しながら行う「協働」と
区別して、「社会的目的を持った協同活動であり、社会権の今日的な実現と創造をめざす実践」（鈴木敏正『教
育の公共化と社会的協同』、北樹出版、2006 年）と述べている。
２）筆者はこの間、科学研究費の補助を受け「地域と融合した『大学開放』システム構築の未来像」というテー
マで、地域生涯学習を推進する役割を、大学が具体的にどのような形態・内容で担うことが可能なのか、と
いうことを実践的に探究してきた。
３）拙稿「『大学開放』事業の可能性を探る―地域課題の解決を図る住民の学びに注目して―」（『富山大学地
域連携推進機構生涯学習部門　年報』、第 15 巻、2013 年）。
４）2015 年１月に実施された兵庫県立大学・田端和彦氏によるアンケート調査では、「生涯学習の現代的意義
と地域における生涯学習システム等の構築に関する研究」ということで、６つの質問項目が設定されていた。
これに対する筆者の回答をもとに、この小論に関連する部分をまとめた。
５）この点に関連して藤田昇治が、組織運営の在り方について触れているので参照されたい。藤田昇治「大学
の社会的役割と『大学開放』」（『弘前大学生涯学習教育研究センター年報』、第 17 号、2014 年）。
６）筆者は、これまで「大学開放」を推進する実証的研究を行い、岩手大学に所属していた際には、「大学開放」
事業の一環として「大学ミュージアム」を拠点とした地域住民のボランティア活動の育成を行い、その中で「大
学ミュージアム」の運営への「住民の参加・参画」を促進し、主体的に博物館事業を担う人材を育成する学
習プログラムを開発し評価されている（拙稿「地域と融合した住民参画型「大学開放の実践と可能性」―地
方国立大学博物館の実践例から―」（『北海道大学大学院教育学研究院紀要』、第 115 号、2012 年）。
７）久保田節子「世代間交流から国際交流へ」（『弘前大学生涯学習教育研究センター年報』、第 17 号、2014 年）
参照。
８）古舘奈津子「大学と公民館、連携で生まれるもの～大学の授業『国際交流を考える』で作る公民館事業『国
際交流ふれあいパーティー』」（『弘前大学生涯学習教育研究センター年報』、第 14 号、2011 年）参照。
９）拙稿「富山大学　地域と大学をめぐるネットワーク」（地域・大学協働研究会『地域・大学協働実践法』、
第１章第４節、悠光堂、2014 年）参照。
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１．儀式の価値は「外形」にある
　「學校の訓話は、幼年生にはよく分らずとも、儀式の教育的價値は、發揮し得られないものでは
ないと思ふのである。即ち、儀式の價値は、概ね、外形に現れた荘嚴なる形式に依て發揮し得らるゝ
ものであるから、幼年生は、縱令、訓話の大部分が分らぬとしても、其の式場の荘嚴、會衆の謹愼
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
靜粛、學校長の謹嚴なる態度等に依て、外形より感情を刺戟せらるゝことが多大である
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
からである。
是に依て考へて見ると、訓話は、儀式擧行については、第二位にあるもので、第一位にあるものは、
儀式そのものゝやり方、即ち、外形に現はるゝ部分であると思ふ」（相島 1910：71、傍点引用者）。
　儀式の価値は、そこで述べられる訓話よりも式場の荘厳さ、謹慎・静粛の様子、校長の謹厳なる
態度、すなわち「外形」にある――訓話の中身を二の次とするこの意見が学校儀式の性質や機能に
対しある程度的を射たものであるとすれば、儀式の「外形」の成り立ちについて考えることには一
定の意義があると言えよう。第二次小学校令（1890 年 10 月 7 日）、「小学校ノ毎週教授時間ノ制限
及祝日大祭日ノ儀式等ニ関シテハ文部大臣之ヲ規定ス」（第 15 条）という条文に基づき、「小学校
祝日大祭日儀式規程」（1891 年 6 月 17 日、以下「儀式規程」と表現、本稿末尾に掲載）が制定され、
すぐさま最敬礼の方法も示された（1891 年 7 月 3 日、佐藤編 2002：168）。儀式規程は祝日大祭日
の儀式における御真影・教育勅語の取り扱いや唱歌斉唱について定めた省令として知られ、なぜか
祝祭日以外の他の儀式的行事にもその「外形」に大きな影響を与えることになったものである。
２．儀式規程の内容
　当初、儀式規程では十項目に及ぶ祝日大祭日儀式について、それぞれ次のような内容を執行すべ
きことが示された（表１に一覧を示した）。
＜紀元節・天長節・元始祭・神嘗祭・新嘗祭＞
①学校長教員及び生徒による天皇・皇后の「御影」への最敬礼と万歳
②学校長又は教員による教育勅語の奉読
③学校長又は教員による誨告、又は祝祭日に相応する演説
④学校長・教員・生徒による相応する唱歌の合唱
小学校祝日大祭日儀式規程とその式次第
仲　嶺　政　光
（富山大学地域連携推進機構生涯学習部門准教授）
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＜孝明天皇祭・春季皇霊祭・神武天皇祭・秋季皇霊祭＞
③学校長又は教員による誨告、又は祝祭日に相応する演説
④学校長・教員・生徒による相応する唱歌の合唱
＜一月一日＞
①学校長教員及び生徒による天皇・皇后の「御影」への最敬礼と万歳
④学校長・教員・生徒による相応する唱歌の合唱
表１　儀式規程に示された内容
①第一条第一款
御影に最敬礼・万歳
②第一条第二款
教育勅語奉読
③第一条第三款
相応する誨告演説
④第一条第四款
相応する唱歌
紀元節、天長節、元始祭、
神嘗祭、新嘗祭
孝明天皇祭、春季皇霊祭、
神武天皇祭、秋季皇霊祭
一月一日
　表１をみると、祝日大祭日儀式には、①～④までの内容すべてをこなす「フル・コース」（佐藤
2005：261）の儀式５件と、部分的に内容を欠いた儀式５件とに分かたれる。このような差異化さ
れた儀式の構成が考案されたのは、次のような事情に基づくものであったと考えられる。
　まず、孝明天皇祭、春季皇霊祭、神武天皇祭、秋季皇霊祭は、明治天皇・皇后からみて先帝以前
を対象とする儀式であることを明確化する必要があったことがあげられよう。このため、明治天皇・
皇后の像や観念を強く打ち出す効果を持つ①「御影」拝謁・最敬礼・万歳と②教育勅語奉読が控え
られることになったように思われる。また、一月一日は新年にあたり、その祝日的性格をより大き
く保持しようとしたためか、儀式の厳格な性格を強める要素は①「御影」拝謁・最敬礼・万歳のみ
にとどめ、②教育勅語奉読、③誨告・演説の方は避けるべきである、という判断があったのではな
いか、と考えられる。
３．回数が制限された祝日大祭日儀式
　表２は儀式規程に記された祝日大祭日の一覧である。
表２　儀式規程における祝日大祭日一覧
1月 1日 四方拝 4月 3日 神武天皇祭
1月 3日 元始祭 9月 23日 秋季皇霊祭
1月 30日 孝明天皇祭 10月 17日 神嘗祭
2月 11日 紀元節 11月 3日 明治天長節
3月 21日 春季皇霊祭 11月 23日 新嘗祭
　儀式規程は、その制定から約２年後に早くも変更が加えられることになる。その変更の背景には、
祝日大祭日の儀式の回数が多すぎたことがある。儀式の頻繁化により、かえってその期待される効
－ 71 －
果が退き「疎慢ノ嫌」が出てくるおそれがあるため、儀式を挙行すべき日を三大節に限定し、その
他は任意で実施するという措置がとられた（佐藤 1963：50、佐藤編 2002：175）。
　さらにその７年ほど後、1900 年 8 月 21 日には小学校令施行規則が制定された。儀式規程に若干
の変更を加えたその第 28 条（本稿末尾に掲載）は、「紀元節・天長節・一月一日に、『職員及児童「君
が代」を合唱す』が新たに加えられたフル・コースを等しく施行することと規定し、それが以後の
式目の定型とみなされた」（佐藤 2005：261）。この定型化された三大節儀式の挙行は中等学校レベ
ルにも広く及んでいったとされる（小野 2010：39）。
４．各地で定められた「次第」について
　儀式規程に立ち戻ろう。同規程第 8条において、「祝日大祭日ノ儀式ニ関スル次第等ハ府県知事
之ヲ規定スヘシ」とされ、間もなく各地で式の「次第」が定められていった。「次第」は、儀式規
程という政策と個々の学校のあいだを媒介する役目を負うことになる。この「次第」について山
本信良は次のように述べている。「儀式の開始から終了まで、詳細な式次第が規定され、その配慮
と緻密さは注目される……儀式過程の画一化と統一化が押し進められた」（山本 1999：123）。籠
谷次郎の調べによれば、「次第」は「大阪府のほか、青森、岩手、福島、埼玉、千葉、東京、神奈
川、新潟、長野、富山、石川、京都、兵庫、長崎、熊本の各府県など、管見の限り、記述の様式・
表現にはそれぞれ違いはあるが、詳細な記載はすべて共通するところである」とされている（籠谷
1994：7）。
　本稿では、このうち埼玉県、長野県、兵庫県、富山県、大阪府の５つの「次第」をとりあげるこ
とにした（本稿末尾に掲載）。ここでは、儀式規程第 1条、「フル・コース」の儀式を中心に、いく
つか特徴的なことについて述べる。
（１）儀式規程は、儀式の骨格についてある程度のことが既に定められている。すなわち、権威づ
けられた皇室文化の諸要素が列挙されることで、強固なナショナリズムを喚起させる構成を基本
としている。
（２）従って、儀式規程第 8条において定めるべきとされた「次第」は、儀式規程の内容のごく限
られた範囲内でのことになり、その自由度・創造の余地はきわめて狭められたといえる。表３に
みるように、厳格な内容が連続しないようにという配慮からか、①御真影・最敬礼と②教育勅語
奉読の間に祝辞や唱歌をはさむという若干の「工夫」のようなものがみられる程度である。その
点を除けば、誰が、いつ、何をなすべきか、その内容と順序は儀式規程で示された骨格が画一的
に基準化されていったようにみえる。
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表３　儀式規程第一条の式次一覧
　 ＊ ① ＊ ② ③ ④
儀式規程 　 御真影 　 勅語奉読 誨告・演説 唱歌
埼玉県次第 　 御真影 　 勅語奉読 誨告・演説 唱歌
長野県次第 　 御真影 （祝辞・君が代） 勅語奉読 演説 唱歌
兵庫県次第 　 御真影 （拝賀・君が代） 勅語奉読 誨告・演説 唱歌
富山県次第 　 御真影 （祝辞・唱歌） 勅語奉読 誨告・演説 唱歌
大阪府次第 　 御真影 （唱歌） 勅語奉読 演説・祝辞 唱歌
施行規則28条 君が代 御真影 　 勅語奉読 誨告 唱歌
・「次第」には、冒頭・末尾に入退場の要領が記されている場合が多い。
・御真影に対しては「最敬礼」をなすことが記されている。
（３）従って、各地で定めるべきとされた「次第」は、実際には、各府県独自の「次第」を定める
というよりも儀式規程を詳細化・具体化することが主な作業内容になってくる。「次第」では、
入退場の要領、式の始まり・終わりを宣すること、起立・着席の指示など、動作を細かく定める
ことがなされている。その中には、例えば富山県の「次第」のように、それがそのまま儀式のマ
ニュアルであるといってもよいような詳細な記述もみられる。
（４）「次第」では、特別な式場づくりと正装が奨励されている（表４参照）。埼玉県の「次第」第
5条を例にみると、「祝日大祭日ニハ殊ニ校内ヲ清潔ニシ校門及式場ニハ国旗ヲ交叉シ相応ノ装
飾ヲナス等統テ厳粛鄭重ヲ主トスヘシ」とされており、入念な式場づくりがなされていたことが
わかる。この他、長野県の「次第」では学校内外の参加者の服装について言及がある。「町村長
学校職員其他参列員ハ礼服又ハ袴羽織ヲ着スヘシ」（第 6条）、「生徒及参観人ニハ可成礼服羽織
袴又ハ洋服ヲ着セシムヘシ」（第 7条）。
表４　「次第」における但し書き
式場 服装 御真影 唱歌
儀式規程 但未タ御影ヲ拝戴
セサル学校ニ於テ
ハ本文前段ノ式ヲ
省ク
埼玉県次第 祝日大祭日ニハ殊
ニ校内ヲ清潔ニシ
校門及式場ニハ国
旗ヲ交叉シ相応ノ
装飾ヲナス等統テ
厳粛鄭重ヲ主トス
ヘシ
長野県次第 式場ハ清潔ニシテ
整粛ナルヲ要ス
町村長学校職員其
他参列員ハ礼服又
ハ袴羽織ヲ着スヘ
シ／生徒及参観人
ニハ可成礼服羽織
袴又ハ洋服ヲ着セ
シムヘシ
但未タ御影ヲ拝戴
セサル学校ニ於テ
ハ第四款第十款第
十一款ヲ省ク
第一条第六款第九
款第二条第五款第
三条第六款第七款
ハ唱歌ヲ教授セサ
ル学校ニ於テハ之
ヲ省クコトヲ得
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兵庫県次第 祝日大祭日ノ儀式
ハ特ニ式場ヲ設ケ
厳粛に挙行スヘシ
学校長教員及参列
員ハ必ス礼服ヲ着
用スヘシ
未タ御影ヲ拝戴セ
サル学校ニ於テハ
前項第三款第四款
及第七款ノ儀式ヲ
省ク
但唱歌ヲ合唱シ能
ハサル学校ニ於テ
ハ之ヲ省クコトヲ
得
富山県次第 式場ニ於テハ最モ
厳粛ヲ主トスヘシ
市町村長学校長教
員市町村学事関係
吏員ハ当日礼服ヲ
着用スヘシ
御影ヲ拝戴セサル
学校ニ於テハ第一
条第三款第四款ノ
式ヲ省ク
大阪府次第 祝日大祭日ノ儀式
ヲ執行スル為メ清
潔ナル場所ヲ撰ヒ
御影ニ関シテハ最
厳正ナル装飾ヲナ
スヘシ
凡式場ニ参集スル
モノハ決シテ浮華
虚飾ノ事アルヘカ
ラス
未タ御影ヲ拝戴セ
サル学校ニ在テハ
拝礼ノ次第ハ之ヲ
省キ万歳ヲ奉祝（発
声ヲナサス）シテ
最敬礼ヲ行フヘシ
施行規則28条 御影ヲ拝戴セサル
学校及特ニ府県知
事ノ認可ヲ受ケ複
写シタル御影若ハ
府県知事ニ於テ適
当ト認メタル御影
ヲ奉蔵セサル学校
ニ於テハ前項第二
号ノ式ヲ闕ク
唱歌ヲ課セサル学
校ニ於テハ第一号
及第五号ノ式ヲ闕
クコトヲ得
（５）儀式執行の際には、やはり「外形」、すなわち教師・生徒ともに厳かな動作を順次こなすこと
がかなり重視されていたようにみえる。例えば御真影をもたない学校でも、「万歳」により祝意
の表現をなすように定められている。さらに、大阪府や長野県の「次第」のように、御真影のな
い学校においても最敬礼をおこなうよう取り決めている地域もある。そこでは、御真影の有無に
かかわらず最敬礼をおこなうこと自体が儀式の「外形」を整えるものとして重要視されていたと
いえる。
（６）儀式における御真影拝謁、教育勅語奉読、君が代斉唱などの要素は、人々を「国民」として
統合する働きをもつものである（久冨・長谷川 2008：173-174）。それと同時に、これらの要素は
各学校を差別化する側面もあった。当初御真影の「下賜」は、地域の優秀校が自ら「下賜」を願
い出てはじめて実現されるものであり、他の学校に対しては「優等」の基準への同調を促すもの
だった（佐藤 2004：188）。御真影だけでなく、唱歌指導が十分になされていない学校はそれを免
除するという措置もとられ、各学校の儀式に差別化がもたらされていく。そのような措置は 1900
年の小学校令施行規則の段階にも及んでいる（表４参照）。
（７）各地の「次第」においては、儀式規程第 4条「生徒ヲ率ヰテ体操場ニ臨ミ若クハ野外ニ出テ
遊戯体操ヲ行フ等生徒ノ心情ヲシテ快活ナラシメンコトヲ務ムヘシ」、および第 7条「生徒ニ茶
菓又ハ教育上ニ裨益アル絵画等ヲ与フルハ妨ナシ」については一部の例外（富山県）をのぞいて
言及すらない。「次第」は、式場で展開する厳格な時空間の定めにその関心が集中しており、儀
式規程に記された生徒側への２つの「配慮」は退いている。このことは、何より各学校において
儀式の「外形」を整えることに注力していたことを示すものである。
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　これらのことは、各地で祝日大祭日儀式のような厳格な行事を新規におこなうためには「次第」
作成という中間的段階通じて具体的な準備や進行要領をつくることが不可欠だったという事情を示
しているように思われる。儀式規程成立に至るまで経験したことのないような性質の「外形」を持
つ儀式が急激に導入されていったことを象徴するものであろう。
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●文部省：1891=M24.6.17
小学校祝日大祭日儀式規程
第一条　紀元節、天長節、元始祭、神嘗祭及新嘗祭ノ日ニ於テハ学校長、教員及生徒一同式場ニ参集シテ左ノ
儀式ヲ行フヘシ
　一学校長教員及生徒
　　天皇陛下及
　　皇后陛下ノ　御影ニ対シ奉リ最敬礼ヲ行ヒ且
　　両陛下ノ萬歳ヲ奉祝ス
　　　但未タ御影ヲ拝戴セサル学校ニ於テハ本文前段ノ式ヲ省ク
　二学校長若クハ教員、教育ニ関スル　勅語ヲ奉読ス
　三学校長若クハ教員、恭シク教育ニ関スル　勅語ニ基キ　聖意ノ在ル所ヲ誨告シ又ハ
　　歴代天皇ノ　成徳　鴻業ヲ叙シ若クハ祝日大祭日ノ由来ヲ叙スル等其祝日
　　大祭日ニ相応スル演説ヲ為シ忠君愛国ノ志気ヲ涵養センコトヲ務ム
　四学校長、教員及生徒、其祝日大祭日ニ相応スル唱歌ヲ合唱ス
第二条　孝明天皇祭、春季皇霊祭、神武天皇祭及秋季皇霊祭ノ日ニ於テハ学校長、教員及生徒一同式場ニ参集
シテ第一条第三款及第四款ノ儀式ヲ行フヘシ
第三条　一月一日ニ於テハ学校長、教員及生徒一同式場ニ参集シテ第一条第一款及第四款ノ儀式ヲ行フヘシ
第四条　第一条ニ掲クル祝日大祭日ニ於テハ便宜ニ従ヒ学校長及教員、生徒ヲ率ヰテ体操場ニ臨ミ若クハ野外
ニ出テ遊戯体操ヲ行フ等生徒ノ心情ヲシテ快活ナラシメンコトヲ務ムヘシ
第五条　市町村長其他学事ニ関係アル市町村吏員は成ルヘク祝日大祭日ノ儀式ニ列スヘシ
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第六条　式場ノ都合ヲ計リ生徒ノ父母親戚及其他市町村住民ヲシテ祝日大祭日ノ儀式ヲ参観スルコトヲ得セシ
ムヘシ
第七条　祝日大祭日ニ於テ生徒ニ茶菓又ハ教育上ニ裨益アル絵画等ヲ与フルハ妨ナシ
第八条　祝日大祭日ノ儀式ニ関スル次第等ハ府県知事之ヲ規定スヘシ
（文部省令第４号）
●埼玉県：1892=M25.1.26（山本・今野 1973：82-83 より転載）
小学校祝日大祭日ノ儀式ニ関スル次第等
第一条　小学校祝日大祭日儀式規程第一条ノ次第左ノ如シ
午前九時学校長教員生徒入場
次参列員入場
次参観人入場
次学校長儀式挙行ノ旨ヲ告ク
教員生徒敬礼
次学校長
天皇陛下及
皇后陛下ノ　御影ヲ開扉ス
次順次規程第一条各款ノ式ヲ挙行ス
次学校長　御影ヲ閉扉ス
次学校長儀式畢ルヲ告ク
教員生徒敬礼
次参観人退場
次参列員退場
次学校長教員生徒退場
第二条　規程第二条又ハ第三条ノ儀式ニハ各其条ニ前条ノ次第ヲ取捨スヘシ
第三条　天皇陛下及
　　　　皇后陛下万歳ヲ奉祝スルニハ学校長先ツ万歳ヲ唱ヘ教員生徒之ニ和スルコト三次トス
第四条　敬礼ヲ行フニハ統テ風琴又ハ号令ニ依ルヘシ
第五条　祝日大祭日ニハ殊ニ校内ヲ清潔ニシ校門及式場ニハ国旗ヲ交叉シ相応ノ装飾ヲナス等統テ厳粛鄭重ヲ
主トスヘシ
第六条　祝日大祭日ノ儀式ヲ行フノ際唱歌用ニ供スル歌詞及楽譜ハ文部省ノ撰定ニ係ルモノ及本県ニ於テ指定
シタルモノニ限ルヘシ
●長野県：1892=M25.2.5（佐藤編 1994：72-74 より転載、一部省略）
小学校祝日大祭日儀式次第
第一条　紀元節　天長節　元始祭　神嘗祭及新嘗祭ノ儀式ハ左ノ次第ニ拠ルヘシ
　但未タ　御影ヲ拝戴セサル学校ニ於テハ第四款第十款第十一款ヲ省ク
　一　生徒ノ父母親戚及町村内ノ参観人着席
　二　生徒一同着席
　三　町村長学校職員其他参列員着席
　四　学校長若クハ首席教員　陛下ノ　御影ヲ奉開ス　此間一同起立
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　五　一同最敬礼
　　学校長若クハ首席教員一同ニ代リ左ノ祝辞ヲ陳フ
　　　謹テ天皇陛下ノ万歳ヲ祝シ奉ル
　　　謹テ皇后陛下ノ万歳ヲ祝シ奉ル
　六　唱歌（君が代）一同起立合唱ス
　七　学校長若クハ教員　勅語ヲ奉読ス　此間一同起立
　八　学校長若クハ教員小学校祝日大祭日儀式規程第一条第三款ニヨリ演説ス
　九　唱歌（第四条ニ拠ル）一同起立合唱ス
　十　一同最敬礼
　十一　学校長若クハ首席教員　陛下ノ　御影ヲ奉閉ス　此間一同起立
　十二　一同退席
第二条　孝明天皇祭　春季皇霊祭　神武天皇祭及秋季皇霊祭ノ儀式ハ左ノ次第ニ拠ルヘシ
　一　生徒ノ父母親戚及町村内ノ参観人着席
　二　生徒一同着席
　三　町村長学校職員其他参列員着席
　四　学校長教員小学校祝日大祭日儀式規程第一条第三款ニヨリテ演説ス
　五　唱歌（第四条ニ拠ル）一同起立合唱ス
　六　一同退席
第三条　一月一日ノ儀式ハ左ノ次第ニヨルヘシ
　但未タ　御影ヲ拝戴セサル学校ニ於テハ第四款第八款第九款ヲ省ク
　一　生徒ノ父母親戚及町村内ノ参観人着席
　二　生徒一同着席
　三　町村長学校職員其他参列員着席
　四　学校長若クハ首席教員　陛下ノ　御影ヲ奉開ス　此間一同起立
　五　一同最敬礼
　　　学校長若クハ首席教員一同ニ代リ左ノ祝詞ヲ陳フ
　　　謹テ天皇陛下ノ万歳ヲ祝シ奉ル
　　　謹テ皇后陛下ノ万歳ヲ祝シ奉ル
　六　唱歌（君が代）一同起立合唱ス
　七　唱歌（第四条ニ拠ル）一同起立合唱ス
　八　一同最敬礼
　九　学校長若クハ首席教員　陛下ノ　御影ヲ奉閉ス　此間一同起立
　十　一同退席
第四条　　前各条ノ歌詞及楽譜ハ左ノ如シ［省略：引用者］
第五条　　最敬礼ノ式ハ帽ヲ脱シ体ノ上部ヲ傾ケ頭ヲ垂レ手ヲ膝ニ当テヽ敬意ヲ表スルモノトス
　　　　但女子洋服着用ノ節ハ脱帽ノ限リニ在ラス
第六条　　町村長学校職員其他参列員ハ礼服又ハ袴羽織ヲ着スヘシ
第七条　　生徒及参観人ニハ可成礼服羽織袴又ハ洋服ヲ着セシムヘシ
第八条　　式場ハ清潔ニシテ整粛ナルヲ要ス
第九条　　第一条第六款第九款第二条第五款第三条第六款第七款ハ唱歌ヲ教授セサル学校ニ於テハ之ヲ省クコ
トヲ得
（長野県令第八号）
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●兵庫県：1892=M25.3.29
小学校祝日大祭日ノ儀式ニ関スル次第
第一条　祝日大祭日ノ儀式ハ特ニ式場ヲ設ケ厳粛ニ挙行スヘシ
学校長教員及参列員ハ必ス礼服ヲ着用スヘシ
第二条　儀式規程第一条ノ儀式挙行ノ次第左ノ如シ
　一　学校長教員児童参列員及参観人順次入場
　二　学校長儀式挙行ノ旨ヲ告ク
　三　御影ノ幌ヲ掲ク此時一同起立最敬礼
　四　学校長拝賀次ニ教員以下一同拝賀
　五　唱歌（君カ代二回）一同起立
　　　但唱歌ヲ合唱シ能ハサル学校ニ於テハ適宜
　　　両陛下ノ萬歳ヲ奉祝スル意ヲ表スヘシ
　六　勅語奉読　一同起立
　七　御影ノ幌ヲ垂ル此時一同起立最敬礼
　八　誨告　演説
　九　唱歌（相応ノ歌詞）
　　　但唱歌ヲ合唱シ能ハサル学校ニ於テハ之ヲ省クコトヲ得
　十　学校長式ノ終ルヲ告ク
　十一　学校長教員児童参列員及参観人順次退場
　未タ御影ヲ拝戴セサル学校ニ於テハ前項第三款第四款及第七款ノ儀式ヲ省ク
第三条　儀式規程第二条ノ儀式挙行ノ次第左ノ如シ
　一　学校長教員児童参列員参観人順次入場
　二　学校長儀式挙行ノ旨ヲ告ク
　三　学校長遙拝次ニ教員以下一同遙拝
　四　誨告　演説
　五　唱歌（相応ノ歌詞）
　　　但唱歌ヲ合唱シ能ハサル学校ニ於テハ之ヲ省クコトヲ得
　六　学校長式ノ終ルヲ告ク
　七　学校長教員児童参列員及参観人順次退場
第四条　儀式規程第三条ノ儀式挙行ノ次第左ノ如シ
　一　学校長教員児童参列員及参観人順次入場
　二　学校長儀式挙行ノ旨ヲ告ク
　三　御影ノ幌ヲ掲ク此時一同起立最敬礼
　四　学校長拝賀次ニ教員以下一同拝賀
　五　唱歌（君カ代二回）一同起立
　　　但唱歌ヲ合唱シ能ハサル学校ニ於テハ適宜
　　　両陛下ノ萬歳ヲ奉祝スル意ヲ表スヘシ
　六　御影ノ幌ヲ垂ル此時一同起立最敬礼
　七　唱歌（相応ノ歌詞）
　　　但唱歌ヲ合唱シ能ハサル学校ニ於テハ之ヲ省クコトヲ得
　八　学校長式ノ終ルヲ告ク
　九　学校長教員児童参列員及参観人順次退場
　未タ御影ヲ拝戴セサル学校ニ於テハ前項第三款第四款及第六款ノ儀式ヲ省ク
（兵庫県令第 40 号）
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●富山県：1892=M25.4.1
小学校祝日大祭日儀式ノ次第等
第一条　紀元節天長節元始祭神嘗祭及新嘗祭ノ日ノ儀式ノ次第左ノ如シ
　一　学校長教員及生徒着席
　二　市町村長市町村学事関係吏員及参観人着席
　三　市町村長学校長教員市町村学事関係吏員順次
　　　天皇陛下及
　　　皇后陛下ノ　御影ニ対シ奉リ最敬礼ヲ行フ
　四　教員生徒ニ向ヒ「最敬礼」ト号令ス
　　　生徒一同坐席ニ在テ起立シ
　　　天皇陛下及
　　　皇后陛下ノ　御影ニ対シ奉リ最敬礼ヲ行フ
　　　教員「直レ」ト号令ス
　五　学校長若クハ主席教員　御影ノ前ニ進ミ出ツ（御影ヲ拝戴セサル学校ニ於テハ生徒ト方向ヲ仝フシテ其
前ニ進ミ出ツ）
　　　参列者一同起立
　　　学校長若クハ主席教員「謹テ
　　　天皇陛下
　　　皇后陛下ノ万歳ヲ祝シ奉ル」ト唱フ（二名以上ノ教員ヲ置ク学校ニ在テハ「職員一同ニ代リ謹テ　天皇
陛下　皇后陛下ノ万歳ヲ祝シ奉ル」ト唱フ）
　六　学校長若クハ首席教員（御影ノ前ヲ避ケテ）生徒ニ面ス
　　　生徒総代一名学校長若クハ首席教員ノ前ニ進ミ出テ「生徒一同ニ代リ謹テ　天皇陛下　皇后陛下ノ万歳
ヲ祝シ奉ル」ト唱フ
　七　学校長教員及生徒当日ニ相応スル唱歌ヲ合唱ス
　八　学校長若クハ教員恭シク教育ニ関スル　勅語ヲ奉読ス
　九　学校長若クハ教員小学校祝日大祭日儀式規程第一条第三款ニ基キ誨告演説ヲナス
　十　学校長教員及生徒当日ニ相応スル唱歌ヲ合唱ス
　十一　市町村長市町村学事関係吏員参観人順次退場
　十二　学校長教員及生徒順次退場
第二条　御影ヲ拝戴セサル学校ニ於テハ第一条第三款第四款ノ式ヲ省ク
第三条　孝明天皇祭春季皇霊祭神武天皇祭及秋季皇霊祭ノ日ニ於テハ第一条第一款第二款第七款第九款第十款
第十一款第十二款ノ次第ニ拠ルヘシ
第四条　一月一日ニ於テハ第一条第一款第二款第三款第四款第五款第六款第七款第十一款第十二款ノ次第ニ拠
ルヘシ
第五条　楽器ヲ設備スル学校ニ於テハ式中ノ号令及生徒ノ入場退場等ハ都テ楽器ニヨリ節ヲ取ルヘシ
第六条　祝日大祭日ニ於テ教育上ニ裨益アル絵画等ヲ生徒ニ与フルトキハ第一条第十款ト第十一款トノ間ニ於
テ之ヲ行フヘシ
第七条　最敬礼ノ式ハ体ノ上部ヲ前ニ傾ケ両手ヲ膝ニ当テヽ頭ヲ垂レ敬意ヲ表スルモノトス但男子着帽ノ節ハ
之ヲ脱シテ左腋ニ挿ミ体ノ上部ヲ前ニ傾ケ右手ヲ膝ニ当テヽ頭ヲ垂レ敬意ヲ表スヘク女子洋服着用ノ
節ハ脱帽ノ限ニアラス
第八条　市町村長学校長教員市町村学事関係吏員ハ当日礼服ヲ着用スヘシ
第九条　式場ニ於テハ最モ厳粛ヲ主トスヘシ
（富山県令第 28 号）
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●大阪府：1892=M25.9.20（籠谷 1994：5-7 より転載）
小学校祝日大祭日儀式ニ関スル次第
第一条　小学校ニ於テハ祝日大祭日ノ儀式ヲ執行スル為メ清潔ナル場所ヲ撰ヒ御影ニ関シテハ最厳正ナル装飾
ヲナスヘシ
第二条　小学校ニ於テ紀元節天長節元始祭日神嘗祭日新嘗祭日ノ儀式ハ左ノ次第ニ依リ執行スヘシ
　一　教員児童ヲ率ヒテ入場
　二　市町村吏員入場
　三　拝観人入場
　四　学校長式始マルヲ告ク一同敬礼
　五　教員　御簾ヲ捲ク
　六　学校長
　　　御影ノ前ニ進ミ最敬礼ヲ行ヒ万歳ヲ奉祝（発声ヲナサス）スルト同時ニ
　　　一同最敬礼ヲ行ヒ奉祝シ終テ学校長席ニ復ス
　七　唱歌
　八　学校長更ニ教育ニ関スル　勅語謄本ヲ捧ケ
　　　御影ノ左側ニ正立シ参列席ニ向ヒ恭シク之ヲ奉読ス（一同最敬礼）
　九　学校長又ハ教員更ニ
　　　御影ノ左側ニ進ミ参列席ニ向ヒ恭シク教育ニ関スル　勅語ニ基キ演説ヲ
　　　ナス（児童一同敬礼）
　十　児童惣代
　　　御影ノ前ニ進ミ祝辞又ハ頌表ヲ朗読シ終テ最敬礼ヲ行ヒ席ニ復ス（児童
　　　一同最敬礼）
　十一　唱歌君カ代二回
　十二　教員　御簾ヲ下タス
　十三　学校長式終ルヲ告ク一同敬礼
　十四　拝観人退場
　十五　市町村吏員退場
　十六　教員児童ヲ率ヒテ退場
第三条　孝明天皇祭日春季皇霊祭日神武天皇祭日秋季皇霊祭日ノ儀式ヲ執行ス
　　　　ルトキハ　御影ニ関スル次第及　勅語ニ関スル次第ノ外総テ第二条ノ
　　　　各款ニ依ルヘシ
第四条　一月一日ノ儀式ヲ執行スルトキハ　勅語ニ関スル次第及演説ニ関スル次第ノ外総テ第二条ノ各款ニ依
ルヘシ
第五条　紀元節天長節元始祭日神嘗祭日新嘗祭日及一月一日ノ儀式ヲ執行スルトキニ於テ未タ
　　　　御影ヲ拝戴セサル学校ニ在テハ拝礼ノ次第ハ之ヲ省キ万歳ヲ奉祝（発声ヲナサス）シテ最敬礼ヲ行フ
ヘシ
第六条　座礼ニ関スル最敬礼ノ方法ハ両手及頭ヲ席ニ着ケ平伏スルモノトシ敬礼ノ方法ハ両手ノ掌ヲ席ニ着ケ
体ノ上部ヲ傾ケ頭ヲ垂レ敬意ヲ表スルモノトス
　　　　立礼ニ関スル最敬礼ノ方法ハ帽ヲ脱シ体ノ上部ヲ前ニ傾ケ頭ヲ垂レ手ヲ膝ニ当テ敬意ヲ表スルモノト
シ敬礼ノ方法ハ帽ヲ脱シ体ノ上部ヲ前ニ傾ケ敬意ヲ表スルモノトス
第七条　儀式執行ノ時限ヲ定メ又ハ式場整理ノ為メ号鐘撃柝等ヲ用フルハ学校ノ便宜トス
第八条　凡式場ニ参集スルモノハ決シテ浮華虚飾ノ事アルヘカラス
（大阪府令第 50 号）
－ 80 －
●文部省：1900=M33.8.21
小学校令施行規則（抜粋）
第二十八条　紀元節、天長節及一月一日ニ於テハ職員及児童、学校ニ参集シテ左ノ式ヲ行フヘシ
　一　職員及児童「君力代」ヲ合唱ス
　二　職員及児童ハ
　　　天皇陛下
　　　皇后陛下ノ御影ニ対シ奉リ最敬礼ヲ行フ
　三　学校長ハ教育ニ関スル勅語ヲ奉読ス
　四　学校長ハ教育ニ関スル勅語ニ基キ聖旨ノ在ル所ヲ誨告ス
　五　職員及児童ハ其ノ祝日ニ相当スル唱歌ヲ合唱ス
　御影ヲ拝戴セサル学校及特ニ府県知事ノ認可ヲ受ケ複写シタル御影若ハ府県知事ニ於テ適当ト認メタル御
影ヲ奉蔵セサル学校ニ於テハ前項第二号ノ式ヲ闕ク又唱歌ヲ課セサル学校ニ於テハ第一号及第五号ノ式ヲ闕
クコトヲ得
（文部省令第 14 号）
Ⅳ　委　　員　　会
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◇公開講座専門委員会
●第 1 回 地域連携推進機構生涯学習部門公開講座専門委員会
開催日時：平成 26 年 10 月 30 日（木）10：30 ～ 12：06
開催場所：事務局　中会議室
議　　題　⑴　平成 26 年度公開講座事業報告について
　　　　　⑵　平成 27 年度公開講座事業計画について
●第 2 回 地域連携推進機構生涯学習部門公開講座専門委員会
開催日時：平成 26 年 12 月 24 日（火）15：00 ～ 16：05
開催場所：事務局　中会議室
議　　題　⑴　平成 27 年度公開講座実施計画について
　　　　　
◇北陸地区社会貢献系専門委員会
●平成 26 年度北陸地区国立大学連合協議会社会貢献系専門委員会
開催日時：平成 27 年１月 22 日（木）10：00 ～ 11：10
開催場所：金沢大学　サテライト・プラザ
議　　題　⑴　平成 26 年度まちなかセミナー実施報告について
　　　　　⑵　平成 27 年度社会貢献系専門委員会事業計画について
◇全国会議
●全国国立大学生涯学習系センター研究協議会・意見交換会
開催日時：平成 26 年８月４日（月）15：00 ～ 17：00
開催場所：文部科学省生涯学習政策局会議室
議　　題　行政報告、協議会からの報告、意見交換
　　　　　
●第 36 回全国国立大学生涯学習系センター研究協議会
開催日時：平成 26 年９月８日（月）～９月９日（火）
開催場所：鳥取大学鳥取キャンパス　（当番校：鳥取大学 )
全体テーマ　地域における大学の生涯学習活動の意義と役割
サブテーマ
　公開シンポジウム（１日目）：自治体と連携した生涯学習の実践と研究
　分科会と全体会 　（２日目）：生涯学習系センターが今後担うべき役割
　　　　　　　　　　　　　　 －…実践と研究の両面から…－

Ⅴ　生涯学習推進懇話会報告
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平成 26 年度富山大学生涯学習推進懇話会
日時　平成 27 年２月 12 日（木）10：00 ～ 11：30
場所　富山大学事務局　大会議室
主催　富山大学地域連携推進機構生涯学習部門
趣旨　富山大学生涯学習推進懇話会要項に基づき、学外有識者から意見を聴き、多様
化・高度化する学習状況や地域のニーズに対応した効果的な学習事業を提供し、
生涯学習事業をより円滑に推進するとともに、その実施状況について評価を受
けるため開催する。
出席者
委員、委員代理
　木村　博明　（富山県教育委員会　生涯学習・文化財室長）
　荒井　克博　（富山県民生涯学習カレッジ　学長）
　中西　　彰　（富山県生涯学習団体協議会　会長）
　飯野　芳己　（日本放送協会富山放送局　副局長）
　島田　芳一　（富山市市民学習センター　所長）
　本吉　和人　（北日本放送株式会社　報道制作局次長）
　本田　光信　（株式会社北日本新聞社　編集局報道本部長）
　米谷　和也　（富山県立小杉高等学校　校長）
富山大学
　丹羽　　昇　（理事・副学長　地域連携推進機構長）
　竹内　　章　（地域連携推進機構　生涯学習部門長）
　藤田公仁子　（地域連携推進機構　生涯学習部門　副部門長）
　仲嶺　政光　（地域連携推進機構　生涯学習部門　准教授）
１．開会の辞
　富山大学地域連携推進機構の竹内生涯学習部門長より、以下の挨拶があった。
　富山大学では 1996 年以来、20 年近く大学改革事業を行っており、その間、毎年度、学外の方に
年度の活動報告を行い、報告に対して、あるいはそれ以外の広い問題に対してご意見・ご提言を頂
いている。本日は忌憚のないお叱りとご指導を頂きたい。
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２．出席者の紹介・資料確認
３．座長選出
　富山県民生涯学習カレッジ学長の荒井克博委員が座長に選出され、挨拶があった。
４．報告
　富山大学改革プランについて
　丹羽理事・副学長 /地域連携推進機構長より、第 3期中期目標期間に向けた富山大学改革プラン
の方向性について報告があった。
５．議題
　⑴　平成 26 年度生涯学習部門事業・活動報告について
　⑵　富山大学生涯学習の在り方についての評価と提言について
　議題⑴において、竹内生涯学習部門長より、生涯学習部門平成 26 年度事業、富山大学公開
講座実施状況について説明があった。
　続いて、仲嶺准教授より、公開講座とオープン・クラスの受講者内訳、受講生アンケートの
結果と自由記述について報告があった。
　藤田生涯学習副部門長より、「生涯学習部門受講生オープンサロン」について説明があった。
　仲嶺准教授より、「富山大学と富山県立小杉高等学校との高大連携事業」の実施報告があった。
　藤田生涯学習副部門長より、「富山大学サテライト講座」について報告があった。
　仲嶺准教授より、「北陸 4大学連携まちなかセミナー」「富山大学・生涯学習ワークショップ
2014」「高志の国文学館文学講座」の実施報告があった。
　藤田生涯学習副部門長より、専門講座「活用実践コース」の報告があった。
　仲嶺准教授より、地域との連携を強めるための取り組みとして「富山県いきいき長寿大学」「経
営者大学」「コラボフェスタ 2014」について報告があった。
　藤田生涯学習副部門長より、「講師紹介・生涯学習相談」「自治体等との連携」について説明
があった。
　議題⑵において、藤田生涯学習副部門長より、生涯学習部門の平成 26 年度の活動状況、次
年度へ向けての取り組みについて報告があった。
６．閉会の辞
　富山大学地域連携推進機構の竹内生涯学習部門長より、以下の謝辞があった。
　本日は長時間にわたり、貴重なご意見・アイデアをいただき、感謝申し上げる。私どもの今年度
の活動、考え方に対してご理解いただき、内容的には私どもの思うところを評価していただいたと
受け止めている。本日頂いたご指摘・ご意見については、整理・反すうして次年度の活動に役立て
ていく所存である。今後ともご指導を願いたい。
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意見交換
⑴　平成 26 年度生涯学習部門事業・活動報告について
（米谷委員）　県の教育委員会からは、今日は荒井学長が座長であるため、県民カレッジにも触れな
がら今回の報告について話をしたい。昨年、富山県立雄峰高等学校に併設した県民カレッジ富
山地区センターが開設され、県内の四つの地区センターと県民カレッジの本部という、私ども
の拠点が全て完成し、生涯学習推進に係るハード面が整備されたと考えている。
　　　そうした中で、富山大学には連携講座で県民カレッジとの連携を進めてもらい、特に、今年
度からオープン・クラスを新たに連携講座に全て位置付けてもらって大変ありがたい。現在オー
プン・クラスを受講して県民カレッジの単位を取得した方が 11 名、述べ 23 名と伺っているが、
こうした取り組みについても大変うれしく思っている。
　　　また、「高志の国文学専門講座」は県民カレッジの中でも目玉事業だが、その中に藤田先生
が直接入って、総括の授業までしてくださり、感謝している。ぜひこうした連携もこれから進
めていただきたい。藤田先生は中でも公民館が専門分野だと伺っているが、現在、県では公民
館ふるさと教育の推進を進めており、そうしたところでも専門的な講義を頂いており、ありが
たく思っている。私も一度富山地区センターのヘルン文庫の富山大学視察講座に参加したとこ
ろ、入りきれないぐらい、100 名近くの方が参加していて、皆さんは、ただそこで学びたいと
いうだけではなく、横のつながりを求めており、一緒に交流ができることに大変満足している
ということを実感した。
（大学側：藤田）　公民館の方からは、実際のところヘルン文庫を見学するというよりは、大学の中
を見学したい、大学の正門から入って自由に闊歩したいという要望があり、それに対応した。
ヘルン文庫見学という大義名分は付けたが、学食で食事してもらい、秋口のいい天気の中でメー
ンストリートを歩いてもらい、楽しく過ごしてもらった。そのときに、「正門から自由に入っ
ていいの？」「学食は自由に使っていいの？」と、学食がとても好評だった。学生と一緒に食
べられるということと、学食のレシートに、自分の食べたものが何キロカロリーと書かれてい
ることに対して興味を持たれて、「こういうところで学生は食事しているのだね」とおっしゃっ
ていた。本学のオープン・クラスとは別に、学生生活において学生と触れ合えると、とても好
評だったため、今後とも続けられたらと考えている。
（島田委員）　富山市民大学で 78 コースを設定しているが、富山大学には講師の面で随分とご協力
を得ている。あらためてお礼を申し上げたい。
　　　公開講座について、質問を含めて、感じたことを 3点ほど話したい。今年度 8コースが休止
になっているということで、講師の先生のご都合はやむを得ないが、募集がゼロだったのか、
それとも 1～ 2名で中止だったのか、その辺の基準があれば教えてもらいたい。私どもは、費
用対効果を考えると 3～ 4名で開催するのは非常にもったいないといつも思っている。
　　　2点目は、公開講座の中に各年代層が入っているというのは、公開講座の趣旨に合致していて、
とてもいいと思うが、残念ながら受講者の伸び悩みがあり、次年度は品質へシフトするという
話だった。とてもいい方法ではないかと思う。
　　　3点目は、アンケートの効果・影響の中に、知り合いが増えたという反応がとても多かった
ように思う。100 名当たりを単位にして講座を開くと、こんな反応は絶対に上がってこない。
－ 86 －
定数が適度にいいことや、講座の雰囲気がいいこと、「生涯学習部門受講生オープンサロン」
などがいい効果を及ぼしているのではないか。この友達が増えたチャンスを生かす方法はない
だろうか。うまく受講者を組織すれば、講座への応援隊にもなるし、いろいろな意味で力を発
揮してくれるのではないかと思うので、そのような芽があるのか、可能性としてはどうなのか
について、お話を伺いたい。
（大学側：仲嶺）　1点目について、受講希望者が 1人の場合はマンツーマンになってしまうので中
止になるが、少ない場合はそれでも開講するかどうかを先生と相談して決めている。
（大学側：藤田）　講座の開設は、費用面は昨年度当たりから学内も厳しい目があるので、それは説
明した上で、担当講師と相談しながら一つ一つどうするか決めている。今年度の休止講座につ
いては、意外と人が集まると思っていたものが休止されたものもあれば、公開講座を開設した
ときから一生懸命やってくれていた人気講座の講師が体調を崩されて、開講日に休止と決めた
ものもある。集まったもの、集まらなかったもの、事情があったもの、それぞれであった。
　　　幅広い年代層については、昨年度から、必要なところに必要な情報をという形で取り組んで
いるため、ボランティア団体や若者が集まる場などに、私が何かでお邪魔するときや、参加者
や講師として行くときに、PRのチラシを手持ちで持ち込んで、そこから各団体への配布など
の協力を願っている状況である。そのため、シニア層に限らず若い方にも少しずつ参加しても
らえているのではないかと考えている。
　　　また、受講者数の伸び悩みは、リピーターが多くなってきているという背景があるので、今
年度も悩んでいる面はあるが、次年度に向けた新しい取り組みを開始している。価格帯の問題
が出ているため、公開講座の価格をできるだけ低い価格帯に設定し、現代的な課題に対応でき
る講座を生涯学習部門から提案して、3～ 4人の講師がオムニバス形式で、最も少ない時間で
公開講座を展開することにも取り組もうと考えている。
　　　仲間づくりの面は、せっかくの機会であるため、受講者同士が話せる場面や交流できる場面
を講座の時間の中につくってもらうよう講師に依頼し、講師から少しずつ働き掛けてもらって
いる。その応援隊のチャンスを狙っている。こちらは生涯学習応援隊（仮称）をつくろうとし
ており、何かネットワークができないかを模索しているところだ。
　　　次年度は、まだ本格的にプログラムは組んでいないが、もくろみとしては、富山大学生涯学
習セミナーということで、新しく 4～ 5回のものを設けて、その中で参加・参画型の講座を二
つぐらい設定して、今、受講者が友達同士で、いろいろな形で何かしたいという形になってき
ているところをなるべく巻き込みながら、次のステップに行けるようにと考えている。例えば、
公民館の授業で学内を闊歩したいとなったときに、案内してくれる方や、学生と一緒に活動し
てくれる方など、そういう形で大学ならではの資源を使いながら何か活動できないかも考えつ
つ、一つ一つステップを踏み出していきたい。
（荒井座長）　アンケートの意見を読んでいても、公開講座、オープン・クラスともに大変好評で、
積極的な姿勢がうかがえ、肯定的な意見が多いようである。難易度というのは大変難しいと思
うが、6割以上の方々が難易度についても「ちょうどいい」という回答をしている。
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（本田委員代理）　先ほど公民館の事業を支援しているという話があったが、地域の公民館の事業を
バックアップするケースは年間どのぐらいあるのか。
（大学側：藤田）　中西先生の方がよくご存じだと思うが、相談という形では、年間 10 本以上ある。
ただ、本学の教員を講師として紹介する形では、資料「生涯学習部門活動報告」の「平成 26
年度講師等紹介実績一覧」に出ている程度なので、実際のところ、何に取り組んだらいいのだ
ろうか、今の話題は何だろうかという相談を受けて、公民館プログラムを使う形でまず第一歩
のところを支援している形ではないか。メール、電話、いろいろな形で相談が来る。
（本田委員代理）　拝見すると年配の方の取り組みが多い気がするが、公民館は、最近少なくなって
きているが、小学生や中学生など若い人からお年寄りまで含めた幅広い方々が活動するところ
なので、こういう支援を手厚くするといいと思い、質問した。私の妻が実は公民館で働いてい
て、いい先生がいないだろうかといつも頭を悩ませている。
（大学側：藤田）　いつでもご一報いただきたい。
（2）富山大学生涯学習の在り方についての評価と提言について
（荒井座長）　時間も迫ってきたので、もちろん議題（1）についてでも結構だが、議題（2）も併せ
て議論をお願いしたい。
（中西委員）　私はここには生涯学習団体協議会という立場で来ているが、公民館の方でお世話に
なっていることを最初に感謝申し上げる。
　　　1点目だが、冒頭に丹羽機構長から説明があった改革プランの中で、教職大学院について触
れられていた。未確定だと思うが、入学定員 14 という数字もあった。これはどういった方々
を対象にしたものかを伺いたい。もともと県の公立学校教員の専修免許取得のための配慮を県
と連携した形でお願いしていたが、そことの関連、あるいは現在ある人間発達学研究科との関
連の二つを合わせて、どのようなビジョンかを伺いたい。
　　　2点目は、初めての人とリピーターをどのように捉えるかということである。私は、生涯学
習の分野も、公民館も、講座を受けにきたりサークルに入ったりする人を見ていると、同じよ
うな悩みを抱えているように感じる。悩みと言っていいのかどうかも含めて話をしようとして
いるのだが、例えば富山県にこれから新幹線が通って、リピーターを増やしたいという言い方
をするときには、このリピーターというのは何回も来てほしいという意味でプラスの評価を得
る言葉だが、この生涯学習や公民館のときに、リピーターという言葉は、受講者の固定化と同
義語になってしまう。
　　　初めての人を開拓したいということになるのだが、例えば先ほど、ダイレクトメールが情報
入手手段として非常によく使われているというデータがあった。ダイレクトメールが機能する
ということは、逆に言うと、あらかじめどういう人がいるという情報があって、そこへ送ると
いうことなので、その時点で早くも固定化が起こる可能性がある。その部分をどのように工夫
しているかを伺いたい。
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　　　3点目は、公開講座、サテライト講座、北陸 4大学連携まちなかセミナーという何通りもの
仕掛けがあるが、似たような方々があちらにもこちらにも行っている可能性がある。その辺の
クロス集計というか、それぞれ共通して行っている人がどれぐらいの割合いるかも見る必要が
あるのではないか。
（大学側：丹羽）　まず、教職大学院について申し上げる。まだ正式認可ではないが、現在、前向き
に実現の方向へ動いていると思っている。設置の目的は、実践的な指導力を備えた新人教員の
養成、現職教員を対象にスクールリーダーをつくることである。子どもたちの数が減っている
状態にあり、将来的に学生数がどんどん減っていくことになるため、富山大学としては人員の
確保も考え、現職教員のスキルアップを目的として、県の教育委員会の皆さんと連携した形の
教職大学院をつくる。
　　　本学の教育学部は改組してゼロ免の人間発達科学部になったため、教員の養成機能を全学で
果たすことになっている。この教職大学院をつくることにより、その機能を強化したいと考え
ている。人数や組織等は、これからさらにもう少し詰めなければいけないところもあるため、
確定的な数字は今のところはお話しできないが、文科省は各県一つずつ教職大学院をつくりた
いという方針で、富山県は教育学部がなくて空白になっていたのだが、そういう意味で、県と
の連携の中で、特異な形だと思うが、教職大学院の設置に向けて努力しているところである。
（大学側：藤田）　リピーターについては、語学の講座など、固定されないように、次のステップへ
の学びの講座を展開している。同じ学びを繰り返すのではなく、必ずステップアップできるよ
うなコース設定をしている。
　　　オープン・クラスについては、何回も同じ講師の同じ講義を聞くケースが出てきている。担
当講師からは、毎回同じではという話になってしまうので授業に差し障りがあるという意見が
あり、また学生に対して「この次はこうで」と先走りするような発言をする受講生も中にはいる。
そのため、オープン・クラスの受講は 1回限りであるという制限を入れている授業もある。
　　　リピーターはステップアップへの学びを用意することが最大の策かと思っているが、やはり
教養講座なので受講者の固定化が起こってくる。そのときには先輩の受講生として対応しても
らうようにしている。要するに、初めてで心配な受講者もいるので、そのときに、「この講座
はこういう形で展開するのだよ」という形でたくさん世話を焼いて、先輩の態度を取ってもら
うようにしている。講師にはその旨を了解してもらい、水を向けるという形を取っている。必
ず繰り返しの内容ではなく、講座も変えてもらっている。例えば最終回のときに、今まではこ
ういうことをやっていたが、来年度講座を設定するときにはこういう内容に取り組みたいとい
う形で、テキストの紹介をしてもらうなど、講義の内容を紹介して必ず次のステップに行ける
ようにする。ただし、初めての方が入ってきた場合にはフォローが必要なので、それには対応
してもらっている。特にあまりにも専門的な分野で差が出た場合、受講生と相談してもらい、
講師のボランティアで空き時間に少しレクチャーするなど、補講のような形で取り組んでいる
講座もある。
（飯野委員代理）　ステップアップは受講者からすると重要だろう。いろいろな講座を用意していて、
だんだんレベルが上がっていくという話があったが、受講者からアウトプットする機会がほし
いという声が挙がっている。次年度はどのようなことを計画しているのか。例えば発表の場を
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設けたり、調べた結果をまとめた冊子を指導してつくったりするようなところまで考えている
のか。そういうところまでいけたら素晴らしいと感じた。
　　　また、どれだけ新しい受講者を入れられるのかについてだが、最近ネットでオープンカレッ
ジなど大学の講座を動画で見られるようになっている。もしかしたら富山大学でもYouTube
などでされているのかもしれないが、そのようなものでさわりが実際に見られると、感じが分
かり、申し込みやすくなるのではないか。
（本吉委員代理）　いろいろな展開をされていると昨年も伺ってすごいと思っている。大学というの
は、専門性と多様性を同時に満たしていくことは非常に難しいと思うと同時に、例えばオープ
ン・クラスは学生と一緒に学び直しするという非常にいい機会だと思うのだが、中身が具体的
に見えてこない。具体的にどのような事柄を学び直せるのかという中身が伝わるような形にで
きればいい。しかし、一般教養で学生も一緒であるため、難しいのだろうか。
　　　最初に丹羽副学長が教職大学院について説明された際、富山型教員という言葉があったが、
これはどういうものをイメージしているのか。私は富山にいる人たちが富山を知ることは非常
に重要だと思っている。例えば、先ほどヘルン文庫の話も出たが、そういうものを具体的に学
んでいくなど、はっきりとした方向性があれば、PRする際にもよりリーチするのではないか。
　　　大学を開き、さまざまな形で産学官が連携して、いろいろな方が大学に参加・コミットして
いくことは非常に素晴らしいと思うのだが、一方で、例えば大学にサロンができて自由に入れ
るようになったときに、その辺のリスク・危機管理はどうするのかという不安もある。話があっ
ちに行ったりこっちに行ったりして恐縮だが、大きなさまざまな問題を抱えているのではない
か。
　　　北陸 4大学連携まちなかセミナーでは薬物依存を取り上げたということだが、例えば、今
ニュースで流れている ISIL に関する事柄に対して一般の方も関心が強い。そういうものに対
して、生涯学習という場で伝えていけるか分からないが、大学はどういう形で取り組んでいく
のか。一般的な教養として考えたときに、イスラム世界の文化はどうなのか、実際に富山にも
イスラムの方々はいらっしゃるし、大学はそういう方々に対してどう向かい合っていくのか、
文化的なものだけではなく、外国語としてのアラビア語の取り組み方をどうするのかなど、そ
ういうことをより分かりやすく見える形にすれば、PRするにしろ、伝えるにしろ、よりストレー
トに伝わるのではないか。
（荒井座長）　この後、米谷委員に一言ご発言いただき、お三方の提言等について、一括してお答え
いただければと思う。今年は特に高大連携で小杉高校の生徒の受講者も多かったが、そのあた
りの事情等をお話しいただきたい。
（米谷委員）　小杉高校は生徒が大学の講義を受けさせていただき、富山大学にはお世話になってい
る。生徒にとって大変いい機会になっている。今回は 20 名を超える受講者がおり、芸術関係
では、芸術文化学部へ推薦合格した生徒もいれば、理系では県立大学の工学部へ合格した生徒
もいる。また、理系の生徒が、市民生活と法という講座を受講して法学に関心を持ち、本当は
富山大学の経済学部の経営法学科へ入れればよかったのだが、事情があって県外の指定校に決
まった。受講した生徒が自分の進路をさらに考える機会になり、本校としては、今年度は特に
成果があったと思っている。今後またこういう機会を提供いただければありがたい。本校とし
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てもこういった機会を積極的に活用したいということで、3月にスプリングセミナーで富山大
学の先生に来ていただいて受講体験し、それでまた 4月以降の講座について、担任、学年等で
働き掛けて、ぜひ参加しようということで今進めている。今後ともよろしくお願いする。
（荒井座長）　それでは、先ほど来のご質問にお答えできる部分でお答えいただきたい。
（大学側：丹羽）　オープン・クラスについて、教養科目だけでなく、専門科目の中でも積極的にオー
プン・クラスとして募集している講師もいる。例えば経済学部では、北陸銀行の元支店長が、
だいぶお年を召しているのだが、ずっとオープン・クラスを受講していて、どうしてか聞いた
ら、「どういうふうに動いているか知りたい」ということだった。このように積極的に来てお
られる方もいる。そういう意味でスキルアップになっている部分はあるのだろう。若い人たち
はそういう形で専門科目も受けていると聞いている。
　　　教職大学院について、富山型はどこが違うのかということだが、これは特色を出すために富
山型と言っているのだろう。他の大学だと教育学部を前提としてその上で養成をさらにつくっ
ていくのが普通だが、本学は教育学部がなく、人間発達科学部なので、県の教育委員会と密接
に連携して、協働してあらためてつくっていくというのが大きな特色である。そういう意味で
は県に非常に大きくご支援いただいている。そこから人員を出してもらったり、あるいは県の
現職教員を積極的に派遣してもらうようなシステムになっているので、そのようなことから富
山型という形になるだろう。その内容については、もし補足があれば後ほどまたご紹介したい。
（大学側：藤田）　受講内容について見える化ということだが、オープン・クラスについてはシラバ
スをウェブ上で公開しているため、そちらの方である程度の部分は学生と同じものが見られる
ようになっている。また、オープン・クラスを受講する際には、必ず担当教員のサインや印鑑
が必要になる。内容については担当教員と、学生よりは密に話せる場が設けられており、「私
はこれくらい学んできたのだが、この程度の学びで付いていけるか」「こういうことを学びた
いのだけれど」という形で、双方向でよく話ができる場になっている。また、何かあればサロ
ンで私たちが話を伺っている。今のところコミュニケーションが全てだと考えている。
　　　イスラムなどもろもろのことだが、大学に現代的な話題に対応できる教員がいるのかどうか
からのスタートになる。話題になる現代的な課題や地域のニーズなど、いろいろなテーマが存
在しているが、それに対して私たちがどういう形で教員とのコーディネートをしていくのかと
いうところなので、900 名以上いる教員の専門を私たちが把握しながら地域に紹介していくこ
とが、大学開放の一環になっていくので、それがこれからの仕事だと思っている。今までもい
ろいろな形で見える化してきたが、今後も私たちも努力して取り組んでいきたい。またご意見
があれば今回の場に限らず、声を届けていただければと思っている。
（荒井座長）　委員の皆さまにはまだまだおっしゃりたいことがたくさんあると思うが、予定してい
た時間が来たのでこの辺で終えたい。貴重なご意見をたくさん頂き、また、11 月に実施され
たワークショップで生涯学習に熱心に取り組んでいらっしゃる方の生の声がたくさん届けられ
ているため、それらをくんで、富山県にとって大事な生涯学習の拠点とも言える富山大学の生
涯学習部門が今後ますます発展・充実することを祈っている。
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生涯学習推進懇話会資料（抜粋）
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富山大学地域連携推進機構生涯学習部門平成 26年度事業 
  ① 公開講座 幅広い年代の一般市民を対象に、多様なテーマで、数多くの講座を開催している。本学の教育・研究の成果を広く社会に開放するとともに、体系性のある独自のカリキュラムを開発・提供することにより、地域社会の文化水準の向上に資することを目指している。  ② オープン・クラス(公開授業)   各学部及び教養教育が開設している授業を一般市民にも公開している。高度な生涯学習に対する社会的要請に応えるとともに、学習機会を広く地域住民に提供し、本学と地域社会との連携を深めている。  ③ 高大連携   覚書に基づき、富山県立小杉高等学校の生徒を本学の正規授業へ受入れている。修了した生徒には高等学校から単位が認定されるなど地域の教育機関との連携を深めている。  ④ サテライト講座   富山駅前 CiC にて、一般市民を対象に８学部の教員がそれぞれ講師を担当し、年８回の無料講座を開催している。  ⑤ まちなかセミナー 北陸にある国立大学４校が連携して行っている。自大学の教員をコーディネーターとし、他大学の教員を講師に迎え、一般市民を対象としたセミナーを開催している。  ⑥ 生涯学習ワークショップ   あなたの学びをその先へ－「これからの学び」をワークショップでデザインする－   市民のニーズに応える新たな講座を企画することを目的としてワークショップを開催した。日ごろ生涯学習に取り組む市民を中心とした一般市民を対象に、市民参加型のスタイルで実施した。開催にあたり、富山県民生涯学習カレッジ、富山市市民学習センターからの支援を受けた。ワークショップの結果は、富山大学において次年度以降の事業に反映する。  ⑦その他 ・ 講師紹介・生涯学習相談   学外からの講演会・研修会等のための講師派遣依頼に応じて、本学教員の紹介をおこなっている。講師の選定とともに、企画段階でも学習（研修）プログラム作成に協力している。  ・地域との連携   富山大学と地域との連携を一層進めるため、各自治体を訪問しヒアリングを実施した。今後は、地域課題について相互理解を深め、協働して事業を企画・実施していく。  
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平成27年2月1日現在
開設年度 講座数 開設時間数 募集人員 延受講者数 修了者数
講座 時間 人 人 人平成元年 5 109 275 91 52
2 3 53 115 97 71
3 3 55 125 125 75
4 5 95 165 160 92
5 7 110 180 152 122
6 12 173 360 256 165
7 12 211 320 278 228
8 9 121 270 287 220
9 13 176.5 430 302 260
10 13 168.5 355 284 255
11 13 178 360 308 261
12 16 192 472 353 324
13 38 443.5 1,013 575 528
14 43 526.5 1,045 542 497
15 44 528.5 808 708 660
16 36 418 645 571 526
17 43 574.5 776 518 476
18 68 1,063 1,177 878 814
19 68 987 1,198 774 726
20 78 1,151.5 1,474 999 856
21 80 1,297 1,226 934 826
22 74 1,204.5 1,290 847 741
23 81 1,306 1,344 885 777
24 86（3） 1,425.5（37.5） 1,434（58） 1,003 895
25 74（3） 1,356（27） 1,112（36） 691 576
26 71（8） 1233.5（140.5） 1095（90） 645 438※実施中の講座あり
（ ）内は、中止講座の講座数、時間数、募集人員数
富山大学公開講座実施状況一覧
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平成26年度2月1日現在
◆教養講座 は後期分
男 女 計
1 とやま学－近世富山の史料を読む（前期） 深井　甚三 4/7～7/28 市民一般 13.5 13 9 2 11 8
2 身近に広がる美術の世界 隅　敦 4/15～8/5 市民一般 22.5 16 7 2 9 7
3 変体仮名を学んで、昔の書物に親しもう。 樋野　幸男 4/16～7/23 市民一般で、変体仮名を学びたい方。 12 15 5 2 7 7
4 MBA経営管理実践講座 上東　正和 4/23～7/9 社会人経験５年以上の企業にお勤めの方で、ある程度自社の経営について公開して討論できる方 30 5 中止
5 こころの中の意識と無意識 黒川　光流 4/26～7/26 市民一般 12 30 8 17 25 17
6 バルザック『あら皮』をフランス語で読む 中島　淑恵 5/8～7/31 初級から中級程度のフランス語の読解力をお持ちの市民の方 15 12 4 4 8 7
7 アンニョンハセヨ　韓国いろいろ語ろう(前期) 仲嶺　政光 5/9～8/7 市民一般 7.5 14 1 5 6 6
8 数と図形の楽しみ 濱名　正道 5/10～5/31 市民一般 6 15 中止
9 アンニョンハセヨで韓国を知ろう①(前期) 仲嶺　政光 5/10～8/9 市民一般 19.5 14 2 11 13 8
10 アンニョンハセヨで韓国を知ろう②(前期) 仲嶺　政光 5/12～8/4 市民一般 19.5 14 2 12 14 12
11 放射線と環境 近藤　隆 9/6～11/8 市民一般 12 20 5 1 6 5
12 ブラック企業から身を守れ！－労働法入門 竹地　潔 10/1～11/5 若手労働者 12 10 中止
13 アンニョンハセヨ　韓国いろいろ語ろう(後期) 仲嶺　政光 10/3～H27/2/20 市民一般 7.5 14 1 5 6 実施中
14 アンニョンハセヨで韓国を知ろう①(後期) 仲嶺　政光 10/4～H27/2/28 市民一般 19.5 14 1 7 8 実施中
15 アンニョンハセヨで韓国を知ろう②(後期) 仲嶺　政光 10/6～H27/2/23 市民一般 19.5 14 2 8 10 実施中
16 心の疑問に心理学はどう答えるか？ 黒川　光流 10/4～12/13 市民一般 12 30 4 16 20 17
17 とやま学－近世富山の史料を読む（後期） 深井　甚三 10/6～H27/1/19 市民一般 10.5 13 中止
18 プルースト『失われた時を求めて』をフランス語で読む 中島　淑恵 10/9～H27/1/8 初級から中級程度のフランス語の読解力をお持ちの市民の方 15 12 3 5 8 8
19 MBA経営管理実践講座 上東　正和 10/14～12/16 社会人経験５年以上の企業にお勤めの方で、ある程度自社の経営について公開して討論できる方 30 5 中止
295.5 280 54 97 151 102
◆語学講座
男 女 計
20 英語ディスカッションを通じたコンバセーションカフェ　＃５　（午後クラス） 仲嶺　政光 4/3～7/31
中級レベル以上の市民一般、（英語の新聞、雑誌、TVのニュース、インターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。） 13.5 12 3 7 10 8
21 朝鮮半島の文字と語彙(入門) 和田　とも美上保　敏 4/16～7/9 市民一般 19.5 25 3 2 5 3
22 ロシア語（初級・中級）(前期) 中澤　敦夫 4/10～7/17 入門のロシア語を学んだ方 19.5 10 2 4 6 5
23 中国語講座（会話中心の中級クラス） 仲嶺　政光 4/12～8/2 市民一般 19.5 16 6 7 13 7
24 中国語さらなる一歩(会話中心の中国語準中級・中級クラス)(前期) 藤田　公仁子 4/14～7/28 市民一般 19.5 16 8 6 14 13
25 韓国語によるスピーチ(中級) 和田　とも美 4/15～7/29 市民一般 19.5 10 0 9 9 8
26 英語で料理を楽しもう！ 仲嶺　政光 4/16～7/30
中級レベル以上の市民一般、（英語の新聞、雑誌、TVのニュース、インターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。）　更に、料理が得意な方で、料理やレシピについて英語で会話可能な方、そして料理を作っている映像／動画を持参できる方が対象です。受講に際しては、「講座内容」の注意事項を必ず読んでからご参加下さい。
10.5 12 0 3 3 3
27 中国語初級会話（前期） 仲嶺　政光 4/16～7/23 市民一般 19.5 16 8 8 16 13
28 中級フランス語７ 仲嶺　政光 4/26～7/26 前年度中級フランス語６を終了された方。または初級f程度のフランス語を学習された方。 19.5 25 4 11 15 13
29 入門フランス語フランス文化３ 仲嶺　政光 4/26～7/26 前年度入門フランス語フランス文化２を修了された方。はじめてフランス語を学習される方。フランス文化に関心のある方。 19.5 25 5 17 22 14
30 初級フランス語５ 仲嶺　政光 4/26～7/26 前年度初級フランス語４を修了された方。また一度フランス語を学習したものの中断されている方。 19.5 25 2 11 13 13
31 Cours de français (Niveau moyen) 中島　淑恵 5/13～7/15 中級程度のフランス語力をお持ちの市民の方。 15 12 1 9 10 9
32 アンニョンハセヨ　韓国語中級１ 仲嶺　政光 5/13～8/5 市民一般 19.5 14 4 9 13 12
33 アンニョンハセヨ　韓国語中級ステップアップ１ 仲嶺　政光 5/14～8/6 市民一般 19.5 14 1 6 7 6
34 レベルアップしよう！特別英語コンバセーションカフェ　＃５　～「幸福/Happiness」について～（日中クラス） 仲嶺　政光 8/20～9/4
中級レベル以上の市民一般。（英語の新聞、雑誌、TVのニュース、インターネット等から積極的に情報を取り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。） 9 12 1 5 6 6
35 中級フランス語８ 仲嶺　政光 9/27～H27/2/14 前期中級フランス語７を終了された方。または初級程度のフランス語を学習された方。 19.5 25 3 10 13 実施中
36 入門フランス語フランス文化４ 仲嶺　政光 9/27～H27/2/14 前期入門フランス語フランス文化３を修了された方。はじめてフランス語を学習される方。フランス文化に関心のある方。 19.5 25 3 21 24 実施中
37 初級フランス語６ 仲嶺　政光 9/27～H27/2/14 前期初級フランス語５を修了された方。また一度フランス語を学習したものの中断されている方。 19.5 25 3 11 14 実施中
38 中国語初級会話（後期） 仲嶺　政光 10/1～H27/1/14 市民一般 19.5 16 4 7 11 9
39 中国語講座（会話中心の中級クラス） 仲嶺　政光 10/4～H27/2/28 市民一般 19.5 16 6 3 9 実施中
40 中国語さらなる一歩(会話中心の中国語準中級・中級クラス)(後期) 藤田　公仁子 10/6～H27/2/9 市民一般 19.5 16 8 5 13 実施中
平成２６年度公開講座一覧
語学
修了者数開設期間
教養
ジャンル 講座名
計１９講座（教養講座）
受講者数
開設時間 募集定員 受講者数
開設時間 募集定員受講対象者実施責任者No. ジャンル 講座名
開設期間No.
備　　考
備　　考実施責任者 受講対象者 修了者数
－ 95 －
41 韓国語によるスピーチとディスカッション(上級) 和田　とも美 10/7～H27/1/27 市民一般 19.5 10 0 10 10 7
42 アンニョンハセヨ　韓国語中級２ 仲嶺　政光 10/7～H27/2/17 市民一般 19.5 14 4 9 13 実施中
43 アンニョンハセヨ　韓国語中級ステップアップ２ 仲嶺　政光 10/8～H27/2/25 市民一般 19.5 14 1 6 7 実施中
44 朝鮮半島のニュースを原語で読む(初級) 和田　とも美上保　敏 10/9～H27/1/22 市民一般 19.5 15 2 4 6 6
45 ロシア語（初級・中級）(後期) 中澤　敦夫 10/9～H27/1/29 入門のロシア語を学んだ方 19.5 10 3 4 7 6
46 短い言葉で気持ちを表現する英語講座＃４-ポエムやポスター表現に挑戦する-(日中クラス) 仲嶺　政光 10/10～H27/2/20 中級レベル以上の市民一般や大学性 12 10 0 6 6 実施中
47 Cours de français (Niveau moyen) 中島　淑恵 10/14～12/16 中級程度のフランス語力をお持ちの市民の方。 15 12 0 9 9 7
504 452 85 219 304 168
◆体験講座
男 女 計
48 家庭菜園入門 高橋　満彦 4/3～10/30 家庭菜園初心者 25 14 6 8 14 14
49 入門ピラティス　＃５　（日中クラス） 仲嶺　政光 4/10～7/24 健康に関心と興味を持っている市民一般 16 6 0 6 6 5
50 ドイツ歌曲を歌おう！（その１） 仲嶺　政光 4/26～8/2 市民一般 16 40 6 16 22 20
51 聴き手を動かす画期的なプレゼンテーションに挑戦してみよう！ 高井　正三 5/8～5/27 実務で画期的なプレゼンテーションを必要とされている専門職の方 20 8 中止
52 ワープロ＆表計算ソフトの基礎－Windows7でWord&Excel2013を利用してみよう－（前期） 上木　佐季子 6/2～7/1 これからワープロ・表計算ソフトを使ってみたいと思っている方 20 15 3 1 4 1
53 jQueryを使ってJavaScriptプログラミングを楽しもう！ 高井　正三 6/5～6/20 実務でjQueryによるコンテンツ作成技術を必要とされている専門職の方 20 14 中止
54 平成26年度ムーブメント遊びを通して学ぶソーシャルスキル教室 阿部　美穂子 6/15～12/7 年長～小学校２年生までの子どもと保護者 12 12 0 12 12 11
55 ゴルフ（初級者）コース 佐伯　聡史 8/7～8/29 市民一般 15 20 2 3 5 5
56 入門ピラティス　＃５　（夜のクラス） 仲嶺　政光 8/20～9/4 健康に関心と興味を持っている市民一般 12 6 0 6 6 6
57 iPadで広がるあなたのITライフ 上山　輝 8/29～9/20 市民一般（パソコン初級者） 11 15 2 3 5 5
58 塑造人体ヌード制作 後藤　敏伸 4/16～7/30 市民一般 30 12 8 7 15 13
59 漆と親しむー　漆でつくるアクセサリ－ 林　暁 4/22～6/6 市民一般 24 15 2 10 12 12
60 高齢者のための屋外家具の設計・制作 堀江　秀夫 6/3～6/29 60歳以上の高齢者 20 6 3 2 5 5
61 精密鋳造技法で作る小物 清水　克朗 8/3～9/7 高校生以上 28 7 4 4 8 8
62 コンピュータで学ぶ化学・生物-Rubyによるプログラミング実習- 梅嵜　雅人 4/19～5/31 市民一般 15 10 2 0 0 1
63 楽しい薬用植物の育て方・殖やし方　中級編 黒崎　文也 4/19～10/25 植物の栽培に興味のある方 12 15 6 9 15 12
64 ドイツ歌曲を歌おう！（その２） 仲嶺　政光 9/27～H27/2/7 市民一般 16 40 6 15 21 実施中
65 家庭で楽しみながら伝える、日本の文化「和菓子」 藤田　公仁子 10/5～11/30 市民一般 12 20 2 13 15 15
66 ワープロ＆表計算ソフトの基礎－Windows7でWord&Excel2013を利用してみよう－（後期） 上木　佐季子 10/7～12/9 これからワープロ・表計算ソフトを使ってみたいと思っている方 20 15 3 2 5 4
67 ヨーロッパ食-過去と現在の文化の中で- 徳橋　曜 10/9～11/20 市民一般 15 16 0 5 5 5
68 デジタル時代の自叙伝，回想録，写真集などの作り方，保存の仕方，楽しみ方 高井　正三 10/15～11/19 デジタル化して生涯の記録を，自叙伝，回想録，写真集で残したい市民の方で，デジタル技術に興味を持ち，かつ楽しみたい方 15 6 2 1 3 2
69 小学校図画工作科：ものづくりの楽しみ 隅　敦 11/13～12/18 小学校の教員または、小学生のものづくりに興味のある方 12 20 中止
70 テラコッタ頭像制作 後藤　敏伸 10/3～11/28 市民一般 18 15 6 5 11 11
71 テンペラ画 安達 博文 10/20～11/27 一般社会人 30 16 3 10 13 13
434 363 66 138 202 168
男 女 計
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●アンケートの結果から
・公開講座の受講者の性別をみると、女性の割合が65％と高くなっている。
・受講者の年齢を見ると、60代以上・50代以下がほぼ半々の割合になっている。
・受講者の居住地で多い順にみると、富山市（176人）、高岡市（40人）、射水市（26人）、滑川市（10人）、などとなっている。
・受講者の職業をみると、フルタイム・パート労働に就いている人が約半数に及んでいる。
・受講生はリピーターが多く、「初めて受講」が27％にとどまっており、ＰＲに課題を残している。
・公開講座を知ったきっかけをみると、大学からの郵便物が最も多く、次いでWebサイト、知人を通じて、の順になってい
る。
・公開講座受講の効果についてみると、「リフレッシュの機会になった」「知り合いが増えた」「複数で学んだ方が効果的」の
順に多い。
・公開講座の開講日・時間についての要望をみると、「平日午後」が最も多く、これに「平日夜間」「土曜日」が続いている。
●自由記述から（抜粋）
・開かれた大学・社会に貢献する大学を大いにアピールしてください。
・公開講座の内容を、もっと広く市民に周知した方が良い。
・メンバーがあまり変わらないので、もっと新しい人にたくさん良さを知ってもらいたいです。宣伝をもっとしてください。
・レベル別に分かれたクラスがあればいいと思う。
・少人数のクラスでとても良かったです。 またチャンスがあれば参加してみたいです。
・興味のある講座が、昼間に仕事を持っていると選ぶことができずに残念に思うことがあります。
・毎回の宿題に追われましたが、とても楽しかったです。 刺激を受けました。 もっともっと成長したいと思うのでこれから
も続けたいと思っています。
・先生はとても親しみやすく楽しく授業を受けることができました。 他の受講生の方々からたくさんの刺激を受け充実した
時間を過ごせました。 ありがとうございました。
・とても良い刺激になりました。 語学を勉強することは、違った文化を知ることと改めて思いました。
・楽しかった。 語学以外の韓国文化なども知れてよかった。
・こんな講座ならどれだけでも受講したいと思います。（毎日の気ぜわしい生活の一服の清涼剤となりますよ!）
・仕事の後のリフレッシュになっています。
・成長できる機会を与えてくださりありがとうございます。 これからもぜひ続けて下さい。
・1講座120分が90分になり残念です。 ぜひ120分にして下さい。回数も減ってしまい、ぜひ元通り半期15回にもどして下さ
い。
・とてもとても楽しかったです。いろんなデザイナー一人一人にクローズアップして、もっと深く勉強してみたいと思いまし
た。
・参考文献をいろいろ教えて欲しい。予習、復習になってとっても楽しかった。疑問がいろいろ有るが、それらがいつすっき
りするのか、次回からがまたとても楽しみです。
・午前の部はできれば、10:00～11:30の時間帯にして頂けると午後からの用事に行きやすいです。
・講座が終了した後でも、講師に質問がある場合にメアドで意見交換できる道筋があればいいと思う。
・ときには講師の先生と一緒に食事をしながらお話を聞く機会があればと思う。 おいしい料理と講義ありがとうございまし
た。
・アットホームで毎回楽しく受講させていただきました。 先生、大変お世話になりました。 沢山勉強になる事がありまし
た。 これからそれを生かし、使いこなしたいと思います。 大学院生のお兄さん、お姉さんありがとうございました。 これか
らシニア、初心者を対象にした講座がもっとあれば嬉しいです。
・越人と富山の話を聞ける講座があるとうれしい!!
・少人数で、細かいところがよくわかりました。 講義だけではなく、実習が入ることで楽しく受講することができ、自分の知
識、料理の幅が広がったように思います。ありがとうございました。
・可能であれば駅前CiCなどでも講座があればもっと良いと思います。
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○学部別オープン・クラス（公開授業）受講者数の年度別推移
前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計49 38 87 47 31 78 39 24 63 30 32 6242 55 97 47 62 109 57 48 105 48 45 9318 10 28 19 17 36 21 14 35 20 11 3111 13 24 11 7 18 11 15 26 20 15 358 13 21 6 6 12 9 10 19 14 11 255 6 11 4 2 6 1 0 1 3 5 825 13 38 35 35 20 11 31 8 813 6 19 4 8 12 7 9 16 10 9 190 1 1 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 30 0 0 0 0 0 0 0171 155 326 173 133 308 165 131 296 155 129 284＊1北陸銀行との連携による寄附講義（企業等からの講師派遣による講義）。H25後学期については、インテックとの連携による寄付講義。
○学部別オープン・クラス（公開授業）公開科目数の年度別推移
前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計72 55 127 67 52 119 49 54 103 65 49 11469 73 142 64 79 143 60 69 129 63 61 12461 69 130 63 61 124 55 64 119 54 60 11444 32 76 44 29 73 18 35 53 49 38 8771 68 139 73 67 140 75 63 138 76 61 137121 86 207 93 88 181 90 92 182 87 87 1742 2 4 1 1 1 1 2 1 142 33 75 34 25 59 27 19 46 30 24 547 7 14 6 10 16 2 2 4 4 43 3 6 3 3 6 2 2 4 2 4 62 0 2 1 1 2 0 0494 428 922 449 415 864 379 401 780 427 388 815＊1北陸銀行との連携による寄附講義（企業等からの講師派遣による講義）。H25後学期については、インテックとの連携による寄付講義。
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学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者数 受講者小計1 教養 6 日本の歴史と社会 熊谷　隆之 22 教養 7 東洋の歴史と社会 澤田　稔 13 教養 10 日本文学 二村　文人 34 教養 16 現代社会論 竹村　卓 25 教養 19 現代社会論 橋本　勝 26 教養 20 国家と市民 秋葉　悦子 27 教養 22 経済生活と法 志津田　一彦 18 教養 29 地域の経済と社会・文化 大西　宏治 29 教養 31 地球と環境 渡邊　了 110 教養 34 生命の世界 唐原　一郎 111 教養 35 生命の世界 蒲池　浩之 112 教養 44 技術の世界  大路　貴久伊藤　弘昭 113 教養 48 英語Ｂ（3） 湯川　純幸 314 教養 49 ドイツ語Ｂ（3） 宮内　伸子 115 教養 50 ドイツ語Ｂ（3） ウォルフガング　ツォウベク 116 教養 52 ラテン語Ｂ（3） 松﨑　一平 117 教養 58 生命の世界 川原　茂敬 118 教養 63 音楽 大谷　多賀子 119 教養 64 フランス語Ｂ（3） 近藤 壽良 220 教養 65 中国語Ｂ（3） 応　広建 1 3021 人文 1 哲学概論 永井　龍男 122 人文 8 東洋思想史   鈴木　信昭末岡　宏田畑　真美 423 人文 11 人間学演習Ⅰ 田畑　真美 324 人文 14 心理学概論Ⅱ   喜田　裕子黒川　光流坪見　博之 125 人文 16 日本史特殊講義 鈴木　景二 226 人文 17 日本史概説Ⅱ 熊谷　隆之 327 人文 18 古文書学実習 熊谷　隆之 328 人文 22 西洋史講読 漆間　真由美 329 人文 23 考古学概論 次山　淳 230 人文 24 社会文化特殊講義 伊藤　智樹 131 人文 26 国際関係論（政治学） 竹村　卓 132 人文 29 日本文化講読 立川　健治 233 人文 33 外国語演習（ロシア語）  吉田　俊則青木　恭子 134 人文 39 英米言語文化講読Ⅰ 大工原　ちなみ 135 人文 40 英米言語文化演習Ⅱ 大工原　ちなみ 136 人文 42 英米言語文化演習Ⅱ 恒川　正巳 137 人文 43 英米言語文化演習Ⅱ 奥村　譲 138 人文 46 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（１） ヴォルフガング　ツォウベク 339 人文 48 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（２） ヴォルフガング　ツォウベク 240 人文 49 ドイツ語コミュニケーション（作文）初級 ヴォルフガング　ツォウベク 141 人文 50 ドイツ語コミュニケーション（作文）中級 ヴォルフガング　ツォウベク 142 人文 52 ロシア言語文化演習Ⅱ 中澤　敦夫 343 人文 56 実践ロシア語演習Ⅰ カザケーヴィチ　ヴェチェスラフ 144 人文 58 実践ロシア語演習Ⅲ カザケーヴィチ　ヴェチェスラフ 145 人文 59 ロシア言語文化特殊講義Ⅱ カザケーヴィチ　ヴェチェスラフ 246 人文 61 生涯学習概論 藤田　公仁子 147 人文 62 博物館情報・メディア論 黒田　卓 148 人文 63 視聴覚教育メディア論 黒田　卓 1 4849 人間 9 コミュニティ心理学 下田　芳幸 250 人間 13 知的障害児の教育Ⅱ 阿部　美穂子 151 人間 15 児童福祉論 西館　有沙 152 人間 18 臨床発達心理学 小林　真 153 人間 22 メンタルマネジメント 福島　洋樹 154 人間 25 都市減災論 椚座　圭太郎 155 人間 28 比較地域論 山根　拓 1
平成26年度　前学期　オープン・クラス受講科目別集計
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学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者数 受講者小計56 人間 29 全地球史 椚座　圭太郎 157 人間 38 住環境論 秋月　有紀 158 人間 39 栄養学 藤本　孝子 259 人間 40 国際政治学 池田　丈佑 360 人間 41 家族関係学 神川　康子 461 人間 45 ヨーロッパ地域史論 徳橋　曜 1 2062 経済 4 特殊講義 Macroeconomics モヴシュク　オレクサンダー 163 経済 6 地方財政論 中村　和之 164 経済 7 財務会計論 鈴木　基史 165 経済 13 外国書講読Ⅰ 若林　丈靖 266 経済 18 中国経済論 今村　弘子 267 経済 24 現代経済入門 小柳津　英知 168 経済 29 入門法学ⅠB 橋口　賢一 169 経済 30 政治経済学 星野　富一 170 経済 32 現代資本主義論 小倉　利丸 271 経済 34 管理会計論 森口　毅彦 172 経済 35 外国書講読Ⅰ 新里　泰孝 273 経済 42 財産法Ⅰ 香川　崇 374 経済 45 経済学入門 大坂　洋 175 経済 49 労働法 竹地　潔 1 2076 理 15 代数学特論A 木村　　巌 177 理 28 核・素粒子物理学Ｂ 栗本　猛 278 理 53 地球科学概論Ⅰ   松浦　知徳楠本　成寿石﨑　泰男 179 理 54 鉱物学 清水　正明 180 理 55 気象学概論  青木　一真安永　数明 281 理 57 層序学 柏木　健司 182 理 58 地殻物理学 楠本　成寿 183 理 61 列島地質 大藤　茂 284 理 66 海洋底物理学 楠本　成寿 185 理 72 環境微生物学  中村　省吾田中　大祐 2 1486 工 17 電気回路基礎 小川　晃一 187 工 33 プログラミングⅠ 高松　衛 188 工 57 生化学Ⅰ 黒澤　信幸 1 389 大学院 1 新時代の成長戦略と企業価値創造 鈴木　基史 8 8143合　　　　計
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学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者数 受講者小計1 教養 1 現代社会論 伊藤　智樹 12 教養 4 コロキアム（世界の映画） 末岡　宏 13 教養 7 コロキアム（競馬学） 立川　健治 14 教養 9 ラテン語Ｂ（4） 松﨑　一平 15 教養 12 西洋の歴史と社会 入江　幸二 56 教養 20 地域の経済と社会・文化 山根　拓 17 教養 23 言語と文化 宮城　信 28 教養 24 西洋の歴史と社会 大西　吉之 19 教養 27 経営資源のとらえ方 内田　康郎 310 教養 28 日本国憲法 伊藤　嘉規 111 教養 29 市民生活と法 福井　修 512 教養 30 日本国憲法 栗田　佳泰 113 教養 35 地球と環境 石﨑　泰男 414 教養 45 現代社会論 橋本　勝 115 教養 46 市民生活と法 木原　淳 116 教養 47 化学物質の世界 會澤　宣一 3 3217 人文 3 西洋思想史 永井　龍男 118 人文 7 人間学演習Ⅰ 松﨑　一平 119 人文 8 宗教思想 松﨑　一平 420 人文 9 人間学演習Ⅰ 田畑　真美 321 人文 14 言語学概論Ⅰ 安藤　智子 222 人文 15 心理学概論Ⅰ   喜田　裕子黒川　光流坪見　博之 123 人文 17 日本史概説Ⅰ 鈴木　景二 224 人文 18 日本史基礎演習 鈴木　景二 125 人文 19 日本史特殊講義 熊谷　隆之 326 人文 20 古文書学実習 熊谷　隆之 227 人文 22 西洋史概説Ⅰ 入江　幸二 128 人文 28 国際文化概論    吉田　俊則鈴木　信昭齊藤　大紀青木　恭子 129 人文 29 日本文化特殊講義 立川　健治 130 人文 33 日本文学特殊講義 呉羽　長 131 人文 34  日本文学特殊講義（万葉集） 坂本　信幸　他 132 人文 35 朝鮮学入門   鈴木 信昭和田　とも美上保　敏 233 人文 39 英米言語文化演習Ⅱ 大工原　ちなみ 234 人文 40 英語学講読Ⅰ 奥村　譲 135 人文 41 英米言語文化演習Ⅱ 奥村　譲 236 人文 43 英米言語文化演習Ⅱ 恒川　正巳 237 人文 47 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（１） ヴォルフガング ツォウベク 338 人文 51 ドイツ語コミュニケーション（会話）Ⅱ（２） ヴォルフガング ツォウベク 139 人文 53 フランス言語文化特殊講義 村井　文夫 140 人文 55 ロシア言語文化演習Ⅱ 中澤　敦夫 341 人文 57 実践ロシア語演習Ⅰ カザケーヴィチ ヴェチェスラフ 142 人文 61 ロシア言語文化特殊講義 カザケーヴィチ ヴェチェスラフ 2 4543 人間 1 心理学研究法 村上　宣寛 144 人間 11 地域交流活動論 隅　敦 145 人間 22 保育者論 若山　育代 146 人間 25 地域と健康 布村　忠弘 247 人間 41 ホームマネージメント 神川　康子 248 人間 43 カラーコーディネート論 秋月　有紀 249 人間 48 人間安全保障論 池田　丈佑 150 人間 49 気候環境論 田上　善夫 1 1151 経済 4 貿易論 岸本　壽生 252 経済 6 国際経済学 垣田　直樹 153 経済 9 景気循環論 星野　富一 354 経済 13 債権法Ⅱ(各論) 橋口 賢一 155 経済 16 金融論Ⅱ 山田　潤司 1
平成26年度　後学期　オープン・クラス受講科目別集計
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学部 科目番号 授業科目名 担当教官 受講者数 受講者小計56 経済 18 外国書講読Ⅱ 金　奉吉 257 経済 19 経営組織論 清家　彰敏 158 経済 20 環境経済学 龍　世祥 159 経済 25 証券市場論 本間　哲志 260 経済 34 法学入門  伊藤　嘉規森嶋　秀紀 1 1561 理 15 関数解析学 濱名　正道 162 理 26 物性物理学Ａ 池本　弘之 163 理 49 一般地質学 大藤　茂 264 理 50 地球内部物理学 渡邊　了 265 理 52 岩石学 石﨑　泰男 366 理 53 雲物理学 青木　一真 2 1167 工 11 電気エネルギー工学２ 伊藤　弘昭 168 工 14 電磁気学１ 中 茂樹 169 工 65 英語コミュニケーション キタノ　アスカ 3 5119合　　　　計
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●アンケート自由記述の結果から（抜粋）
・退職し、これからは自分の学びたいことのみに取り組めるよい機会でした。若い人たちの中で、ちょっとウキウキしながら、た
いへん楽しく貴重な時間を過ごすことができ、感謝です。
・大変お世話になりました。難しい内容もございましたが、とても意義ある内容でした。不思議なもので、大学時代には，到底思
いもつかない、そして、その時代では興味も持てないようなこと等、この歳になって、初めて“学ぶ”ことの大切さを思いました。お
そらく、いまのお若い方でもいつかそういった思いをすることもあろうと存じます。“今”の大切さを知る時は、過ぎ去ってから…か
もしれません。遅ればせながら、そして、お恥ずかしい姿をお見せしながら年よりが頑張っております。そういう機会を与えて頂
けたことに心より感謝いたします。ありがとうございました。
・他にも学びたい講座（授業）がオープンクラスになっていないのが残念です。オープンクラスのことをより多くの人達に知っても
らえたらと思います。
・留学を志す学生の多さに驚くとともに、富山大学生の力強さを感じました。Toeic ToeFL関連を含め、一般教養関係の英語科目
のオープンクラス化を希望します。段々、受講対象・範囲が狭められて来ています。
・「富大生と一緒に学べます」のキャッチフレーズ（募集要項、表紙）が泣きます。というのも，オープンクラスの生徒は他の人の
発表の注釈を開くのみで自分の担当箇所・発表箇所がありません。全回予習していましたが自分の解釈の正否を、他の生徒の
発表と先生の講義で確認するのみで何かもの足りないのがありました。
・学生さんと共に学べて若返った気分になれました。大学２年生さんの学習状況が分かり楽しかったです。自分はフランス語の
学習歴が長い（20年位？）ですが、先生の授業は文法のポイントを良くおさえて教えて下さるので、とてもためになりました。
・ボランティアなど何かお返しできれば良いのですが。
・毎回、楽しく（むずかしかったですが）受講しました。
・実習系の講座についても一部公開にして頂けると良いと思いました。
・オープン・クラス用の部屋があったので、便利で使いやすかった。
・質問ができれば、大変ありがたいと思っております。メールでの応答が可能ならばよろしいのですが、如何でしょうか？希望し
ます。講義は一方通行になりがちです。
・本講座のオープン・クラス受講者が少ない（小生のみ？）しっかりPRして参加者が多くなるように工夫されたい。
・先生の講座は、富山市民大学でも受講しています。とても楽しく、有意義です。有難うございました。
・教授は分かりやすく、おもしろく、楽しく学ばせていただき、本当にありがとうございました。安い授業料で立派な先生に教えて
いただき、感謝しています。私の人生のライフスタイルとして、続けていきたいと思います。
・学ぶ意欲を増長させて貰っています。ある程度の負荷（宿題、レポート提出等）があっても良いのではないか。
・このような機会を与えてくださりとても感謝しております。興味のあることに少しでもふれることができ、悪戦苦闘しながらも、授
業が楽しみでした。また、受講料につきましても、良心的な設定で受講させていただけましたこと、対応して下さったスタッフの皆
様方も大変感じよく、ありがとうございます。
・自分の求めているものには、さらに次のステップがあると感じました。そこで、要望なのですが、オープン・クラスを修士課程に
拡大していただけたらとてもありがたく存じます。
●教員アンケートから（抜粋）
・熱心な方に受講していただきありがたく存じます。今後も積極的に行っていただきたい。
・原則としては、（ＯＣを）推進すること大学の社会的責任だと思います。
・毎年回答していることですが、学生にとっても刺激になり、学習の進展にとってもよい形態だと思います。
・私の授業の場合は、オープンクラス生も普通の学生（大半は１年生）に混じって、小グループ（＝チーム）に入り、授業中のグ
ループディスカッションや全体での討議、チームとしての授業外学習に加わる形式のため、異なる年齢層や社会経験を持つ
オープンクラス生は一般学生に大きな刺激を与える貴重な存在である。
・学生にとってクラスの中に社会人がいることはよい刺激なるのと思います。特に、私の受講生の場合、座席の最前列で熱心に
受講していましたので、周囲の学生によい見本となったようです。
・現役学生にとっても良い影響があると思います。教員にも良い緊張感が生まれます。
・（ＯＣは）とてもいいことだと思います。国立大学として、富山県民の生涯教育に貢献していくべきだと思いますし、学生にとって
もいい刺激になると思います。
・もっとたくさんの一般の方々に受講していただければと思います。
・社会人の方ということで、それほど抵抗感はございません。
・高齢化が進む中、生涯学習のニーズはますます増加すると思われますので富山大としてもそれに答える施策が必要と考えま
す。
・地域社会に貢献するために、オープンクラスは、教員の手間があまりかからず貢献度も高いと思うので、積極的に行うべきだ
と思います。
・大学院における生涯学習支援プログラムを考えてはどうでしょう。
・私が知らないだけかもしれませんが、学外への広報をもう少し活発にしてもよいのではないかと考えます。例えば、私の知る
限りですが、「広報とやま」で大学からの案内を見たことがあまりありません。単に学内に掲示するのみならず、市役所や県庁
のロビーにポスターを貼ったり、パンフレットを増やしておいたり、既にされているとは思いますが、拡充されてはどうかと考えま
す。
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          生涯学習部門のサロンがオープンしました！ 休憩・ご飲食場所としてお使いください。              
 
 
 
 
 
 
               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生涯学習相談会を開催！  
生涯学習部門専任教員が担当します。受講相談、 お困りごとをお話しください。 
 開催日は、 
月～木曜日 15：00～16：00 です。 
＊開催日の詳細はサロンの利用時間カレンダーをご覧 ください。 
 ＊都合により急きょお休みさせていただく場合があります。  お休みの場合は、サロンの掲示でお知らせします。 
●利用時間  
 
 
 
 
 
 
 
 
    ＊詳細はサロンの利用時間カレンダーをご確認ください。 
 ●場所  富山大学五福キャンパス 生涯学習部門（共通教育棟 B棟）２階  地図は裏面へ⇒ 
授業期間中(4-7月、10-1月)  ・公開講座のある日 ８：３０～講座終了２０分後  ・公開講座のない日 ８：３０～１６：３０  ・土・日曜日 講座開始２０分前～講座終了２０分後 
授業期間外(8-9月、2-3月)  ・公開講座のある日 講座開始２０分前～講座終了２０分後  ・その他、相談会を実施する時間 
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●オープンサロン地図   
  五福キャンパス 生涯学習部門(共通教育棟 B棟) ２階 
                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【お問合せ先】 富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 
(社会貢献課地域連携チーム) 
 
TEL:076-445-6956  FAX:076-445-6033 
Mail:lifelong@ctg.u-toyama.ac.jp 
HP: http://www.life.u-toyama.ac.jp/ 
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富山大学と富山県立小杉高等学校との高大連携事業 
 １、概要 本学と小杉高等学校との高大連携事業の一環として、「富山大学と小杉高等学校との高大連携事業に関する覚書」に基づき、教養教育科目のうちオープン・クラスとして開講している授業に小杉高等学校からの生徒を受け入れている。  修了した生徒には、小杉高校から卒業単位１単位が認定される。  
 ２、平成２６年度受講状況  (１)開講曜日・時間：前学期 月曜日・５限 
  (２)受講科目・受講者数 
  科目名 担当教員 受講者数 修了者数 
1 美術 三宮千佳（芸術文化学部） 10 10 
2 国家と市民 八百章嘉（経済学部） 2 2 
3 市民生活と法 香川崇（経済学部） 1 1 
4 物理の世界 西村克彦（工学部） 3 3 
5 西洋の歴史と社会 漆間真由美（非常勤講師） 3 3 
6 外国文学 吉田泉（非常勤講師） 2 2 
合計 21 21 
 過去修了者数 ・２１年度  ６科目 １１名     ・２２年度  ４科目  ８名   ・２３年度  ６科目 １２名   ・２４年度  ２科目  ４名     ・２５年度  ３科目 １４名 
 ３、事後研修・発表会 日   時：平成２６年 ９月 ５（金）１６時～ 場   所：小杉高等学校会議室 プログラム：１６：００～１６：０５ 開会の挨拶（米谷校長）       １６：０５～１７：００ 発表（富山大学受講生徒）       １７：００～１７：１０ 講評（富山大学藤田生涯学習副部門長）       １７：１０～１７：１５ 修了証授与       １７：１５～１７：２０ 閉会の挨拶（蒲田副校長）       １７：２０ 終了・事務連絡 
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小杉高校スプリングセミナー 
 ■趣旨：進学希望の生徒を対象に、大学の授業を受けることで意欲向上に     つなげること。 
 ■日時：平成 27年 3月 18日（水）11時～12時半 
 ■会場：富山県立小杉高等学校 
 ■講師：以下の２名   ○山崎 裕治 先生（理学部生物学科准教授）   ○竹地 潔 先生（経済学部経営法学科教授） 
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回 実　施　日 所属 講　師 タ　イ　ト　ル 参加人数
1 5月24日(土) 芸術文化学部 辻合　秀一 ３Ｄスキャンの世界 120
2 6月21日(土) 大学院医学薬学研究部(医学) 戸邉　一之 長生きの秘訣―身近にできるメタボ・糖尿病対策 162
3 7月26日(土) 大学院理工学研究部(理学) 上田　晃 地熱を使って、富山の夏を涼しく、冬を暖かく 71
4 8月30日(土) 大学院理工学研究部(工学) 田端　俊英 学習・記憶の脳メカニズム 141
5 10月4日(土) 経済学部 内田　康郎 成長する企業の戦略と課題 60
6 11月29日(土) 人文学部 藤田　秀樹 「ニュー・ハリウッド」の幕開け－アメリカ映画『卒業』（1967）を批評的に見る 59
7 12月20日(土) 人間発達科学部 長谷川　春生 ケータイやインターネットにかかわるトラブルとその解決法は？－子どもたちの間で今起こっていることから考える－ 53
8 2月7日(金) 大学院医学薬学研究部(薬学) 藤　秀人 体内時計を利用した治療（時間治療）について～体内時計の異常による病気の発症から薬物治療まで～ 118
受講者数合計 784
平均受講者数 98.0
平成２６年度サテライト講座実施結果
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平成２６年度 北陸４大学連携まちなかセミナー実施状況 
 （富山大学） 
日  時 平成２６年１０月１８日（土）１４：００～１７：００  
会  場 富山駅前ＣｉＣビル５階 いきいきＫＡＮ多目的ホール （富山市新富町 1-2-3） 
テ ー マ 薬物依存・薬物乱用の怖さ 
講  演  
①「覚醒剤依存の研究・最前線」  新田 淳美（富山大学大学院医学薬学研究部（薬学）教授）  ②「薬物依存の実際・そして回復をいかに支援するか」  大森 晶夫（福井大学非常勤講師／福井県立大学看護福祉学部教授） ③「気をつけよう、お酒の飲み過ぎと睡眠薬の使い過ぎ」  戸田 重誠（金沢大学附属病院 講師） 
コーディネーター 新田 淳美（富山大学大学院医学薬学研究部（薬学）教授） 
受講者数  ６８名（講師・関係者含む）：（昨年度１３７名） 
 （福井大学） 
日  時 平成２６年１１月８日（土）１４：００～１６：３０ 
会  場 福井大学アカデミーホール （福井市文京 3-9-1） 
テ ー マ 伝統医学を支える身近な和漢生薬 
講  演 
①「身近な和漢薬の勧め」  小松 かつ子（富山大学和漢医薬学総合研究所 教授）  ②「薬草に親しむ：身近な薬用植物」  佐々木 陽平（金沢大学医薬保健研究域薬学系 准教授） 
コーディネーター 藤井 豊（福井大学医学部医学科 教授） 
受講者数 ６６名（講師・関係者含む）：（昨年度 ６９名） 
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（金沢大学） 
日  時 平成２６年１１月２９日（土）１４：００～１６：３０ 
会  場 金沢大学サテライト・プラザ （金沢市西町３番丁１６番地 金沢市西町教育研修館内） 
テ ー マ 地域づくりの担い手育て 
講  演 
①「まちなか研究室を起爆剤にした大学生によるまちづくり」  大西 宏治（ 富山大学人文学部 准教授 ）  ②「学生と地域の協働によるまちづくり」  浅野 秀重（ 金沢大学地域連携推進センター 教授 ）  ③「LED 和ろうそく：リーダー育成、地域貢献、灯り文化発信のツール」 明石 行生（ 福井大学大学院工学研究科 教授 ）  
コーディネーター 横山 壽一（ 金沢大学地域連携推進センター長 ） 
受講者数 ２１名（講師・関係者含む）：（昨年度４７名） 
 （北陸先端科学技術大学院大学） 
日  時 平成２６年１１月３０日（日）１４：００～１６：３０ 
会  場 サイエンスヒルズこまつ ひととものづくり科学館 （小松市こまつの杜２番地） 
テ ー マ 健康を支える生活と豊かな地域づくり 
講    演 
 ①「健康な暮らしと地域での支えあい」  鏡森 定信（富山大学 名誉教授）  ②「日常生活に生かす伝統医学―体質理論の活用―」  許 鳳浩（金沢大学大学院 医薬保健学総合研究科  臨床研究開発補完代替医療学講座 客員准教授）  
コーディネーター 中森 義輝（北陸先端科学技術大学院大学 知識科学研究科 教授） 
受講者数 ２８名（講師・関係者含む）：（昨年度２４名） 
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Ｈ26まちなかセミナー(富山会場)受講生アンケート集計
　10代以下　 　20代　 　30代　 　40代　 　50代　 　60代　 　70代以上 無回答
男 2 3 8 15
女 1 1 1 2 5 14 1
性別不明 1 2 3
富山県 福井県 石川県 無回答
57 1 1
無回答
チラシ ポスター 新聞 テレビ 学校 職場 知人・友人
①受講のきっかけ 37 3 6 1 1 2 6
（複数回答あり） 大学HP Facebook その他
7 0 8
②チラシ・ポスター DM ＣＩＣ 図書館 サテライト講座 大学
その他
文化施設 職場 覚えていない
を見た場所 13 6 1 9 1 5 1 5
③参加した目的
（複数回答あり） 無回答
そう思う 少しそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
43 14 1 1
40 18 1
45 12 2
44 13 2
3
職場からのすすめ
41
①性別・②年齢
3
興味・関心があるから
20
31 5
講演を受講して満足している
説明や解説はわかりやすかった
資料・映像はわかりやすかった
講演のレベルは適切だった
知人・友人からのすすめ
セミナー参加回数
1
2
今回がはじめて １回受講している ２回以上受講している
30 10
③市町村名
タイトルが面白そうだったから
④授業の難易度
19
職業に活かすため 余暇の有効活用
9
その他
教養を高めるため
そう思
う
73%
少しそ
う思う
24%
あまり
そう思
わな
い
1%
無回
答
2%
説明や解説は
わかりやすかった
そう思
う
68%
少しそ
う思う
30%
無回
答
2%
資料・映像は
わかりやすかった
そう思
う
76%
少しそ
う思う
20%
無回
答
4%
講演のレベルは
適切だった
そう思
う
75%
少しそ
う思う
22%
無回
答
3%
講演を受講して
満足している
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Ｈ26まちなかセミナー(富山会場)受講生アンケート集計
⑤講演内容・資料
についての意見
深まった やや深まった あまり深まらなかった 深まらなかった 無回答
30 25 3 0 1
4 今後希望するテーマ・内容
5 意見・感想
　
アンケート回答件数： 59
アンケート配布件数： 68
アンケート回収率： 86.8%
3
⑥認識の変化
○薬物依存についての話は、知らなかった事が多く、良かった。
○飲酒や、睡眠薬のことなど、思い当たることがあり、参考になりました。
○文字の小さいスライドは見にくかったです。
○戸田先生も資料がほしかったです。
○もう少し、ゆっくりの説明が
○大変わかりやすくてとても良かったと思います。
○ニュースで脱法ドラッグと良く聞く機会がありましたが、くわしい情報が聞けて良かったです。
○薬物依存の現状や原因の説明を、よく研究していらっしゃいました。
○もう少しゆっくり話していただいた方が高齢者には聴きとりやすく理解が深まる。
○知識のない私でもわかりやすかったです。
○個人的には精神疾患に興味があります。
○今後も、タイムリーな話題をとりあげていただければと思います。
○米騒動、中世越中民衆史、富山の産業
○認知症、少しでも健康に老いる為の注意点
○マスコミで充分理解が得られない分野
○富山は安全なところではない。150～160年に土石流、液状化が発生している。火山もある。こ
の説明がほしい。
○身近な法律についての話を聴いてみたい。
○放射能（線）について
○新田先生の講演は非常にわかりやすいから、定期的にやって欲しい
○薬育、小・中・高教育現場での教育
○少子化のはどめ
○今回の続きを視点を換えてまた宜しく
○情報過多時代の適切な情報の使い方
○情報による個人・社会への影響（身体的、精神的etc）
○バリアフリー（手話、点字）は？又、介護は？
○薬物依存をなくすためには、最初の1回を、絶対しない事と、わかりました。いつもとても参考に
なり、感謝しています。
○大変参考になりました。ありがとうございました。
○駅からすぐの場所で、このセミナーの趣旨に沿っていて、参加しやすいように工夫されていると
思いました。
○テーマもとてもタイムリーなものだったと思います。
○新田先生のお話は、とてもわかりやすかったです。子供たちにもぜひ聞かせたい内容だとおも
いました。
○毎日、仕事と家事におわれてバタバタと時間が過ぎています。年に１度か２度でも大学の先生
から、直接お話をうかがえるというだけでも、生活に潤いが得られる様に思います。少しの時間で
も学生気分を味わって、心のリフレッシュができる様に思います。本来のセミナーの目的とは違う
と思いますが、こんな参加者もいます。土曜日も仕事の時があるので、次回はどうなるかわかりま
せんが、ぜひ参加したいです。ありがとうございました。
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ワークショップの概要  
 去る平成 26年 11 月 15 日、富山大学・生涯学習ワークショップ 2014「あなたの学びをそ
の先へ〜これからの学びをワークショップでデザインする〜」が開催された。議論の柱は、
①自己紹介と「現在の学び」の紹介、②今求められている講座の提案、③今の学びを「形」
にする、の３点を設定した。以下、各グループの発表内容（ビデオ撮影の記録による音声
おこし）、および各ワークで生み出された情報（付箋紙に記された内容）をもとにしたワー
クショップの概要になる。 
 
１．高齢者＝「幸」齢者！？ 
 
 ワークショップ参加者が生涯学習に積極的に取り組んでいる方々であることを反映して
いるせいかもしれないが、加齢ということに対しポジティブに受け止める意見がみられた。
これは、高齢者を「幸」齢者というふうに読み替える表現に端的に示されている。「人生百
歳まで現役であります、一生勉強であります」。様々な人生経験を積んでからの学びには、
若い世代にはない固有の活力があることを感じさせる。「生涯学習に卒業はない」と言い切
る力強い意見もみられた。 
 
２．地域に根ざす学び 
 
 参加者の中には、「地域を学ぶ講座がほしい」というローカルな学びの要求がある。「土
地の人の持っている知識を集めて、何らかの形にしたい」——生涯学習は地域社会を重要な
基盤としている。大学進学や「会社勤め」によって、いったん地域を離れる局面が訪れる
ことも多くあるだろう。しかし定年退職後、彼ら・彼女らは再び地域に帰っていくことに
なる。そこで、どういう形で地域に根ざした生き方が可能なのか、ということが問われて
くる。学びを介してローカルなネットワークにどう参入できるか、ということが課題とな
るのである。地域の生涯学習機関にはこうした課題解決が期待される。 
 
３．発表する場がほしい！ 
 
 生涯学習の実践は他者との関わりを広げていくことを促す。すなわち、学んだ内容を他
者に伝え、交流したいという気持ちにさせられることもある、ということである。「学ぶ→
学んだことを周りの人に還元する」「学んだことを職場仲間に広める責任を感じている」「シ
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ニア層が知っている歴史とか、地元にずっと伝承されている話とか、それを何とか若い世
代に伝えたい」というように、学びというものが本来的に開かれた関係性を促すものであ
る、ということも示されているのである。参加者からの要望として、学んだことの「発表」
の機会がほしい、という声があった。「講座なりで勉強するんですが、そういう風にして得
られた知識を、どこかで発表する場がぜひほしい」。 
 
４．大学を拠点とした生涯学習——学びの不完全燃焼をのりこえる 
 
 学びたい、学んだことを活かしたい、学んだことを誰かに伝えたい、これらの学び・そ
の発信のパワーはどこからあふれ出してくるのか。その一つの理由に、ワークショップ参
加者の多くが若い時代に十分に学ぶ機会を得ることができなかったのではないか、という
ことが考えられる。 
 いくつかの意見を拾ってみると、「バリケード世代に大学生活を送ったため学びに対して
不燃焼の気分だった」という声があった。それだけでなく、「２０代に学んだ内容と大きく
変化しているところがある」という知識状況の変化もあげられる。 
 そうした中、大学に対する期待は着実に高まっている。富山県は生涯学習県として知ら
れ、学びの機会が豊富な土地柄と言われるが、各生涯学習機関の横の連携が十分ではない、
という意見もあった。大学は、従来からの大学開放事業を推進し学びをサポートしていく
ことに加え、各種機関と手と手を取り合いながら、とりわけ彼ら・彼女らの学びをサポー
トし発表や語り合う場をどういう形で提供・実現できるかが問われている。 
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市民一般  どなたでも参加できます。【定員５０名】 
平成26年11月15日（土）13：00～16：00（受付12：30～13：00） 
富山大学 黒田講堂会議室 
11月7日（金） 
富山大学 地域連携推進機構 生涯学習部門 (社会貢献課 地域連携チーム) 
〒930-8555 富山市五福3190   
TEL:076-445-6956   FAX:076-445-6033 Mail:lifelong@ctg.u-toyama.ac.jp 
あなたの学びをその先へ 
－「これからの学び」をワークショップでデザインする－ 
主催：富山大学 地域連携推進機構生涯学習部門 
 富山県内では、富山大学、県民カレッジ、市民大学など、その他様々な場所で生涯学習活動が
展開されています。これまで富山大学は、「地域と共生する大学づくりのための全国縦断熟議2012
災害が起きたらどうする？」、および昨年は「おとなの学びをワークショップで語ろう！〜新しい公開
講座を考える〜」というワークショップを開催してきました。
 今回は、新しい講座のあり方を具体的に語り合いたいと思います。昨年参加された方は次の
ステップの語り合いへ、はじめて参加される方は新鮮なご提案をしていただき、
今年もまたワークショップを楽しんでいただければと考えております。
対象 
お申込みは、裏面の申込書を記入の上、直接持参、郵送、ＦＡＸ
またはＥメールにて下記へお申込みください。詳細は裏面をご覧
ください。申込締切り後、参加者の方には案内を郵送します。 
日時 
会場 
申込締切 
プログラム 12：30～13：00 受付 
13：00〜13：05 開会挨拶（地域連携推進機構長 丹羽 昇） 
13：05～13：35 趣旨説明等 
13：35～15：30 ワークショップ 
           ①自己紹介と「現在の学び」を紹介します 
           ②今求められる新しい講座について提案します  
           ③今の学びを「形」にしましょう 
          まとめ 
15：30～15：45 発表 
15：45～16：00 講評・閉会挨拶（学長 遠藤 俊郎） 
申込み・問合せ先 
富山大学・生涯学習ワークショップ2014  
【後援】富山県教育委員会、富山市教育委員会、高岡市教育委員会 
参加 
無料 
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 ≪会場案内≫富山大学五福キャンパス 黒田講堂会議室（富山市五福 3190） 
富山駅から市内電車で約 20分 大学前駅で下車 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※会場の駐車スペースが限られていますので、なるべく公共交通機関でお越しください。 
 
≪申込み方法≫ 
以下の参加申込書に必要事項をご記入の上、直接持参、郵送、ＦＡＸまたはＥメールにて 
お申込ください。申込締切り後、参加者の方には案内を郵送します。 
≪申込み先≫  
富山大学 地域連携推進機構 生涯学習部門 (社会貢献課 地域連携チーム) 
 〒930-8555 富山市五福 3190 
   TEL:076-445-6956   FAX:076-445-6033  Mail:lifelong@ctg.u-toyama.ac.jp 
------------------------------------------切り取り------------------------------------------------ 
※ご記入いただいた個人情報は、本事業以外に使用しません。 
あなたの学びをその先へ―「これからの学び」をワークショップでデザインする－
参加申込書  【申込締切 11 月 7 日(金)】 
ふりがな   
性 
別 男 ・ 女 
年 
齢 
 
氏   名 
  
住   所 
〒 
Ｔ Ｅ Ｌ 
  
メールアドレス 
生涯学習メールマガジンの配信を希望される方は、アドレスをご記入ください。 
１、今までに以下の講座を受講したことはありますか？あてはまるものに○を付けてください。 
富山大学公開講座、  富山大学オープン・クラス、  富山大学のその他講座 
富山県民生涯学習カレッジ、  富山市民大学  、その他(            ) 
２、それはどんな内容の講座ですか？   （記入例：中国語、テニス、合唱、郷土史） 
  
五福キャンパスの正門から
入って、すぐ右手の建物が
黒田講堂です 
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実　施　日 講　師 タ　イ　ト　ル 参加人数
1 平成26年6月8日(日) 次山　淳(富山大学 人文学部) 天平の絵馬を読み解く 41
2 平成26年6月22日(日) 川上　陽介(富山県立大学) 近世日本における中国笑話の受容について 40
3 平成26年7月20日(日) 水野　真理子(富山大学 医学部) 日系アメリカ人の文学活動―強制収容所における文学 51
4 平成26年8月3日(日) 近藤　周吾(富山高等専門学校) 文学にとって〈ふるさと〉とは何か―須山ユキヱ論― 43
175合        計
平成26年度高志の国文学館 文学講座　実施結果
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会員各位                                              ２０１４．６月．吉日 
    富山県中小企業家同友会 共育委員長  岸田 毅 富山県中小企業家同友会                           
経営者大学第１３期のご案内 
～幅広い学びを通して、経営者としての総合力を向上させることを目指そう！～ 
 2002年にスタートした経営者大学も１３期を迎えました。私たち中小企業が経営を維持発展させていくためには、社員を採用・教育し、その能力を主体的に発揮する仕組みや環境をつくることが大切です。 そのためには、経営者の力量を更にアップさせるだけでなく、経営理念を社員と共有して、社員がイキイキと働ける組織や風土に、会社を変革していくことが必要です。 第１３期は、「時代変化をどのように判断して、生きがい働きがいをもって働ける社風づくりのために社員とどう向き合い、自社の経営に生かしていくのか」の視点から内容を組み立てました。 講師には、富山大学のご協力による各分野のエキスパートに協力頂きました。 現在の経営環境を「全員経営」で打破していく！という視点で、これからの方向性や展望を考えるヒ ントと勇気が沸いてくる内容であると確信しております。  ぜひ、幹部の皆さんと一緒に参加ください。  経営者大学の目的：激動期を確かに生きるための知識を様々な角度から学び、これからの社会と経営の発展方向を洞察し、「共育」力を身につけます。                  《募 集 要 項》 
 ■対 象 経営者・後継者・幹部社員    ■期 間 8/22(金)、9/12(金)、9/26(金)、10/15(水)、10/29(水)全５講  ＊４講以上出席者には、修了証授与 ■会 場 富山大学 共通教育棟（申込者には案内図送付） ■時 間 １８：００～２１：００ 時間厳守！！                              ■内 容 カリキュラムは裏面参照  ＜主な進め方＞ 講義＋グループ討論＋補足講義が基本ですが、内容によっては異なります。 ■定 員 ３０名    ※対象：経営者、後継者、幹部社員 ■受講料 会員企業一人１５、０００円（同一企業で複数参加の場合は、２人目からは６、０００円） 会員外企業一人20、000円） ＊単講受講、１回４、０００円  ■申し込み ＦＡＸ：０７６-４５２－６１１６  ＴＥＬ：０７６－４５２－６００６ 主 催：富山県中小企業家同友会 共育委員会  共 催：富山大学地域連携推進機構生涯学習部門                  切    り    取    り    線                              
経営者大学 第１３期 参加申込書          会社名 
  参加者氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）  役  職 年  齢  単講受講希望の場合は講座番号記入   １        ２        ３      
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第１３期経営者大学＜カリキュラム＞    日時・講師 テーマ・学ぶポイント  第  １  講 
８月２２日(金)  
講師 小助川貞次 氏 富山大学 人文学部 教授    
「若者の現状～思考と行動」 世代差はどの時代にあっても存在するので、どうやって埋めたり近づけたりしたらよいのかということは永遠の課題です。 むしろ、この世代差こそが次世代を 作っていく原動力なのだとも言えます。世代差を無理に埋めようとせずに、「理解できない不思議な存在であることはお互い様だ」と考えてしまう方が楽かもしれません。私たちオトナ世代はやがて年老いて行き、ワカイ世代に席を譲らなければならないのですから。重要なことは、若者の特性を知ることだけではなく、私たち中高年の特性をどうやって理解してもらうのか、ということに尽きると思います。「ナイス・ミドル」という自負は、単なる傲慢さかもしれません。 以上 の認識のもとに、大学での授業を通して感じてきたことを、分析を加えながらお話しし、受講者のみなさんが「そうなんだ！」と納得できるところに着地したいと思います。 
 第  ２  講  
９月１２日(金) 
講師 福島洋樹氏 富山大学 人間発達科学部 准教授 
「行動を導くー脳の認知と行動分析」 
社員ひとりひとりの【行動】の集積が企業活動そのものです。ある物事に対して【脳】が意味づけ（認知）をし、それにより【心】に感情が生まれ、その感情に則して【行動】がアウトプットされます。望ましい【行動】を導くには、まずは物事に対する【脳】の意味づけ（認知）をコントロールするトレーニングが必要です。 また、「ある【行動】が今後も繰り返されるか、それともしなくなってしまうかは、その【行動】をした【直後】に何が起こるかで決まります（B・F・スキナ ：ー心理学者）」。ある【行動】に問題がある場合、その原因を分析することで、解決につながる可能性も広がります。 
 
 第  ３  講 
９月２６日(金） 
講師 黒川光流氏  富山大学 人文学部 准教授 
「リーダーシップを育む」 部下の自律性を引き出し、職場を活性化させるために、リーダーには部下に効果的に指示を出すことが求められます。また、職場を維持・発展させていくためには、次世代のリーダーを育てることも必要です。 しかし最近では、職場を取り巻く環境だけでなく、人までもが変化してきていると言われており、従来のやり方だけでは十分ではないと感じることもあるでしょう。 リーダーとして部下の上に立ち、指示するという視点だけでなく、部下を下から支え、導くという視点が必要になってきているのです。 そこで、自らのリーダーシップを育み、さらには次世代のリーダーシップを育むために必要なリーダーの視点について考えます。 
 第  ４  講  
10月１５日(水) 
講師 内田康郎 氏 
富山大学 経済学部 教授 
「真の強み」を把握する① 
「自社の真の強みは何か」。これを正確に把握できている企業はどのくらいあるでしょうか。 中には、単なる個性を「強み」と捉えている企業も少なくありません。もちろん、企業にとって個性は重要ですが、真の意味での強みとはその企業にしか持ち得ない優位性を意味します。そして、その意味での強みを活かしながら事業計画が立てられないといけません。  今年は、この「強み」について２回にわたってじっくり検討していきたいと思います。ケーススタディを通じ、深い議論をしていきましょう。 
 第  ５  講 
10月２９日(水) 
講師 内田康郎 氏 富山大学 経済学部 教授 
「真の強み」を把握する② 
第４講に引き続き、さらに深めて議論します ～ 連続の受講をお勧めします！！ 
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災害時、
ハブ機能を
持つ大学
市民の
災害意
識向上
学びの広
がり
ワークショップに参加しよう！ 
〜参加・参画型学習に向けて〜 
★ワークショップとは：講義など一方的な
知識伝達のスタイルではなく、自ら参
加・参画するもの。
★共同で何かを学びあったり創り出した
りする学びの「型」。
★人間の学びは知識を受け取るだけで
はなく、能動的に知識・技術へのアプ
ローチができる！
そして、大学は・・・
 絶え間なく進化する知識・技術の世
界を的確にとらえ、それを普及させ
ていく使命を持つ。
 市民の学習ニーズをふまえた形の
ワークショップが提供される。
ワークショップへ向けて 災害が起きたらどうなる？／どうする？2012 
おとなの学びを語る2013 
★東日本大震災以後、暮らしの安全・安心についての関心が
高まっている。「座学」などの一方的なコミュニケーションとは
違った、それぞれの関心に沿った学習が必要となる。
★２つのワークショップ：①「災害が起きたらどうなる？」では、
大災害に対しどのような対策・備えが必要なのか、ということを
焦点に議論をおこなった。引き続き、
②「どうする？」では、具体
的なシミュレーションに基
づき、避難場所の確保
をはじめとした「動き
方」を考える機会を
提供した。
★今後の学びの
「広がり」も期待される。
ワークショップを通じて地域と共に歩む 
★二つの減災・防災に関するワークショップをふまえ、生涯学習
実践者むけの取り組みをおこなった。
★ワークショップでお互いの学びの「語り」を展開。自分の追究し
ている学びを語り合い、創造性や発見の豊かな集いとした。
★おとなの学びについて交わされた意見 
 他との関わりが必要であるということが見えてきた。フェイス・トゥ・
フェイス、顔の見える交流をしましょう。
 一人で学びっぱなりしに
るのではなく、学んだこと
を実践していく場が欲しい。
 「ＯＢ会」など、学びの
サポート体制のしくみが
重要である。
あなたの学びをその先へ2014 
★次回ワークショップは、
2014年11月15日（土） 
に開催予定です！
 このワークショップでは、「新しい公
開講座」について考えます。①現在
学んでいること、②今求められてい
る講座について、③生涯学習ボラ
ンティアの可能性、について、大い
に語り合います。
 今よりもステップアップした生涯学
習環境づくりを推進しましょう。
【コラボフェスタ2014ポスター発表】
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平成２６年度講師等紹介実績一覧 平成27年2月12日現在
No. 依頼者 企画名等 開催日 紹介者　氏名 所　属
1 高志の国文学館 高志の国文学館文学講座（大学連携シリーズ） H26.6.8 次山　　淳 人文学部
2 高志の国文学館 高志の国文学館文学講座（大学連携シリーズ） H26.7.20 水野　真理子 医学部
3 富山県民生涯学習カレッジ 高志の国文学専門講座「活用実践コース」　第1回 H26.9.23 藤田　公仁子 生涯学習部門
4 富山県民生涯学習カレッジ 高志の国文学専門講座「活用実践コース」　第2回 H26.10.1 水野　真理子 医学部
5 富山県民生涯学習カレッジ 高志の国文学専門講座「活用実践コース」　第6回 H26.11.12 藤田　公仁子 生涯学習部門
6 石川県野々市市立図書館 平成26年度野々市市図書館ボランティア養成講座 H26.6.14 藤田　公仁子 生涯学習部門
7 富山県社会福祉協議会富山県いきいき長寿センター 平成26年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座　第1回 H26.6.19H26.6.26 黒田　敏 附属病院
8 富山県社会福祉協議会富山県いきいき長寿センター 平成26年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座　第2回 H26.6.12H26.7.10 牧野　輝彦 附属病院
9 富山県社会福祉協議会富山県いきいき長寿センター 平成26年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座　第4回 H26.8.1H26.7.28 高倉　文匡 附属病院
10 富山県社会福祉協議会富山県いきいき長寿センター 平成26年度富山県いきいき長寿大学すこやか生活講座　第7回 H26.9.11H26.9.1 供田　文宏 附属病院
11 石川県立生涯学習センター 平成26年度石川県公民館職員専門研修及び基礎研修 H26.6.26H26.7.17 藤田　公仁子 生涯学習部門
12 射水市 富山大学連携講座家庭教育支援講座　第1回 H26.7.12 久保田　真功 人間発達科学部
13 射水市 富山大学連携講座家庭教育支援講座　第2回 H26.10.4 稲寺　秀邦 大学院医学薬学研究部
14 富山県教育委員会生涯学習・文化財室 平成26年度第1回社会教育主事等研修会 H26.7.3 藤田　公仁子 生涯学習部門
15 岐阜県吉城高等学校 第21回現代フォーラム H26.7.18 栗田　佳泰 経済学部
16 弘前市教育委員会 平成26年度第1回公民館関係職員研修会 H26.7.18 藤田　公仁子 生涯学習部門
17 金沢大学地域連携推進センター 平成26年度金沢大学社会教育主事講習 H26.7.31 藤田　公仁子 生涯学習部門
18 富山県中小企業家同友会 経営者大学第13期　第1回 H26.8.22 小助川　貞次 人文学部
19 富山県中小企業家同友会 経営者大学第13期　第2回 H26.9.12 福島　洋樹 人間発達科学部
20 北陸銀行 北陸銀行高岡広小路支店親睦会主催講演会 H26.9.24 青木　一真 大学院理工学研究部
21 富山県中小企業家同友会 経営者大学第13期　第3回 H26.9.26 黒川　光流 人文学部
22 富山県中小企業家同友会 経営者大学第13期　第4、5回 H26.10.15H26.10.29 内田　康郎 経済学部
23 氷見市教育委員会 いじめ防止に関する研修会 H26.10.15 下田　芳幸 人間発達科学部
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No. 依頼者 企画名等 開催日 紹介者　氏名 所　属
24 氷見市教育委員会 いじめから子どもを守ろう！氷見市民大会 H26.11.8 久保田　真功 人間発達科学部
25 高岡市立高陵高校 平成26年度　第3回校内研修会 H26.11.4 松本　謙一 人間発達科学部
26 石川県立生涯学習センター 平成26年度金沢教育事務所管内生涯学習研修会 H26.11.7 藤田　公仁子 生涯学習部門
27 企業組合労協センター事業団（ワーカーズコープ） 協同集会in北陸 H26.11.9 藤田　公仁子 生涯学習部門
28 ワーカーズコープセンター事業団北陸信越事業本部 北陸信越事業本部1・2・3　集会 H26.12.7 藤田　公仁子 生涯学習部門
29 石川県野々市市教育委員会 新図書館を考えるフォーラム H26.12.20 藤田　公仁子 生涯学習部門
30 北陸銀行 北陸銀行新湊エリア親睦会主催講演会 H27.1.22 内田　康郎 経済学部
31 富山県公民館連合会 平成26年度富山県公民館主事・指導員等研修会 H27.2.20 藤田　公仁子 生涯学習部門
32 立山町教育委員会 たてやま町民カレッジ2014修了記念講演 H27.2.21 大西　宏治 人文学部
33 富山歯科総合学院 「SNSの機能とマナー」特別講演 H27.3.4 長谷川　春生 人間発達科学部
34 富山県農林水産部森林政策課 フォレストリーダースキルアップ研修 H27.3.8 中村　省吾 理学部
35 高岡市教育委員会生涯学習課 高岡市生涯学習センター講座 H27.6～8 中井　精一 人文学部
36 石川県教育委員会 小松管内生涯学習研究会 H26.11.20 水上　義行 富山国際大学
37 金山小学校 教養講座 H27.2.6 稗苗　智恵子 富山短期大学
生涯学習部門教員生涯学習相談一覧 平成27年2月12日現在No. 123
相談者石川県かほく市教育委員会「地域づくり人材育成講座」秋田県生涯学習センター　地域活性化プログラム射水市金山コミュニティーセンター
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公民館用広報ちらし 
お気軽にお問い合わせください！
【お問合せ先】
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門
専任教員
藤田公仁子 TEL/FAX:076-445-6958
Mail:kunikof@ctg.u-toyama.ac.jp
仲嶺 政光 TEL:076-445-6959 FAX: 076-445-6033
Mail:nakamine@ctg.u-toyama.ac.jp
※不在の場合は、FAX・Mailにてご連絡いただくか、
生涯学習部門窓口(地域連携チーム076-445-6956)へご連絡ください。
富山大学は、公民館を応援します！
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門では、生涯学習・大学開放に関する各種相談事業を行っています。
①公民館の事業・企画プログラムのご相談に応じます。②公民館事業へ富山大学の教員をご紹介します。③公民館の仕事へ携わる人々の研修に応じます。④地域で活躍するボランティア養成講座、研修会などに応じます。⑤地域・生活課題等に即したテーマのご相談に応じます。⑥ワークショップ、熟議、参加型講座のご相談に応じます。
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教育委員会用広報ちらし 
お気軽にお問い合わせください！
【お問合せ先】
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門
専任教員
藤田公仁子 TEL/FAX:076-445-6958
Mail:kunikof@ctg.u-toyama.ac.jp
仲嶺 政光 TEL:076-445-6959 FAX: 076-445-6033
Mail:nakamine@ctg.u-toyama.ac.jp
※不在の場合は、FAX・Mailにてご連絡いただくか、
生涯学習部門窓口(地域連携チーム076-445-6956)へご連絡ください。
富山大学は、生涯学習を応援します！
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門では、生涯学習・大学開放に関する各種相談事業を行っています。
①生涯学習の事業・企画プログラムのご相談に応じます。②生涯学習事業へ富山大学の教員をご紹介します。③自治体職員の研修（人材育成）に応じます。④地域で活躍するボランティア養成講座、研修会などに応じます。⑤地域・生活課題等に即したテーマのご相談に応じます。⑥ワークショップ、地域と連携した公開講座のご相談に応じます。
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等、メ
ディア
活用
•
ＰＲイ
ベント
の企
画
•
市民
参画
型講
座実
施→
ネット
ワー
ク
の活
用
•
生涯
学習
「応援
隊」の
組織
化
•
地域
のニ
ーズ
と大学
のシ
ーズ
の調
査
分析
•
生涯
学習
に関
する情
報収
集
•
新しい
受講
者獲
得
•
学内
及び
地域
との新
たなネ
ットワ
ー
ク構築
、交流
、還元
•
社会
教育
関係
専門
職員
の研
修
•
生涯
学習
相談
大学
開放
事
業の
拠点
教育 研究 大学
開放
事
業コ
ンテン
ツ
の開
発
広報 企画
生涯
学習
部門
4
本柱
－ 142 －
平成
2
6
年度
生涯
学習
部門
の活
動状
況
・公開
講座
【71講
座】
・オー
プン・
クラス
（公開
授業
）【81
5
科目
】
・経営
者大
学（中
小企
業同
友会
との連
携）
・いき
いき長
寿大
学
（富山
県社
会福
祉協
議会
との連
携）
・社会
教育
関係
職員
の研
修等
・高大
連携 （小杉
高校
のオ
ープン
・クラ
スへ
の参
加）
・自治
体との
連携
講座
学習
機会
の提
供
生涯
学習
ニ
ズの
把握
あな
たの
学び
をその
先へ
－「こ
れか
らの学
び」を
ワー
クショ
ップで
デザ
インす
る－
日時
：平成
2
6
年11
月15
日（土
）
参加
者数
：48名
・市民
参加
参画
型
・県民
カレッ
ジ、富
山市
市民
学習
センタ
ー、
各教
育委
員会
との連
携
生涯
学習
ワー
クショ
ップ
プ
プ
▶多種
多様
な公
開講
座の
プログ
ラム開
発
▶富山
大学
生涯
学習
セミナ
ー
への
取り組
み
▶生涯
学習
応援
隊（仮
称）
への
準備
学習
発表
会（仮
称）
向け
た
次年
度へ
向け
て
の取
り組み
・各種
アンケ
ート調
査実
施
・生 涯
学習
ワー
クショ
ップの
開催
・他の
生涯
学習
機関
と連携
しなが
ら
多種
多様
なニー
ズの
把握
生涯
学習
ニー
ズの
把握
・講師
紹介
事業
・大学
のシ
ーズ
と地域
の生
涯学
習ニ
ーズ
のマ
ッチン
グ
・受講
生か
らの生
涯学
習相
談
・地域
（自治
体等
）から
の生
涯学
習相
談
相談
事業
・ステ
ップア
ップし
たい
…
・学ん
だこと
を誰か
に伝
えたい
…
・参加
参画
型の
学び
がな
い…
・ボラ
ンティ
アに参
加した
い…
・学習
者同
士の
つな
がりが
欲しい
…
（ネッ
トワー
ク化）
▶学習
発表
会（仮
称）へ
向け
た
取り組
み
▶各種
大学
開放
事業
への
取り組
み
地域
の生
涯学
習
の拠
点へ
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